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「佐木くんさ、人魚見たことあるんだって？」

「ええまぁ、ありますけど。誰に聞いたんすか？」

「院生の中田くんだよ。大笑いしてた」

「まぁ、普通笑いますよね」

　俺はある日、担当教官の築地つきじ教授と共に、大学の研究棟で飼育されているバンドウイルカたちの繁殖行動を観察していた。

　築地教授は身長一六五センチに満たないけれど、ムキムキに盛り上がった筋肉がそれは見事で、こんがり焼けた肌に真っ白なタンクトップが妙に絵になる五十五歳。性格は大海原のように鷹揚おうようで、『研究者』というより『海の男』と表現したほうがしっくりくる。実家を離れて五年、今や家族以上に親しみの湧く存在だ。

　俺は大学一年生の頃から、この築地教授が顧問を務める潜水部に籍を置き、日本中の海を潜ってきた。部活や実習に精を出すうち、俺の身体は逞しい筋肉に覆われて引き締まり、健康的に日に焼けた。そして背丈は教授をゆうに追い抜いて、喜ばしいことに一八〇を超えている。

「人魚、君は実際にいると思う？」

「まぁ……いてもいいんじゃないっすか？　おっぱいでかくて腰がきゅっとくびれた美人の人魚なら」

「ほう、君はそういうのを見たわけ？」

「いや……残念ながら、おっぱいはなかったっすね」

「そりゃあ残念だな、うん」

　築地教授はビデオを回す俺の横で、のんびりそんなことを喋っている。それより俺は、水槽の中で繰り広げられる、目新しいイルカの行動に夢中だった。

　透き通った青い水の中をゆったりと泳ぎまわりながら、オスはメスの腹や背中に鼻先を寄せ、まるでキスをしているかのような行動をとる。その愛おしげな行動は、愛撫と捉えて差し支えないだろう。

　彼らがどれほどの性感を持っているのかは知る由もないが、心優しいイルカたちの交尾行動には、そこはかとなく相手を思いやるような優しさに溢れているように見える。

　しばらくそうして戯れているうちに、オスの性器は完全な勃起状態へと変貌する。個体差はあるが、その長さは約二五～三五センチメートルほど。隆々と屹立する生殖器ペニスは、見ているこちらが自分の逸物を恥じたくなるような立派さだ。

　それを見て「あの可愛らしくたおやかなイルカがあんなモノを……」と、少なからずショックを受ける人も中にはいるらしい。確かに、水の抵抗などものともせずにそそり立つそれは、間近で観察するとかなりの迫力だ。

　ちなみに、イルカの中でも特に美しいと言われるバンドウイルカは、イルカ類よりも大きな身体を持つクジラたちから求愛されることも多く、イルカとクジラの雑種が生まれることも稀ではないらしい。

　さて、腹を合わせて悠々と泳ぎながら挿入するという離れ業をやってのける二頭のイルカたちだが、実質の交尾時間はほんの数秒。それを何度か繰り返して終了だ。野生生物の場合、周りはどこを見回しても敵だらけで、のんびり快感に浸っている余裕はない。無防備な状態を晒すことは、とても危険だからだ。

　しかし、飼育されているこの二頭は、しばらく寄り添って泳いだ後、別れを惜しむように頭をすり寄せ合ってから離れていく。時間にしておよそ五分程度の出来事だが、この大学に入って初めて目の当たりにする貴重な光景に、俺はすっかり魅入っていた。

　優雅に水中を泳ぐ彼らを見つめる度、俺はいつも、あの日の不思議な出来事を思い出す。


　小学校に上がったばかりの頃に家族で参加した、奄美大島のシュノーケリングツアー。青く透き通った海中の景色の美しさにテンションが上がりすぎた俺は、うっかり家族とはぐれてしまった。そして敢え無く、海の中で迷子になった。

　海面に浮上してみたけれど、近くに人の気配は見当たらない。知らず知らずのうちにかなり沖へと流されていたらしく、俺の視界に入るのは、凶暴に上下する青い波ばかりだった。

　俺は途方に暮れ、恐怖した。

　自らの足で歩くことができ、行きたい方向や歩行速度などのコントロールが利く陸地では到底感じることもない、根源的な恐怖だ。

　——このままじゃ、死ぬ……！

　俺は恐怖のあまりパニックになり、呼吸をすることもままならない状態に陥った。

　手足が鉛のように重くなり、思うように動かせない。ウェットスーツを着ている上に、立ち泳ぎも大の得意だったはずなのに、身体はまるで言うことをきかなかった。俺は口や鼻から否応なく浸入してくる海水を大量に飲んでしまい、その苦しさのせいでパニックが加速する。

　——息が苦しい、動けない、怖い、怖い、怖い……!!　 誰か助けて、助けて、死にたくない！　こんなとこで、一人で死ぬのは嫌だ……！

　俺はその時、孤独のうちに海の藻屑となっていく自分の姿を想像していた。

　しかしその時。

　まるで天から光が差すように、俺の意識に直接語りかけてくる柔らかな声を聞いたのだった。

　——こっちに来ては危ないよ……

　次の瞬間、手首を誰かに掴まれた。

　水滴の付着したゴーグルの向こうに、俺は確かに人の姿を見た。

　その誰かはウェットスーツとグローブに包まれた俺の腕を引き、ぐいぐいと力強く波をかき分けてゆく。人間が海中で持ちうる推進力とは思えない速度で、俺を人気のない岩場へと運んでいった。

　その時俺を助けた誰かの姿を、俺は必死でその目に映そうとした。死の淵という恐怖から俺を救い上げてくれたその恩人の姿を見て、さらなる安堵を得ようと思ったのか、それとも単なる好奇心か……それはよく覚えていない。

　辛うじて首を持ち上げた俺の目に飛び込んできたのは、しっとりと濡れた翡翠色の長い髪と、白い肌。そして海の色を溶かしこんだかのような、深い青色の瞳。

　恐怖のせいか、まだまだ春先で海水温が低かったせいか、俺はウェットスーツを着ているのにも関わらずガタガタ震えていた。だがその人は、上半身裸なのにもかかわらず、全く寒そうな素振りを見せなかった。それも、妙に印象に残っている。

　——もう大丈夫

　とてもきれいな声だった。男か女かも分からない中性的な声だ。その人は俺を安心させるように「もう大丈夫」と繰り返し語りかけながら、海水で焼けた喉を押さえて咳き込む俺の背中を撫でた。そして俺が落ち着くのを見計らってか、するりとその場を去ってゆき――

　せめてお礼を言いたくて身体を起こしかけた時、波間に翻る白い肌と、力強く波飛沫を跳ね上げる大きな尾びれを俺は見た。

　それは一瞬のことだった。けれど、俺は大して驚くこともなく納得していた。

　……あぁ俺は、人魚に助けてもらったんだ……と。






　そう、俺は子どもの頃、人魚を見たのだ。

　そういえば、そんな話を飲みの席で中田先輩に喋ったことがあったっけ。

「じゃあさ、佐木くんさ、俺の仕事の手伝い、するか？」

「え？　そりゃいいっすけど。何の仕事ですか？　また漁協から何か依頼されたんですか？」

「いや、漁協は関係ないよ。まあ、アレだ。Ｋ棟で飼育されてる人魚がここんとこ鬱っぽくてな、困ってんだ。話し相手になってやってくんないかな」

「……はぁ」

　ついに築地教授、潮に当たり過ぎて頭がおかしくなったらしい。

    
        第一章　人魚の生態


　俺は佐木青海おうみ 、二十三歳。

　親の付けた名前のせいだろうか。幼い頃から俺は、海という大きな世界に、理由も分からず惹かれていた。

　海に囲まれた土地で暮らしていたから親しみが湧いたというわけではない。俺の実家は、山に囲まれた関東の小さな町だ。海なんて、テレビか図鑑か、父親が一冊だけ持っていた写真集でしか見たことがなかった。

　『青海』という名は、俺が生まれた頃に流行っていたテレビドラマの主人公の名前だ。サーファー役のイケメン俳優の大ファンだった母親が、ミーハーな理由で名付けたらしい。……とまぁ、名前にまつわるあれこれはさておき、俺は見たこともない海に想いを馳せる、夢想的な少年時代を過ごしていた。

　海好き魚好きが高じた俺は、実家を離れ、広島県にある国立大・海生かいせい大学に進学した。そしてそのまま大学院に進学し、海洋科学部・海洋生物資源学研究室に入ったのだった。

　海洋生物資源学というのは、海の生物を捕獲し、詳しく生態を調べあげ、その生物がどのようなメカニズムをもって海の中で生活しているのかということを明らかにする学問だ。

　そしてさらには、そのメカニズムを活用した養殖技術の研究や収穫システムの構築を試みる……というような、研究職へ進むより漁師になったほうが有益なのではないかと思える研究に、俺は時間を費やしている。陸にいるより海にいる時間のほうが長いと言っても過言ではないだろう。

　海生大は瀬戸内海に浮かぶ小島に広大なキャンパスを持ち、実践的な学習には事欠かない見事な設備を擁している。海のことなら何でも学べる大学だ。

　ただ一つ不便があるとすれば、本土とここを結ぶのは一時間に一本のフェリーのみということだろうか。そんな事情もあり、県外からやって来る学生のほとんどはこの島で下宿している。

　孤島とまでは言わないが、なかなかに不便な土地だ。それでも俺は、大好きな海について充実した学びを得られるこの環境に満足していた。

　……指導教官の築地教授に、訳の分からない頼みごとをされるまでは。


「……で、何で人魚なんてすごい生き物が、この大学にいるんですか？」

「あー、そうだな。それも言っとかにゃな」

「そりゃそうでしょ」

「絶対誰にも言うなよ。あ、そうそう後で『人魚のことは口外しません』っていう念書、書いてもらうから」

「はぁ。了解っす」

　築地教授は、イルカの水槽の脇に置いてある椅子の上から白衣を取り、タンクトップの上に羽織った。そして、俺の先に立って歩き出す。

「轢いちゃったんだよな……うん、ボートでな」

「はい？」


　教授曰く、一年前の三月、真昼の出来事のこと。

　乗船実習のコースを確認するため、しまなみ海道付近でボートを走らせていた築地教授は、瀬戸内海今治沖に迷い込んでいたイルカの群れと遭遇した。

　こんな内海にイルカの群れが迷い込むという事例はかなり珍しい。築地教授は狂喜乱舞して、その様子を撮影しようと、カメラを取りに船室へと降りた。

　その時一時的に、俺の先輩でもあるのんびり屋の研究員・藤行成ゆきなりと操舵を交代したらしい。そして程なく、ボートの船底に鈍い音が——

「それが、人魚だったんですか……？　藤先輩、轢いちゃったんですか？」

「うん、まぁ、そういうことだ。最初はイルカがぶつかったのかと思ったんだけどよ……」

「うわぁ……」

　即座に築地教授が素潜りし、ぶつかった相手をを確認したのだが、ついさっきまでボートの周りを回遊していたイルカの群れはすでにその場から消え、船の真下を揺蕩うように浮遊していたのが……件くだんの人魚だったのだという。

　意識のない人魚をデッキに引きずり上げ、二人はしばし呆然としたらしい。当然だろう。メルヘンファンタジーの世界にしか存在しないはずの架空生物が、目の前に横たわっているのだから。

　しかしただぼんやり鑑賞しているわけにはいかなかった。人魚は額から血を流し、意識を失っている。

　二人はすぐさま人魚に応急処置を施して大学に連れ帰り、病魚を隔離する大型水槽にどぼんと人魚を入れたのだとか。身体が乾くと死ぬのではと焦ったらしい。

　額に負った傷はそう深いものではなかったようで、その頃には既に出血は止まっていた。しかし念の為、イルカ用のレントゲン撮影機器を使用して全身を検査。幸いなことに頭にも身体にも、または尾びれにも損傷は見当たらず、ひとまず病魚用の水槽に戻して経過を観察することになったらしい。

「そんでそのまま、一年ここで飼育してるってことっすか？」

「うん。俺はな、傷が癒えたら海に放してやろうと思ってたんだけど」

　さすが教授、人魚を捕まえたというのに全く欲がない。

「でもよ、学部長がそれを許してくれなかったんだよ。この研究棟を使うためには、どうしても学部長の許可が必要だろ？　だからあいつには隠すことが出来なくてなぁ」

「学部長ですか？」

「そう。人魚を捕獲したなんて、前代未聞の大ニュースだろ？　学部長はこの大学のすべての権限を握ってる上に、今でも現役の研究者だ。人魚の生態を詳しく調べて論文にした後で、大々的に人魚の存在を公表して、注目を浴びようって腹なんだよ」

　海洋生物学部の学部長・大河内おおこうち典明のりあき教授。威圧的で、どこか狡猾そうな目をした学部長の顔を思い出せば、無意識に眉根にしわが寄る。

　伝説的な架空生物の存在が公になる——その後、人魚がどういう扱いを受けるのかは、想像に難くない。しかも、いかにも名誉欲の強そうなあの大河内教授がそれを行うとなると……俺はぶるっと身震いした。

「それで……何で俺が、人魚の話し相手に選ばれたんすか」

「君が人魚見たことあるとか言ってるから」

「え、それだけ？」

「ま、あとはダイビングのおかげで海の中にいることに慣れてるところとか、海に関する知識が豊富なところとか。この四年間君を見てきた結果、佐木君は誠実で脳天気でポジティブ、そして口が固く信頼の置ける学生だと踏んだから、ってとこかな」

「……はぁ。どもっす」

「それに見た目も爽やかだし、第一印象が悪くない。だからあの人魚も、君にならちょっとは心を開くんじゃないかと思ってな」

「はぁ……」

　これまた淡々と客観的な自分の評価を挙げ連ねられ、妙にくすぐったいような気分になる。つまりはこんな大役を任せるに足る人物だと評価されたということではないか、そういうことなら頑張るしかない。

「……それに多少暴力的なことをされても気にしなさそうだし、つらく当たられても分かんないだろうしな……」

「え？　何か言いました？」

「いや、なんでもない」

　ぼそぼそひとりごとを言う教授と並んで歩きながら、俺は突如として与えられた大役に緊張と高揚を感じつつ、イルカのプールが入っている一般研究棟を後にした。






　　　＋






　人魚伝説は世界各国に存在し、不思議とそのイメージには共通点が多い。

　日本では、人魚は恐ろしい妖怪の姿で登場することが多く、予かねてから凶事の前触れとして恐れられていた。

　しかし地域によっては、人魚の存在は瑞兆の前触れとして大切に扱われる場合もある。寿命長久の象徴として崇められ、一種の神のように人魚を祀る寺も存在するほどだ。

　それは、人魚の肉を食べて不老不死となった「八百比丘尼やおびくに伝説」からもたらされたものなのだろう。だが、それがただの物語なのか、または語り継がれてきた真実なのかということは、確かめる術もない。

　一方西洋においても、人魚は美しい歌声や姿形で船乗りを惑わせて食い殺すという、悪魔的なイメージが強い。セイレーン、ローレライ、メロウ……それぞれ名前は異なるが、どの国においても人魚は不幸の象徴として扱われる事が多い。

　もっとも有名なのは、アンデルセンの童話で語られる人魚姫の物語だろうか。人間の王子に恋をする人魚姫は様々な犠牲を払うが、最後は悲恋の果てに命を失う。童話の世界の中でさえ、人魚は不幸な結末を迎えることがほとんどだ。

　こうして海洋学には何の関係もない知識を仕入れているあたり、俺自身、人魚という生き物に固執しているという証拠だろう。存在しないはずの生物が実在することを信じて疑わない俺は、はたから見ればかなりの変人なのかもしれない。

　そういえば、両親に「人魚に助けてもらった」と馬鹿正直に告げた時、俺は速攻で病院に連行され、精密検査とカウンセリングを受けさせられたっけ。

　しかし築地教授は、冗談を言っている様子も俺をからかっている様子もない。 ということは本当に、ここに人魚がいると信じていいのだろうか。

　築地教授の頭のネジの心配をすると同時に、『今ここにいる人魚は、子どもの俺を救ってくれたあの人魚ではないか』という願望を胸に抱いていることに、はたと気づく。あの性別不明の美しい人魚が、この大学のどこかにある巨大な水槽に囚われているというイメージは、ひどく俺の胸をざわめかせた。　

　——いや、待て待て。人魚は人魚でも、あの時俺を助けた個体がここにいると決まったわけじゃないだろ。

　Ｋ棟へと向かう白く長い通路を歩きながら、俺は深呼吸をした。

　島の南端、大学の敷地の一番端に位置するＫ棟の内部構造は、学生には開示されていない。学生の身分では通常入れない場所へ足を踏み入れる緊張感と、人魚に会えるという高揚感で、俺はひどく浮き足立っていた。

　そわそわと騒ぐ自分の心を落ち着かせるために、地肌が見えかけている教授のつむじに向かって、俺は質問を投げかけた。

「あの、人魚って、見た目はいくつくらいなんですか」

「そうだなぁ、十五、六ってとこかなぁ。この一年の成長具合を見るに、成長速度は人間と変わらねぇみたいだぞ」

　——十五、六って、じゃあ……あの人じゃねーな。俺を助けてくれた時、もう少し上の年齢に見えたし……。

　ほっとすると同時に、俺は少し落胆した。世の中そうそうドラマチックなことが起こるわけではないらしい。俺は気を取り直すためにも、質問を続けることにした。

「食事なんかはどうしてるんですか？　ちゃんと食べてくれてるんですか？」

「んーああ、そうだな。イワシとかサンマとか、獲りやすくてサイズも手頃な魚が好きらしい」

　意外と庶民的だ。

　人魚のオスというと上半身は筋肉ムキムキで、珊瑚で作ったモリなんかでマグロとか捕ってそうなイメージがあったけど……って、世界的に有名なアニメ映画の影響を受けすぎだ。冷静になれ、俺。

「呼吸はどうしてるんですか？　エラ呼吸ですか？　それとも肺呼吸ですか」

「両方だね。耳がこう、少し上に尖ってるんだけどさ、その後ろに切れ込みがあって、そこがエラになっているんだ。でも水上に上がっているときは、肺呼吸に切り替わるらしい。器用だよな」

と、教授は自分の耳たぶの上の方をぐいっと引っ張って長く伸ばしながら、筆で描いたような凛々しい眉の端を上げ、やたらぱっちりした大きな目で俺を見上げた。いつ見ても顔が濃い。

「水上に上がるというのは？」

「日光浴をするんだよ。水上にいるときは、肌に付着する藻なんかを綺麗にしたりしていることが多い。それと、どうも人間と同じく、体内でビタミンを生成するのに日光が必要らしくてな」

「……はぁ」

　——藻とか……つくんだ。まぁ、ずっと海中にいたら、そりゃ藻の一つや二つ繁殖してもおかしくないけど……でも、ちょっとそれもイメージ的に……。

　はっ、だめだだめだ。研究者のくせに、俺もかなり人魚という存在を美化しすぎているらしい。客観的な目線を忘れるな。研究者たる者、事実をきちんと受け止なくてはいけない。

　よし、超現実的なことを質問しよう。

「排泄はどうしてるんですか？」

「尻から出すさ。綺麗なもんだぞ、黒真珠みたいな色と形でな」

「……黒真珠、っすか。てか、人魚にも肛門があるんですね」

「当然だろ、そりゃあるさ。生き物だからな。まぁ、見てもらったら分かると思うけど、人魚の下半身は魚類というよりもイルカやクジラに近いもんだ。まぁ簡単に言うと、イルカの尻尾にソフトな鱗をくっつけましたみたいな構造をしている」

「はぁ」

「イルカのケツは見たことあんだろ。まぁ、イルカの肛門はだいぶと尾びれ寄りの後方にあるもんだが、人魚の肛門やペニスは俺たち人間とあんまり変わらん位置にあるよ」

「……ペニス……」

「そう、オスだからな。これまたイルカと同じように、ペニスは水の抵抗を受けないように体内に仕舞える構造になってる。さっきイルカで観察したろ、生殖孔。それもまぁ、俺たちと変わらん位置にある。腰骨の下くらいだな」

　イルカは下腹に「生殖孔」という割れ目があり、その中に生殖器ペニスを大事に仕舞いこんでいる。生殖孔の少し後ろに乳腺があり、さらにその後ろに肛門がある。

「ところでそれ、どうやって調べたんですか？」

「一番最初に運び込まれた時、診察も兼ねて身体検査をしたのさ。後々麻酔を打ち込んで調べ尽くすよりは、よっぽど人道的……いや魚道的だろ」

「はぁ……」

「ちなみに勃起状態でのサイズも、人間の平均的な長さと変わらなかった」

「えっ!?　それ、ど、どうやって調べたんですか!?」

　俺の脳裏には、かつて俺を救ったあの美しい人魚が、白衣を着た脂っこい中年親父たちに全身を弄られ、無理矢理に勃起させられるという憐れな姿を想像して焦った。

　だが俺の心配をよそに、教授は淡々とした口調でこう続ける。

「いや、三ヶ月に一度、一週間くらいの期間で発情期があるみたいなんだよな。その時、確認した」

「発情期？」

「壁とかにペニスを擦りつけて悶え苦しんでたんだよ。研究室から人がはけた深夜にね。当然、別室でモニターされてるからバレバレなんだけど……あれはさすがに可哀想だったな、見た目が人間に近いだけに。嫌だよな？　盛ってるとこ他人に覗かれるなんてさ、嫌すぎるよな」

「……そっすね。死にたくなるっす……」

「イルカ類でも自慰に似た行動を取る個体はいるだろ？　まぁ、あれがいわゆる人間で言う自慰行為と等しいかは明らかになってはいないが、あの人魚は明らかに性的興奮を持て余してるように見えたね。最終的には自分で触って射精もしてたし」

「……そうなんすか」

「メスがいりゃなぁ、可愛い赤ん坊が見れたかもしれねぇが。ほれ、着いたぞ」

　目の前には、学生が入室を固く禁じられているＫ棟が聳えていた。白く塗られた鉄扉は、来るもの全てを拒むかのように難く閉ざされ、冷ややかに俺を見下ろしている。

　俺はひとつ、大きく深呼吸した。

　今から俺は、人魚に会うんだ……！

    
        第二章　青い睡蓮






　そこには、海があった。

　いや、正確に言うならば、巨大な水槽の中に海をそっくりそのまま持ってきた、といったほうが正しいかもしれない。ごつごつとした岩場、それを彩る色とりどりのサンゴやイソギンチャク——それらは海から採取してきたものであるらしい。

　水槽の上部は開放してあるらしく、水中にはさんさんと真昼の太陽光が差し込んで、ゆらゆら揺らめく海中に光の帯を作り出している。

　ただ、自然の海水にしては濁りがなく、小魚一匹泳いでいない。殺風景な作り物の海だ。

　そしてどういうわけか、水槽の内側には透明な糸で編まれたネットが張り巡らされている。激突防止用の、主にマンボウの水槽でよく見かけるやつだ。

「すげぇ……」

「面積は三十七メートル×三十メートル。深さは十五メートルだ。水量は七五〇〇トン。なかなかのもんだろ」

「このネットは何のために？」

「そのままの使用目的だよ。最初の頃、よくガラス面に体当たりして暴れてたからな」

「そ、そうなんすか？」

「目が覚めたら人間に捕まってたんだ……その気持ちは分からんでもない。怪我をしないための措置だよ、可哀想だがな」

　ここで初めて、築地教授の表情が苦々しく歪んだ。研究者として、人魚の生態について突き詰めたいと願う想いと、愛すべき海の生物に自由を与えてやりたいという思いとの間で、葛藤を抱えているような表情だ。

　その気持ちは分からなくもないが、激しく暴れて分厚いガラスに身体を打ち付け、痛々しく傷付いていく人魚の姿を思うと、やはり憐れである。

「で、その……人魚はどこに？」

「あれ、いねぇなぁ。上にいるのかも」

「上？」

「日光浴さ。水槽の開口部の三分の一くらいを使って、岩場と砂浜を作ってある」

「へぇ」

　俺は辺りを見回した。

　巨大水槽の前に並んでいるのは、水槽の中を映し出す数台のモニターと、旧式のパソコンが三台。それだけだ。研究室はがらんとしていて薄暗く、人の気配もない。

「誰も居ないんですか？」

「人魚のことを知っているのは、俺と大河内教授、そして藤、あとは衣緒いお准教授だけだ」

「衣緒先生も？」

　衣緒三起也みきや。この大学出身の研究者で、年齢はまだ三十代という若手の教員だ。こんな田舎ではちょっと見ないほどのイケメンであるため、女子学生からの人気が相当高い。

　人魚の話し相手が必要というのなら、経験も知識も豊富な衣緒准教授のほうが、俺よりよほど適任ではないだろうか。

　そんなことを素直に築地教授に問いかけてみたのだが、教授は難しい顔をして首を振った。

「衣緒はな、嫌われてんだ」

「何でですか？」

「あいつは大河内教授の助手として人魚の観察に関わってた。猫なで声を出して油断させて近づいて、ブスッと採血なんかをしていたもんだから、人魚のやつも怒ってな。それ以来、衣緒を見ると威嚇して攻撃的になるもんだから、餌の管理とかデータ整理なんかの裏方に回ってもらってんだ」

「へぇ……」

「そうだ、これを見てみろ」

　築地教授は、パソコンの上においてあった何かを手に取り、無造作に俺の方へと放ってきた。慌てて受け取ってみると、それはきちんと全面の色が揃ったルービックキューブだった。

「それ、人魚がやったんだ。なかなかのもんだろ」

「すごいっすね。俺、こういうの苦手だから出来ないです」

「手指の操作性はなかなかのもんだ。……よっこらせ」

　築地教授は水槽の脇に置いてある冷蔵庫から発泡スチロールの箱を取り出し、俺にぐいと押し付けた。そして、先にタラップを登り始める。

「……これは？」

「食事だよ。最近はとんと食わねぇが」

「魚……っすか？」

「そう、サンマだ」

　——……こんなの、ただのエサじゃないか。こんなもんからホイって投げて寄越される食事なんて、人魚が喜ぶとは思えないけど。

　俺は非難めいた考えをとりあえずは飲み込んで、教授の後に続く。

「いつから食ってないんですか？」

「前から食は細い方だったが、藤が来なくなってからガクッと摂取量が減ってる」

「藤先輩となら、食べたんすか？」

「まぁな。一年近くかかって、ようやく藤のことを信頼し始めたとこだったんだが……。藤も、海上保安庁の研究機関に就職が決まったから、先月末でこのお役目も御免になった。それもあって、お前に声を掛けたのさ」

「藤先輩の後任、って意味もあったんすね」

「んー、後任というふうには俺は思ってない。お前はお前のやり方で、自由に人魚と関わってやって欲しいからな。ま、取り敢えず紹介しよう。ちなみに人魚の名は、スイだ」

「スイ？」

「そう名乗ったわけじゃないけどな、姿形がこう……青い睡蓮をイメージさせるような美しさなんだ。だから、スイ」

「青い睡蓮……」

「青い睡蓮は『海の薔薇』とも呼ばれてる。ピッタリだと思わんか」

　そう言いつつ、教授は鉄の扉を押し開いた。今まで薄暗い場所にいたものだから、突如として目を刺す眩い陽光に、俺は思わず目を細める。

「よ、スイ。機嫌はどうだ」

　ちょっとびっくりするほどの気軽さで、教授は彼に声を掛けた。
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　目に飛び込んで来たのは、透き通る碧あお。

　想像よりも遥かに妖艶で美しいその姿に俺は我を忘れ、一瞬にして五感の全てを支配された。

　人魚は、水槽の片隅に人工的に作られた砂浜の上に横座りして、俯いていた。儚さを漂わせる華奢な身体つきは、確かに人間の年齢にして十五、六歳といったところだろう。

　その姿は、まさに薄青色の花弁を優雅に広げる睡蓮そのもの。

　瑠璃色の艶やかな尾びれをゆるゆると動かして、波打ち際に寄せてくる波と戯れる姿には、船乗りを惑わせ命を奪うという伝承を裏付けるかのような、蠱惑的な美しさがあった。

　風に洗われる黒髪は、陽の光に透けるとサファイア色に見え、何とも言えず不思議な色合いに染まる。それは緩やかにうねって白い肌を恥じらうように胸のあたりを覆い隠し、先端からぽたぽたと小さな雫を滴らせている。白い肌を飾る玉となった水滴はきらきらときらめき、その姿をより幻想的に見せていた。

「スイ、今日はお前に会わせたい奴がいてな、連れてきたんだ」

　教授の声に反応して、伏せられていたまつ毛がぴくりと動く。

　ゆっくりと持ち上がったまぶた。長いまつ毛に縁取られた大きなその瞳の色は、尾びれや髪の毛の色と比べて数段明るい空色だ。宝石で例えるなら、それは澄んだアクアマリン。

　碧が溶け込む髪の色は夜の海、鮮やかな瑠璃の尾びれは昼の海、そして澄んだ瞳は空の青。

　海と空に愛されている証を示すような、気高い美しさ。こんなにも美しいものが、この世に存在するなんて……。

　俺は、想像以上に美しい人魚の姿に目を奪われ、呼吸をすることすら忘れていた。

　もし今、俺が船を操舵する立場の人間であったとしたらどうだろう。舵を取ることも、いや、船そのものの存在を忘れて、俺はこの美しい生物に魅入るだろう。もしこの美しい生物が妖しく微笑みかけてくれたなら、おそらく吸い寄せられるように海に飛び込み、生命を賭してでもその笑みを我が物にしたいと願うだろう。その果てに生命を奪われたとしても、奪われたことにすら気付かぬほどに魅了されて——

　俺がそんな妄想に囚われてぼんやりしていると、スイは築地教授の背後に居る俺に気がついたらしい。小さく目を瞬いて、そこにだけ紅を落としたかのような淡い桃色の唇を動かし、少し掠れた声でこう言った。

「……だれ」

「新しいお前の友人だ。佐木青海っていうんだ。仲良くしてやってくれな」

「……」

「ほれ、お前も何とか言え」

　どん、と背中を押されて、俺はふらふらと築地教授の前へ踊り出た。一気に人魚との距離が縮まったために、俺は更に緊張して、あわあわと唇だけを虚しく動かすという無様な格好を晒してしまう。

　俺をじっと上目遣いに見上げるアクアマリン色の大きな目が、ほんの一メートルほどの距離できらめいている。

　——……マジで、すんげぇ綺麗……。えと、オス……だよな？　ってことは同性だよな？　自己紹介って何言ったらいいんだっけ……ああそうだ、初対面だし、親しみやすさをアピールしたいとこだよな。……ん？　人魚と親しむってどうやんの？　……あ、魚！　俺こいつのご飯持ってきたんだ！　それで何とか話を……！

　俺は手にしていた発泡スチロールの箱を開け、小ぶりながらも艶やかなサンマを見せつつ、スイのそばに跪いた。そして、第一声。

「さ、サンマ……オイシイサンマ、タベル!?　ウマイサンマ！」

「……」

　色んな意味でテンションが上がりすぎたせいでパニクってしまった俺は、片言の日本語でそんなことを口走った。

　無造作に額を覆う前髪の下で、人魚の柳眉がぴくりと動いた。

　築地教授のため息、そして束の間の沈黙。

「……あ」

　人魚が手を伸ばして、箱の中のサンマに触れた。白魚のように細く頼りない指で掴まれたサンマが、強引に俺の口の中へ捻じ込まれている。

「ふぐっ……!?」

　——な、な、生臭い!!　ぬるぬるして気持ち悪っ……!!　

　生のサンマを口に突っ込まれるなんて初めての経験だ。あぁこの人魚は、こんな気分にりながらサンマを食べていたのか……と共感しつつも、まさかの行動に混乱せずにはいられない。

　すると、人魚のスイは不機嫌そうにアクアマリン色の目を細め、流暢な日本語でこう言い捨てたのだった。

「ばかにしてんの？　そんなに食いたきゃお前が食えよ」






　日本語、オジョウズデスネ……。
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　次の日、俺はウエットスーツと足ひれを持ってスイの元へ行くことにした。水槽の中で一緒に泳げば、ちょっとは仲良くなれるのではと踏んだのだ。

　午前中の講義を終え、俺はいそいそと荷物を片付けＫ棟へと走った。背中で揺れるリュックサックと潜水グッズ。あんな扱いをされた割に、俺の足取りはいつになく軽い。

　そう、俺は単純に、スイという人魚と出会えたことを喜んでいる。性格は気難しそうだし、人間に対する警戒心は強そうだし、仲良くなるにはかなり時間がかかりそうだけど。

　昨日俺の口にサンマを捩じ込んだ後、スイはさっさと水槽の中へと戻っていってしまい、それきり浮上してくることはなかった。諦めきれず、階下へ降りて水槽の中を覗いていると、優雅に水中を泳ぎまわるスイの姿を見ることが出来た。

　陽の光が溶け込む淡いブルーの水槽の中、力強くゆったりとしたストロークで水を掻く、瑠璃色の尻尾。そしてその先にある尾びれは、シフォン素材のように透き通っていた。まるで薄衣うすぎぬの羽衣はごろもを纏って、夜空を浮遊する天女ようだ……なんて、研究者にあるまじきロマンティックなことを連想させられるほど、スイの泳ぐ姿は美しく、幻想的だった。

　しかし、ガラスにべったり貼り付いて自分のことをガン見している俺の存在に気づいたスイは、眉を寄せて露骨に嫌な顔をすると、さっさと岩場の向こうへと隠れてしまい、それっきり姿を見せなかった。

「一応、身を隠せるスペースを作ったんだ。見られっぱなしじゃ、ストレス溜まるからな」

と、淡々と語る築地教授の顔に若干の落胆が見て取れたのは……うん、気のせいだ。気のせいに違いない。だって、いきなり人魚と上手くやれる人間がどこにいるというのだ。そんな奴はどこにもいない。

　当初は常に大河内教授や衣緒准教授、または築地教授や藤先輩が交代で二十四時間詰めていたらしいのだが、人がいる時ほどスイの機嫌は悪く、自傷行為も目立っていたらしい。そのため、普段はモニターでの観察が基本で、この研究室はほとんど無人なのだという。

　大河内教授が居るときは特にひどかったようで、激突防止ネットなんかお構いなしに、ものすごいスピードで水槽の中をぐるぐる回って加速をつけ、水中に作られた岩場やネット越しの水槽に体当たりを繰り返し、怪我が絶えなかった。

　そしてその治療ため、衣緒准教授が麻酔入りの注射器を持って水槽へ潜ってみれば、さらなる乱闘が繰り広げられる。そしてさらに傷が悪化するという悪循環だったらしい。そして荒ぶるスイを宥めるのが藤先輩の役割、といったローテーションになっていたのだとか。

　そんなことがあって以来、なるべく水槽の周りは無人で通すようにしてある。しかし、二週間に一度は大河内教授と衣緒准教授はここへ来て、嫌がるスイの身体を調べ尽くす。次回はその場面にも、俺は立ち会わねばならないらしい。それは少し、気が重い。

「よ。スイ、昼飯食ったか」

　タラップを上って水槽の上へとやって来た俺は、人工的な波が寄せては返す白い砂浜で、ウエットスーツに着替えるべく服を脱ぎ始めた。この波は、水槽内に海水を循環させることによって生み出される作り物の波だ。

　スイは昼間、そこで毛づくろいならぬ身づくろい（藻を取る）をしながら、開閉式屋根に切り取られた空を見上げていることが多いのだが、今日は水の中らしい。

「スーイー！　どこだー？」

「……うるさいな。え……なんでぬいでるの」

　ぬっと、波間からスイが目だけを覗かせた。……不気味だ。

　鼻から下は水の中だし、艶やかな黒髪はぺったりとワカメのように顔に張り付いているし、明らかに俺の行動を訝しんでるジト目だし、口は水の中だから喋るとブクブク泡が出てくる……こうしていると、人魚というよりも妖怪っぽい。

「一緒に泳ぎたくってさ。お前泳ぐのすげぇ速いじゃん、競争しようかと思って」

「……？　なに言ってんの？　ばかなの？」

「……あのさ、どこでそんな言葉覚えたんだよ」

「これくらい、しゃべれる。僕らはむかしから、この国のそばに住んでたから」

「僕ら？　仲間がいるのか？」

「いた。でも、僕がつかまっちゃったから……たぶんもう、ここらへんにはいない」

「そう、か……」

　スイはちゃぷんと音を立てて、また水の中へと潜っていってしまった。

「……なぁ、そもそもさ、なんでボートになんかぶつかったわけ？　そんなヘマしそうには見えねーんだけど」

　水面に向かって大声でそう語り掛けると、スイは再びぬっと顔だけ突き出して、不貞腐れたように言った。

「迷いイルカを広いとこに連れてこうと思ったんだ。ここらへんはせまいし、人が多くてあぶないから」

「へぇ……そんなこともすんのか」

「お前らのせいだ。へたくそな動きをして、僕のじゃまをしたからこんなことになったんだ」

「す、すまん……」

　それは藤先輩に言って欲しい。あの人はうっかり屋なところがあるから、よほどトリッキーな動きをしたんだろう。

「それに、お前らが、へんな音をだす船を浮かばせるから、イルカたちが迷子になったんだ。いいめいわくだ」

「う。それは、ごめん……」

「人間なんか大きらいだ。どいつもこいつも、自分のことばかりかんがえて、好きかってに海をけがすんだもの」

「そ、そんなことねーよ！　俺たちは海が好きだし、大事にしながら研究して……」

「そういうところが、すごくきらい」

　そう言い残し、スイはまた水の中へと消えていった。

「あ、おい！　話を聞いてくれよ！」

　パンツ一枚になったところでスイが水の中へ消えていってしまったものだから、俺は焦った。しかも「人間は嫌い」だなんてきっぱりと言われた後でだ。放っておけるはずがない。

「スイ！　スイってば！」

　俺は即座に、グレーのボクサーブリーフ一枚という間抜けな姿で、スイを追って水の中へ飛び込んだ。どうせここに人間はいない。俺がパンツ一枚でダイビングしようがフルチンで水泳をしようが、文句を言うやつは一人もいない。

　普段はウエットスーツの下に海パンを着用するのだが、あんなことを言われた後で、呑気にパンツを履き替えてウエットスーツを着こむような心の余裕など、あいにく俺は持ち合わせていなかった。すぐさまスイを追いかけて、俺が抱く海への情熱を伝えたかった。

　しかし飛び込んだ途端、突き刺すように冷たい水で、身体中の筋肉に緊張が走るのが分かった。綺麗に整えられた水槽だからと思って油断したが、ここに入っている水は全て、海から引き込み浄化しただけの海水だ。プールの水とは違う。

　四月の海水温は約十五度前後。春先とはいえ、まだまだ海の水は凍てつくように冷たい。素っ裸で潜るにはあまりに無謀な温度だ。

　ウエットスーツもなしで、しかも準備運動もなしで飛び込んだのが大間違いだと気づいた時には遅かった。身体は強張り、水を蹴って浮上しようとした拍子にぴきんと両脚が攣つった。急激に体温を奪っていく冷たい海水、凍りつく身体、両足の痙攣。俺は久方ぶりに、水の中で前後不覚になることへの恐怖を思い出していた。

　——やべぇ……！

　幼い頃に溺れた記憶が、まざまざと思い出される。とっくに克服したと思っていたそれは、紛れも無く俺の中に巣食っていたらしい。

　俺が腕だけで必死に水を掻こうがもがこうが、硬直した筋肉は重みを増す一方で、身体は深い水槽の底へ底へと沈んでいくばかり。

　しかしその時、俺は再び、不思議な体験をした。

　——ほんと、ばかなの？　なにやってんだか……

　スイの声が、直接頭に響いてきたのだ。悠々と俺のすぐそばに泳いで来たスイは、ふわふわと長い髪をたなびかせながら、もがもが藻掻いている俺を小馬鹿にしたように見つめて肩をすくめた。そして、すっと脇の下に手を差し込んでくる。

　その後、俺は一瞬にして水上へ出ていた。

　背後で力強く躍動するのは、スイの尻尾のつるりとした感触。そして俺の身体を引く、スイの小さな手の感触。それは想像以上に頼もしく、そしてくすぐったく、俺の五感をざわざわと騒がせた。

「……ほんと、なにやってんの」

「げほっ、が、はっ……！　……はぁっ、はぁっ……」

「ばかだな」

　と言いつつも、スイはいつぞや俺を助けてくれた人魚と同じように、咳込む俺の背中をさすってくれた。水棲生物だというのに、スイの手は思ったよりも温かい。何かの文献で、『人魚は体温が低いから人とは触れ合えない』という文言を見たことがあったけれど、あれは間違いだったのかもしれない。

　俺の身体が冷え切っているからかもしれないが、スイの皮膚は人とさほど変わらない程度の温もりがあるように感じた。

　——それより、頭の中に直接響いた声……あれは、何？

「あ、あり、ありがと……。水の中で、スイの声、聞こえた……ごほっ」

「僕ら、水の中では声を出さなくても話ができる。お前は人間のくせに、聞こえたの？」

「聞こえた……、聞こえたよ」

「イルカたちともそうやって話すんだよ。……なんで聞こえたんだろ」

　呼吸が落ち着いてきたから、俺は砂浜に腰を下ろして後ろ手をつき、波打ち際に横座りしているスイを見つめた。水中にいるスイも綺麗だったけれど、こうして濡れた肌や髪を露わにしているスイも、ものすごく綺麗だ。

　ふと、顔を上げたスイのアクアマリン色の大きな瞳が、じっと俺の顔を捉えた。しげしげと物珍しいものを観察するような目つきで。

「……お前、あんまりくさくないな」

「は？　……はい？　くさい？」

「僕は人間のにおいがきらいだ。でも……お前は」

「う、うわっ……ちょっ、」

　スイは腕の力で砂浜の上がってくると、へたり込んでいる俺に近づいてきた。そして、力なく開いていた俺の脚の間にずずいと身体を割りこませて顔を近づけると、すんすんと俺の肩口に鼻先を寄せて匂いを嗅ぎ始めた。

　あまりに突然の急接近に、俺はたじたじになって硬直した。ぽたぽたと前髪の先から水を滴らせるスイの顔が間近にあり、つんと尖った鼻先がすぐそこに……。

「海のにおい。……いいにおい」

「え、えっ」

「へんなの……いいにおい」

「……あ、ぁっ」

　スイの鼻先が、首筋に触れた。つるんとしていて、ひんやりとした感触にぞくぞくする。

　すぐ真下にあるスイの黒髪。艶めいた白い肌。伏せられた長い睫毛、その先端にきらめく水滴。そして身体の奥深くを刺激する、甘い匂い。涼やかな海の匂いと入り混じった甘い蜜のような匂いが、微かに香る。

　内腿に触れるスイの滑らかな尻尾の感触は官能的で、あいも変わらず、すんすん俺の匂いを楽しんでいるかのようなスイの行動が可愛くて、そしてその香りがあまりに芳しくて……俺はようやく、自分がひどく興奮していることに気がついた。何故なら……。

　——やべ、勃ってる……。

　海パンやウェットスーツならば隠せたかもしれないが、ただの、しかもびしょ濡れの頼りないボクサーブリーフでは、あそこの盛り上がりは隠しきれない。スイに気付かれたらもっと嫌われてしまう……!!　

　俺は危機感を覚えて、そのまま後退しようと試みた。しかし。

「ひ、ひぃっ……」

　ぺろ、とスイが俺の首筋を舐めた。ぬるりとした温かい舌先の感触で、俺はぶるりと震え上がった。それは紛れも無い快感でしかなく、さっきから勃ちっぱなしの俺のペニスが更に嵩を増し……。

「ちょ、あの、そういうのはちょっと……!!」

「うあっ……」

　戸惑いと興奮で若干涙目になりながらスイを遠ざけようと腕を突っ張った途端、俺はバランスを崩してそのまま後ろにひっくり返ってしまった。そのまま俺の上に倒れこむ格好になったスイの体重を受け止めながら、俺は人工の砂浜に転がった。そして、真上にあるスイの美しい顔を呆然と見上げる。

　腹の上に乗っかっているスイの体重は、およそ五十キロ前後というところか。前に付き合っていた女の体重とそう変わらないから、大体そんなもんだろう。今俺が太ももに挟み込んでいる尻尾の長さは、上半身より少し長いが大体同じ長さ。これを脚とするならば、スイの身長は約百六十センチほど——

　俺はパニックを抑えるために、敢えてスイの身体計測に全力を注いだ。しかしスイは動じるでもなく俺をじっと見下ろして、ぺろりと赤い舌を覗かせて自分の唇を舐めている。チラリと見えた白い歯は、人間とは比べ物にならないほど尖っていることに、俺は気付いた。

　——食われるのか!?　え、こいつ肉食なのか……!?　あ、でもサンマ食ってたし、肉食か……。

　すると、スイはふと眉を寄せて、じわじわと視線を下に下げる。そして、露骨に嫌な顔をした。どうやら勃起しているのがバレたらしい。

「……なにこれ」

「え、えと」

「なんか、かたい」

「あっ……これは!!　ぅ、あっ……」

　もぞ、と腹の上で身動ぎするスイの腹にペニスが擦れて、俺は気の抜けた悲鳴をあげてしまった。スイはあからさまに渋い顔をすると、俺の胸に腕を突っ張って身体を離し、見事に布地を盛り上げている俺の下半身を見下ろした。そして、再び生ぬるいジト目になる。

「……お前、きもちわるいな」

「お、お前ががくっついてきたり匂い嗅いだりぺろぺろしてくるからこんなことになったんだろ！」

「は？　あんなの挨拶だし！　フジにもしたけどこんなことにはなんなかったし！」

「そ、それはその、俺は今溺れそうになってたから！　変に身体が過敏っていうか!!」

「きもちわるっ！　どけよ、はなせ!!」

「上に乗っかってんのはおめーだろうが！　降りたきゃ降りろよこのエロ人魚!!」

「ううううー!!」

　『エロ人魚』という悪態の意味が伝わったのかどうかは分からないが、スイは白い顔を紅潮させて怒ってしまった。しかし、ふくれっ面をして子どもみたいにうなり声を上げているスイの表情は新鮮で、しかもとても可愛い。これまでの冷えきったイメージからはかけ離れた表情の豊かさに触れた喜びも相まって、俺はついつい笑ってしまった。

「ははははっ、何だお前、怒ってんの？」

「なんなんだよお前！　ばか！　へんたい!!」

「え、そんな言葉まで知ってんの？」

「知ってちゃ悪いかへんたいへんたい!!」

「うるせー！　変態変態言うなよ！」

「ふんっ」

　スイはぷいとそっぽを向き、ツルンと身体をくねらせて俺の上からどいた。そしてそのままざぶんと水の中へと身を翻し、姿を消してしまった。

「……ったく、何なんだよ……」

　ブツクサ文句を言いながら服を着込んでいると、再び波間から、ヌッとスイが顔だけ出した。同時に、ゴンゴンと何かが俺目掛けて飛んでくる。

「どっかいけばーか!!」

「うお！　いてっ!!　何すんだ、うわっ！」

「もうにどと来るな!!　へんたい!!」

　ぼこぼこと身体にぶつかってくるのは、俺の掌大はあろうかというヒトデだった。

　ヒトデって結構硬いんだよね。

    
        第三章　発情期


　その日の夕方、俺は築地教授の研究室を訪れた。

　普段と同様ノックもせずにドアを開けてみて初めて、研究室に客人が訪れていることに気がついた。

「あ、藤先輩！　お久しぶりです！」

「や、佐木。元気そうだね」

「元気じゃないっすよ、もう……」

　俺はドアの脇に畳んであったパイプ椅子を勝手に持ってくると、築地教授と向かい合っている藤先輩の隣にどっかりと腰を下ろした。築地教授は別段文句を言うでもなく、ずずっとコーヒーを啜って俺たち二人を眺めている。今日も真っ赤なタンクトップが眩しい。

　藤先輩は優しげな笑顔を絶やさない、人当たりのいい先輩だ。おっとりしていて面倒見が良く、しかも聞き上手。男女問わず同輩後輩たちから慕われている。

　外見も、海に関わる仕事をしているとは思えないほどの優男だ。どちらかというと、中性的かつ文学的な容姿をしている。

　潜水部の先輩だったため裸も見慣れているのだが、藤先輩は脱いでもスゴイ。ぱっと見は華奢だが、脱ぐと結構締まった身体をしているし、健康的に日焼けした肌は小麦色だ。中学高校は水泳部、そして大学では潜水部という経歴が、この人の身体を見た目よりずっと逞しいものへと仕上げているらしい。

　どうやってもサラサラにしかならない髪の毛質が悩みだと言っていた先輩は、学生時代は常に肩につく程度に髪を伸ばして、いつもうなじの上あたりでひとつくくりをしていた。

　小麦色のうなじを晒す後ろ姿は、男の俺から見ても結構セクシーで、実際「誰それ（男）が藤先輩を狙っている」という噂は常に絶えなかったものである。

　本気で危ない目にもあった経験もあるらしく、先輩は着替えの時必ず背後を気にしていた——というのは嘘のような本当の話。

　しかし今は、海上保安庁の研究職に就いているということもあり、すっきりとした短髪になっている。明るい鳶色をした髪の毛は相変わらずサラサラで、いかにも育ちのいい坊っちゃんという雰囲気が漂う人だが家庭は複雑で、裕福な暮らしとは程遠い暮らしぶりだった——という話を聞いたことがある。

「スイと仲良くしてる？」

「いいえ、喧嘩しました。仲良くなれませんでした」

「へっ……あっははは！　いきなり喧嘩!?　何でまた」

「あいつ、ツンツンしてたくせに、いきなりくっついてきて匂い嗅いだり舐めてきたりして……それでちょっと、びっくりして……その……」

　勃起しました、とは言いにくいからお茶を濁して、俺はここまでの経過をかいつまんで先輩に伝えた。すると藤先輩はまた軽やかに笑い声を立てると、うんうんと頷いてこんなことを言う。

「気に入られたんだよ。気を許せると思った相手の匂いを嗅ぐのは、どうも彼らの習性らしい。ほら、犬もそんなことするじゃない？　お尻の匂いを嗅ぎ合ってお互いのことを知り合うだろ？　そんな感じなんじゃないかな」

「犬……」

　犬と人魚を一括り。さすが藤先輩、おおらかというか何というか。

「僕は舐められるところまではいかなかったけどなぁ。すごいじゃん、佐木」

「いや……どうなんだろ」

　なんだ、先輩のことは舐めてないんじゃないかと思いつつ、俺はふと、ちょっとだけそれを嬉しく感じた。そう思ってから、「何でだよ！」と内心ツッコむ。

「口は悪いしヒトデとか投げつけてくるし、とんでもない性悪ですよ。先輩、よく我慢出来ましたね」

「んー、まぁ。こんな体験滅多にできることじゃないし、スイはきれいだから何となく許せるというか」

「まぁ、それは分からなくはないですけど」

「でも、僕はそこまでされたことはなかったな～。僕、表面上はにこにこしてても、内心結構ビクついてたから、向こうにも遠慮があったと思うし。あの子、結構カンが鋭いだろ？」

「まぁ、確かに。あ！　今日、変な経験したんです。水の中で、あいつの思考がダイレクトに脳に届くって感じの」

「ほう、テレパシーか」

　そこでようやく、築地教授が口を開いた。

「ちょっと科学とは離れるが、水ってのは”念”みたいなもんを伝播させやすい媒体だと言われてる。ほれ、幽霊なんかもよく水辺に出るだろ？　そんな感じだ」

「いや幽霊とか言われても」

　いかにも眉唾な意見が築地教授の口から飛び出してきたことに驚いて、俺は思わず抗議めいた声を上げた。しかし、藤先輩はさもありなんという様子で頷いている。

「それはあるかもしれませんね。イルカやクジラたちが音波だけじゃなくテレパシーで意志を伝え合うのではないか、っていう仮説を大真面目に検証しようとしている研究者もいたくらいだし」

「それにスイは人魚だ。あいつらどっちかってーと妖怪っぽい生き物だから、それくらいのこと簡単に出来そうだな」

「……はぁ、そんなもんっすかね」

　結構すごい体験をしたつもりだったのだが。この二人は、さほど驚くでもなくそんなことを言い始めた。　

　てか妖怪って。まぁ俺もちょっと思ったけど。スイが聞いたら怒るんだろうな……俺がそんなことを考えている間も、二人は熱心に議論を続けている。

「確かに生物というよりも、霊的な存在に近い感じがしますよね。神聖で清らかというか……」

「霊的ってほどきれいな感じじゃないだろ。妖怪だ妖怪」

「そうですか？　僕は妖怪も、充分霊的な存在だと思いますけど」

「いやいや、妖怪と精霊はまた別だろ。それに、日本では人魚ってのは立派に妖怪扱いだったんだぞ。津波を呼び、人間を惑わせ生肝を食らうっていうな」

「ちょっと、ちょっと待ってくださいよ。話の意味が分かんないです」

　昔からこうだ。この二人は、周りを置いてけぼりにしてどんどん議論を展開させていってしまう癖があるのだ。

「あ、ごめんごめん。僕はスイと泳いだことあったけど、そんな経験なかったなぁ。ただスイが語りかけてくれなかっただけなのか、それとも僕に受容器がなかったということなのか……」

「俺にはそれがあるってことっすか？」

「そいやお前、昔人魚に助けてもらったことあったろ。そん時もそんな経験したんじゃなかったのか？」

「あぁ……そういえば」

　そう言えば、溺れているのに人魚の声が聞こえたなんておかしい。

　でも俺は確かに、あの時人魚の声を聞いたはずだ。危険を知らせる、人魚の声を。

　あの時のことを思い出し、俺はしばらく押し黙っていた。その間も二人はなんやかんやと議論していたけれど、それはまるで俺の耳には入ってこなかった。

　そういえば、スイとあの人魚は知り合いなのだろうか。今度会いに行くときは、この話題を振ってスイの様子を見てみよう——

　会話の糸口が見つかって、多少士気が上がってきたところで、教授がほじほじと耳をほじりながらこんなことを言ってきた。

「まーあれだ。佐木くんさ、きっと前世は魚類かなんかだろ」

「え？　そんな結論？」

「それにほれ、そんなこと大河内教授に伝わってみろ。スイの脳波を取るだのなんだのってまたうるせーから、黙っとけよ。お前もそのテレパシーの正体を科学的に解明したいっていうんなら、話は別だが」

「いえ……そこまでは考えてなかったすけど」

　築地教授は一貫して、スイの生態解明についてはあまり積極的ではないようだ。

　俺の不満足が伝わったのか、藤先輩は優しく俺の肩を叩いて、「僕ももう少し考えてみるよ」と言ってくれた。

「それより、そろそろ発情期が近い気がするんだよね。しばらくはそっとしておいた方がいいかもしれないよ」

「え？　あぁ、発情期……。近寄ったら何かされるんですか？」

「すっごくイライラしてたりしてたなぁ。それに、発情期にスイのそばにいると……なんかこっちまで、変な気分になっちゃうんだよね」

「へ、変な気分って？」

　藤先輩は言いにくそうに口ごもり、ちょっとだけ頬を染めて、俯きがちにこんなことを言った。

「すごく甘くて、良い香りがするんだ。それを嗅ぐと……なんか、いやらしい気分になってきて、変な妄想をしてしまう。だから、僕は観察は自粛してた。就職も決まってたし、妙な問題を起こしでも困るからね」

「い、いやらしい気分……」

　あのスイの香り。甘くて芳醇な、誘われるような芳香。あれは、発情期が近いというサインだったのだろうか。確かに、ぐっとそそられる香りではあった。実際に勃起してしまうほどだったし。

「衣緒先生は進んで観察に行っていたけどね。スイはあの人が嫌いだから、出てこなかったと言っていたけど……」

「そうなんすか。……じゃあ俺も近づかない方がいいのかな」

「まぁ、また追い返されるの覚悟で行ってみろよ。お前にはまた違う反応を見せるかもしれんし」

と、教授は軽い口調でそんなことを言う。発情してイライラしてる性悪の肉食人魚に進んで近づきたいとは思わなかったけれど、俺を救ったあの人魚のことを知っているかということは、早く聞いてみたかった。

　それくらいなら大丈夫だろうと高を括った俺は、明日もスイに会いに行こうと心に決めた。






　　　　＋






　翌日は、講義がみっちり詰まっている日だった上に、この島に一件だけあるコンビニのアルバイトを休むことが出来なかった。なのでスイのところへ向かう頃には、もうすっかり夜が更けていた。

　築地教授の計らいで、俺はＫ棟への出入りが二十四時間認められることとなった。しかしさすがに正々堂々正面入口から入るわけにはいかないため、渡されているのは裏口の鍵だ。

　Ｋ棟は大学の敷地の一番端にあり、スイのいる水槽は半ば海にせり出すような形で造られている。建物の裏口の脇には巨大なポンプが設置されていて、そこから巨大水槽の中へ常に海水を循環させているという仕組みだ。

　ゴゥンゴゥンとと低い唸りを上げながら、海水を吸い上げ水槽へと送るという仕事に勤しんでいるポンプの横をすり抜けて裏口の鍵を開け、Ｋ棟へ入り込む。

　俺がここの鍵を持っているということは大河内教授には秘密らしい。しかし一応、大河内教授と衣緒准教授も、俺が藤先輩の後釜に収まったことは承知している。

　裏口を開けると、モニタールームに出る。

　縦に五つ横に八つ並んだモニター画面は、ざらざらとノイズの混じった淡い緑色に染まっている。水槽の中には照明を設置していないはずだから、これは暗視カメラの映像だろう。夜闇の中でまでしっかり監視されているスイの不自由さを目の当たりにして、俺の中にあった大河内教授への反感が、また少し大きくなった。

　一応モニター画面を確認するも、スイの泳ぐ姿も眠る姿も見当たらない。カメラは水槽の中だけに設置されているようで、水槽の上部に作られた砂浜の映像はどこにもなかった。

　となると、スイはまた砂浜へ出ているのだろう。俺はモニター画面を見比べながら手早くウエットスーツに着替え、今日こそはと、入念な柔軟体操で身体をほぐした。

　そして重たい鉄の扉を開けると、開閉式屋根に切り取られた夜空の下に出る。足元には、長方形にくり抜かれた海が横たわり、海水を循環させることで起きる波が、静かに寄せては返していた。

　ドアから数メートル進むと、海砂を敷き詰めた人工の砂浜が横たわる。そこは照明もなく、真っ暗な闇だ。切り取られた夜空に浮かぶ星々の頼りない灯りだけが、俺の足元をうっすらと浮かび上がらせていた。

「……っ、う……っ」

　ふと、水辺のほうから微かなうめき声のようなものが聞こえてきた。悶え苦しむような、切なげな声だ。これはスイの声……？

「スイ……？　そこにいるのか？」

「……っ！」

　スイが息を飲む気配がした。そして、微かに砂を擦るような音も。ようやく暗がりに目が慣れてきて、スイが波打ち際に蹲っていることに、俺は気付いた。

「……来るな」

「え？　どうしたんだ？　どっか痛いのか？」

「来るなよ!!」

　来るなと言われたものの、あまりにも切羽詰まった叫び声に異常を察した俺は、思わず駆け出していた。

「……っ、はぁっ……はぁっ……くる、な、見るな……！」

「ど、どうしたんだよお前！　苦しいのか!?」

「や、や……見るなぁっ……っ!!」

　すぐに身を翻して水中に潜ろうとしたスイの腕を、俺は素早く掴んで引き寄せた。

　触れたスイの肌はひどく熱く、呼吸も荒く、汗なのか海水なのか……その肌はしっとりと濡れている。その艶っぽい感触に刺激されてか、俺の心臓はどくんと大きく跳ね上がった。

　不意に雲が切れ、南中した満月から注がれる月明かりが、スイの姿を煌々と照らし出す。

「……はぁっ……はぁっ、さわ、るな……っ」

「スイ……お前」

　——発情期。

　その言葉が脳裏に閃く。

　スイの身体から発せられる甘い香りをもろに吸い込んだ俺は、ガツンと頭を殴られたかのような衝撃を受けた。

　じわじわと身体に浸透していくスイの香り、頬を火照らせこちらを苦しげに見つめる潤んだ瞳、小ぶりな赤い唇から漏れるため息……そのすべてに、俺の理性の全てが奪われてゆく。

　人間である上半身と魚である下半身の境目は、ちょうど臍へその下あたりで緩やかなＶ字を描いているのだが、その下半身にはっきりと、雄の証明であるペニスが鎌首をもたげていた。

「スイ……お前、発情してるの……か？」

「や、やだ、離せ、はなせよぉ……！」

「苦しそうだ……、何で」

「……ひぁっ……！」

　手を伸ばし、スイのもう片方の腕に手を掛けようとしたとき、俺の指がスイの上腕に触れた。それだけで、スイは甘ったるい嬌声を上げ、身悶えている。

　——……か、感じてる、のか？　これだけで？

「……や、やめ、て……」

「スイ……苦しいなら、手伝ってやるから」

「ふぁ……ぁっ……！」

「楽になるから、な……？」

　俺は身を捩るスイを半ば強引に砂浜に横たえた。いや、押し倒したという方が正確かもしれない。

　きらきらと水滴をまとって砂浜に広がる黒髪は、不思議なことに、昼間よりも鮮やかなサファイア色にきらめいていた。あたかも月光を吸って冷たく光り輝いているような……それはぞっとするほど、美しい碧色だ。

　そしてその下には、アクアマリン色のつぶらな瞳。怯えたような、それでいて甘えているようなとろんとした目つきで俺を見上げ、スイは熱っぽい溜め息を一つ零した。

「や、や……っ！」

「怖くない。大丈夫だから……」

　いやいやをするように首を振るスイの手首をひと纏めにして砂浜に押し付け、俺は右手を伸ばしてスイの屹立に触れた。

　スイの下腹部には浅い割れ目があり、そこからにょっきりとペニスが勃ち上がっている。スイのそれは、俺の無骨な掌で愛撫するには多少頼りない、ほっそりとした形状をしている。人間のものと異なるところがあるかと言われれば、陰嚢が……いわゆる玉の部分が目に見える場所にないということだろうか。

　そしてそのすぐ下には、粘性のある液体を帯びて艶やかに光る肛門アナルが見える。

「やだ、やだ……そんなとこ、さわるな……」

「すぐ楽になる。ほら、平気だろ？」

「ん、ん……さわったら、ぁ……ぁあ、あ……!!」

　しなやかで美しいスイの全てを見たくてたまらず、俺は身を乗り出した。

　口では優しげなことを言っているけれど、はっきりとした自覚がある俺はこの香りにやられている。煽られている。誘われているのだ……と。

　波打ち際で、スイの尾びれが暴れている。ばしゃばしゃと海水を跳ね上げるが、スイの身体は俺の愛撫から逃れようとはしていない。時折顔に降り注ぐ海水の飛沫が、スイの白い腹に美しい玉を乗せてきらめき、とろとろとした先走りのような体液が、スイの性器をうるりとぬめらせ、俺の手の動きを滑らかにする。

　淫靡な音が高まるにつれ、俺自身の身体も昂りを増す。意識までもが、恍惚に痺れていく。

　月夜の明かりの下で身をくねらせているスイのペニスは、誰にも触れられたことがないかのように無垢で初々しく、清らかだ。それを今、俺はこの手で……。

「ぁ、あ、ああ……や、やだ、あっ……！」

「力抜いて……な？　痛いことなんか、何にもないから」

「っあ、や、こんな……」

「スイ、かわいい……すっげぇ、エロい顔してる」

「あ、あ、いや、いやだよぉ……！」

「我慢しないでいいから。ほら、イけよ」

「あぁ、あ、んんっ……ぅっ……!!」

　迸る白濁が、スイの腹を白く濡らす。

　とろんとした液体の粘度も、人間のそれとさほど変わらないように見えた。俺はそれを確かめたくて、スイの精液を指で掬い上げ、そっと口に含んでみる。……それは、科学者として人魚の生態を確認するための行為なのか、それともただ単に、スイの体液を味わいたかっただけなのか——

　ただ驚くことに、スイの精液は、人間のものとは比べ物にならないほど甘く、舌で蕩けて淡く消えてゆく。たとえようがないほどに、美味なものだった。

「……はぁっ、はぁ……っ、はっ……」

「スイ……」

「や、もう……やめて……いや、やめて……」

「嘘だろ。嘘だ。こんなに……俺を誘ってるのに」

　——俺は何を言っているんだろう。何をしているんだろう。

　冷静さを保っている脳の一部が、俺の行動を制止しようと信号を送ってくる。でも身体はそれに反して、勝手に動く。

「んっ……」

　俺は、スイにキスをしていた。

　小さな唇を丸ごと口に含んで、その全てを味わい尽くすかのように、無理矢理に歯列を割ってその先へと。

　——……甘い。何もかもが、甘い。

　甘い唾液を一心に舐め取り、スイの濡れた舌を求めてその口内に舌を這わせていると……突然、脳天を貫くようなびりりとした痛みが走った。

「っ、いっ……！」

　——えっ!?　噛まれた!?

　じわじわと口の中に、血の味が広がる。痛い。普通に痛い。

『人魚の歯はとても鋭い』ということを忘れていた。特に犬歯は、人間の比ではない……。

　俺はさっとスイの上から身を起こし、砂浜の上に正座した。すると、むくりと身体を起こしたスイは口元を拳で拭いつつ、ペッと砂浜に唾を吐いた。可愛い顔して、ガラが悪い……。

「それはこっちのせりふだよ！　いきなり、何するんだこのへんたい……！」

「だ、だって、お前が……発情してたから」

「目の前で発情してるやつがいたらなにしてもいいのかよ！　人間てのはほんとにきもちわるい生き物だな！」

「そ、それは……」

　ぐうの音も出ない。でも、でも、誘ってきたのはそっち……と言いかけて俺は口をつぐむ。

　確かに甘い匂いにやられてムラムラしたのは俺の勝手だし、スイは一応終始「いや」とか「やめて」とか言ってたわけで……。

　——悪いのは、俺か……。

　一回吐き出して多少楽になったのか、スイはいつもと変わらぬ調子で俺を睨みつけている。さっきまで勃ち上がっていたペニスも大人しくなっていて、するりと尻尾の割れ目の中へと収まっていった。……なるほど、そうして収納するわけか。

「……ごめん」

「……」

「て、てかさ……なんで砂浜こっちにいんの？」

「……それは」

　スイは口ごもりつつ、長い睫毛を伏せて俯いた。何かを恥じらうような表情は、見ているだけならばとても綺麗だし、あんなことをした後だからなのか何なのか分からないけど、いつもより……可愛く、見える。

「水が、はだにふれると……つらいから」

「え、そうなのか？」

「うん……」

　指先が触れただけでビクンと身体を震わせていたスイの姿を思い出し、俺のペニスはまた一回り大きくなった。実はさっきからずっと、スイのフェロモンにあてられてギンギンになっているのだが……運良く今日はウエットスーツを着ているから、バレてはいないはずだ。

「息もできなくなるくらい、びりびりして、つらくて、どうしようもなくなるから、ここにいる。でも、出てきてもどうしたらいいのか分からないし、自分でさわるのも……なんか、いやで」

「ふ、ふーん……。やり方とか、仲間に教えてもらわなかったのか？」

「自分がこんなになったのは、ここへきてからだったから……。でも、さわれって言われたことはある」

「え？　そうなのか？」

「そういうの、きもちわるかったから……自分のも、さわりたくない」

「そうだったのか……」

　——人魚の中にも、そういういやらしい大人がいるってことか……。

　まだ幼かったスイに、性器を扱かせて喜んでいる大人がいたってことだろう。だからスイは、雄なのに自慰行為が出来ないらしい。

「そりゃ、気持ち悪かったろうな。ごめん、俺……悪い事したな」

「……」

「仲間がいりゃ、ちゃんと教えてくれるやつもいたろうにな。いきなりあんなことして、ごめん」

「みんな……もうきっと、追いつけないところにいる。僕はもう、ここで死ぬしかないんだ」

「っ……」

　重たいため息をつき、スイは目を伏せて膝を（というか尻尾を）折りたたんで抱えた。俺が変に仲間仲間と里心の付くようなことばかり言ってしまったから、寂しくなってしまったに違いない。

　スイと出会ってから俺は、こいつに対して余計なことばかりしている気がする。怒らせたり、過去のトラウマを抉るようなことをしてみたり、こうして寂しがらせたり……。

「スイ、ごめん。本当に、ごめんな」

「……うるさい」

「ちょっとだけ、近づいてもいいか」

「来るな。へんたいのくせに」

「そういう意味で近づくんじゃねぇよ！　そんな顔してるお前を、ひとりにしておけないから……」

　スイは涙を溜めた大きな目でこちらを見ると、無言のまま再び水面に目を移した。拒絶の言葉がないということは、おそらく好きにしろという意味なのだろう。俺はそっとスイに近づき、十五センチほどの隙間を空けて腰を下ろした。尾びれを洗う海水を一緒になって見下ろしつつ、しばしふたりで沈黙していた。

「……おーみ」

「えっ？　俺の名前、覚えてたの？」

「あたりまえだろ。一回聞けばおぼえるよ」

「そっか。で、な、何？」

「お前の名前は、どんな意味なの？　ツキジが言ってた。あいつが僕につけた名前は、きれいな花の名前だって。お前のは、なに？」

「ええとな。俺は、青い海っていう意味。こんな名前だから、俺は海から離れらんねぇのかもしれねーな」

「青い、海……」

　いつの間にか、俺はしげしげと再びスイの横顔に見惚れていた。

　水気が飛んで乾き始めた髪の毛にはゆるやかなうねりがあり、その隙間から、ちょっと尖った白い耳が顔を出している。この形も恐らく、水中での抵抗を抑えるためにこうした形状になっているのだろう。

　——……耳、舐めたら、感じるのかな。

　俺はふと、そんなことを考えている自分に気がついてぎょっとした。スイの身体からは、まだほのかにあの甘い香りが漂い続けている。だから油断すると、すぐにそういう思考になってしまうのかもしれない。あの純朴そうな藤先輩ですら、スイの香りを嗅ぐと変な気分になると言っていたくらいだし……。

「……青海、いいにおい」

「え……えっ？」

「お前からはちょっとだけ、なかまと同じにおいがする」

「え？　ほんとに？」

「うん……何でだろう」

　膝（尻尾）を抱えていた腕をするりと解き、スイはちょっと身を乗り出して俺の方へ鼻先を近づけてきた。いつぞや首筋の匂いを嗅がれた時のように、スンスンと鼻をひくつかせながら。

「……それ、ぬいで」

「はい？」

「そのぶあつい皮みたいなの、ぬいで」

「は……へ？」

「その服、変なにおいだから」

「あ、あぁ、ウエットスーツを脱げってことか……えっ、脱いでどうすんの？」

「におい、もっとかぎたい」

「お、おおう……」

　——え、ええと。全部脱ぐ必要ないんだよな。上半身が出ればいいんだよな……。

　俺は首のジッパーを鳩尾の辺りまで下げると、袖を抜いて上半身を晒す。四月の夜の風はまだまだ冷たく、外気に触れた瞬間、俺の肌はぞわわと総毛立った。

　スイはじりりとまた少し距離を縮めてくると、前と同じように俺の肩口に鼻先をくっつけ、目を閉じた。

　裸の肌と肌が微かに触れ合うと、スイのつるんとした白い肌の滑らかさにはっとさせられる。まさに白磁のようなその肌は、月光を受けてなめらかに艶めいていて、思わず手を伸ばしたくなる美しさだった。

「……ぁ、だめだ……また」

「へ？」

　不意に、肩口に掛かる重みが増した。咄嗟にその体重を支えようとスイの両肩に手を触れると、スイはまたビクンと身体を震わせて、ハァ、ハァと熱っぽい呼吸をし始めた。触れている掌を伝って、じわじわと熱くなるスイの体温を感じる。その影響を受けてか、俺の心臓もどくどくと早鐘を打ち始めた。

「……また、きた……ふぅ……っん」

「え、お、俺、どうしたらいい？」

「……んっ、はぁっ……青海……」

　——ううう、そんなエロい声で俺を呼ぶなっ……！　うっかりその気になって触っちゃったら、また変態とかって俺を罵るんだろ!?

　と思いはしたものの、スイのペニスは再びサイズ感を増し、体温はぐんぐん急上昇している。俺にもたれかかって苦しげに息を吐くスイを放っておけず、俺はただただスイの肩に手を添えたままの状態で固まっていた。

　しかし、俺の下半身はそう大人しくはしていられない。ちょっとだけ落ち着きを取り戻していたはずのソレは、再び濃厚に香りだしたスイのフェロモンによってガチガチに勃起して、ウエットスーツの中に抑え込んでいると苦しいほどだ。

　触りたい、イきたい、セックスしたい……そんな妄執に囚われつつある自分の身体を理性で何とか制御しながら、俺はスイに囁いた。

「……大丈夫か？」

「ん……んんっ……青海、さわって……」

「え……いいのか？」

「青海、おねがい……さわって、くるしいから……さっきみたいに、して……」

　スイの小さな手が、俺にすがるように絡みついてくる。そんなことをされてしまうと、断れるわけがない。俺はスイの肩を抱き寄せたまま、利き手をそっとスイのペニスへと伸ばした。掌で包み込んでそれを扱いていると、俺の動きに合わせて、スイはゆらゆらと腰を揺らし始める。幼くて拙い動きだが、スイの身体は、確固たる快楽を求めて貪欲になっているように見えた。

「ん、んっ……ン……ぅ」

「上手だ、スイ」

「ん、っ……はぁ……」

　そんなところが可愛くて、何とも言えずエロティックだ。俺は無意識のうちにもう一度スイを浜の上に横たえ、断りもなく唇をキスで塞いだ。スイの唇の感触を味わうように、唇同士を重ね合わせるだけの、淡いキスを繰り返す。

「んっ……ぁふ……ぁ、んっ……」

「スイ……大丈夫」

「ぁ、あ、あ」

「我慢しなくていいから、な」

　濡れた音を立てながらスイのペニスを愛撫していると、胸元を覆っていた長い髪が、するりと滑り落ちていく。その下にあるのは、ぷっくりと淫らに膨れ上がった乳首がある。白い肌の中で、そこだけぽとんと薄紅色を落としている小さな尖り。俺は本能に導かれるままに、今度はそっちに唇を触れた。

「はぁっ……！　あぁ、ん！　なに、なにこれ……っ」

「いいから、もっと、気持よくしてやるから」

「ふあ、ぁ、やだ、あ、ンっ……あぁっ、うぅんんっ……!!」

　呆気無く迸る白濁。

　ここでやめなきゃいけない、頭ではそう思っていた。

　しかし俺は、猛り狂い始めた自分の身体をいなすことができず、スイの薄い腹の上に馬乗りになった。そして、か細い両手首を砂浜に縫い付けて、さっきよりも激しいキスを浴びせる。懲りずに舌を挿しこみ、甘い唾液を思う存分味わい尽くしながら、空いた手でスイの乳首をいじめた。

「ぁ、あ……っ、青海、っ……！」

「スイ……スイ……」

「ん、んんっ……う、ふっ……」

　顔を離し、スイの姿を俯瞰する。スイのペニスは、まだまだ雄々しく勃ち上がったままだ。さっきは一回イって落ち着きを取り戻していたが、この幼い身体は、まだまだ快楽を欲しているように見える。

「スイ……ここ、気持ちいい？」

「ふっぅ……ン、きもち、いい……っ」

「もっと、もっと感じて、スイ」

　ぬるぬるになった熱いペニスを愛撫しつつ、俺は舌先でスイの小さな尖りをしつこく舐ねぶった。それは徐々に硬さを増し、スイは背中を仰け反らせ尻尾をくねらせ、ひたすらに甘えた声で喘ぎ続ける。

「ぁ、あぁ、っ……青海、もっと、さわって……っ」

「……いいよ。もっともっと、気持よくしてやるから……」

「あ、あンっ、青海、青海……っ！」

　抑えることもなく、スイは声を上げ続ける。そして俺も、そんなスイの身体を何度となく追い詰め、甘い唾液や精液を舐め取った。さらにはスイの尻尾に自らの下半身を摺り寄せ、浅ましく腰を振り続けていた。

　そんなことをしているうち、徐々に東の空が白んできていることに、俺たちはまるで気が付かなかった。
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「……はぁーっ……」

　俺は潜水部の部室に備えてあるシャワーブースで、火傷しそうに熱い飛沫を浴びながら、重たい重たいため息をついた。

　——……何やってたんだ、俺は……。あいつはオスだぞ？　男なんだぞ？　なのに何の抵抗もなくあんなことして……しかも、一回や二回じゃない。もう数えきれないくらい……。

　空が白み、海風の方向が変わった途端、スイははっとしたように身体を強張らせ、怯えたような眼差しを残して水の中へと姿を消してしまったのだ。まるで魔法が解けたかのように、唐突に。

　それまではただひらすらディープキスとペッティングを繰り返し、何度となくスイを絶頂させ、あまつさえ最後の方は……——

「はぁ……くそっ」

　身をくねらせながら可愛い声で喘ぐスイに、もっともっととせがまれた。もっと触って、もっと舐めてと。俺はそれに気を良くして、その通りのことをしてやった。そしてその先……スイの生殖孔アナルにまで指を挿し入れ、その感触を確かめるところまで……。

　人間の後孔の具合など俺は知る由もないのだが、スイのそこは、まるで女性のそれのように熱くねっとりとしたもので濡れ、俺の指を欲しがるように絡みついてきた。一本、二本と指を増やしていくにつれ、スイは顎を仰け反らせて甘い悲鳴を上げながら、尻尾を跳ね上げさせて快楽に浸っていた。

　——……ここに挿れたい。挿れたら……きっと……。

　その先にある快楽を想像するだけで、俺の身体はどうにもならなくなっていた。ウエットスーツに擦れる感触だけで何度か吐精してしまうほどに俺のペニスは激しく猛り狂い、このままスイとセックスに溺れたいという欲望に脳が痺れ始めた頃、夜が明けたのだ。

　——スイ、傷ついた顔してたな……。さすがにやりすぎたのかな。慣れてないあいつに、あんなことまでしちまって。

「うーん……」

　どうしよう、気まずい。あんなことになった後で、どんな顔して「話し相手」になれというのか。スイだってきっと、俺のこと警戒するだろう。多少は距離が縮まったかと思っていたが、これまで前以上に気まずい間柄になってしまった。

　——うう……何であんなことまでしちゃったんだろう。

　キュ、と蛇口を捻って湯を止めると、俺は素っ裸のまま更衣室に戻った。のろのろとロッカーに置きっぱなしになっていた着替えを身につけて、テキストなどが入っているバックパックを背負う。

　外に出てみると、朝もやに包まれた早朝の空気がすうっと胸の中に満ちてきて、いくらか気が引き締まる。ひと気のない学内には、朝練に精を出している野球部員たちの掛け声が響くのみ。健康的で快活な彼らの声が、今はひどく遠いものに聞こえる。

「はぁ……」

「佐木、おはよう」

「うわぁあ!!」

　取り敢えず購買でパンでも買うかと歩を進めかけた俺の肩を、背後から掴む者がいた。俺が仰天して振り返ると、すらりとした長身の男が涼しい顔をして立っている。

「衣緒、先生……」

「どうしたんだ、浮かない顔をして」

「え、いえ……」

　衣緒いお三起也みきや、三十五歳。海洋資源学専門の准教授。

　背丈は俺と同じくらい。細身で引き締まったモデル体型だ。落ち着き払った佇まいには隙がなく、衣緒と相対していると、俺はいつも身構えてしまう。どことなく挑発的にも見える鋭い眼差しを細い黒縁メタルフレームの奥に隠しつつ、こちらの動きを虎視眈々と窺っている——そういう雰囲気のある男だ。

　とはいえ、衣緒にこういったネガティブイメージを持っている学生はそう多くないだろう。普段この人は爽やかな笑顔を整った顔に貼り付けて、明るく快活な雰囲気を漂わせながら講義を行う。細面にすらりと形の良い鼻梁、上品に整った顔立ちをした衣緒准教授は、女子学生から絶大な人気を誇っているのだ。

　でも俺は何となく、出会った頃からこの人が苦手だった。

　俺が大学一年生の頃、衣緒が大河内教授の助手を務めていた頃からの付き合いだ。レポートチェックや実習後のブリーフィング、更には進路相談や大学院試験への的確なアドバイスまで、衣緒は教授よりもずっと学生の身近にいて、様々な相談にのっていた。俺も、この人との関わりは多かった。

　俺の考えを尊重し、それを伸ばそうと手助けをしてくれる。アドバイスは的確で分かりやすい。別に不満を抱える部分などひとつもないのに、俺はどうしてもこの人の目つきが苦手で、怖かった。

　世の中には合わない人間の方が多いもんだ——なんて、築地教授に諭されてからは気にしなくなったけれど、今でもあまり進んで会いたい人物ではない。

　しかも、ついさっきまでスイとあんなことやこんなことをしてしまったという後ろめたさに悩まされている今は、特に。

「ひょっとして、一晩中Ｋ棟にいたのか？　佐木くん」

「えっ」

「随分スイと仲良くなったんだな。さすが築地先生の教え子だ」

「は、はあ……」

　まさか見られていたのでは……という不安が脳裏をよぎる。そんな俺の不安を見透かすように、衣緒は思わせぶりに微笑んで、喉の奥で低く笑った。

「スイは今頃、発情期だろう？　よくそばにいることを許してもらえたね」

「そ、それは……まぁ、はい……」

「……ふうん」

　しまった、と思った。誘導された。スイのところにいたことは、誤魔化そうと思っていたのに。

　衣緒先生は細い唇の片端を吊り上げ、目を細めてニヒルに微笑み、軽い口調でこんなことを言った。

「なぁ、佐木。スイの精液サンプルが欲しいんだ。協力してくれないか？」

「……精液のサンプルって……え？」

「そう。それだけがまだ採れてないんだよ。君がやらないなら、僕が無理矢理採取するまでだけど……どうする」

「……は？」

　——精液のサンプルを、無理矢理って……！

「ついでに発情期中の血液サンプルも欲しいところだが、君にはそれは無理だろう？　だからまぁ、精液だけでいい」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　そんなことできるわけないじゃないすか！　それに俺……」

「簡単だよ。一晩中ずっとスイとそういうことをしてたんだろ？　ほんの少し掬い取って来てくれればそれでいい。あ、ついでにあのフェロモンのことも調べたいから、スイの汗も拭って来てもらえると助かる」

「……」

「簡単な事だろ？　君がやってくれるって言うんなら、イルカの精液採取よりも簡単だ」

　イルカの精液採取——俺は、つい最近見た映像のことを思い出していた。希少生物の種の保存のために行われている、イルカの人工繁殖に関する映像だ。

　ここ数年、大学機関と水族館はチームを組み、活発に人工繁殖についての研究を行なっている。

　水族館や研究施設で飼育している生物が死んでしまった場合、速やかに新しい個体を補填する必要がある。かつては比較的自由に水生哺乳類を捕獲することができていたため、外洋で捕獲し、補填することが可能だった。

　だが最近は、捕獲行為に対する動物保護団体からの抗議が激化しているという背景もあり、自分たちの手で生物を維持する必要性が出てきたのだ。

　イルカは人に懐く性質があるため、訓練さえ上手く行けば、飼育員の手によって『性器を刺激→射精』という行動を作り出すことが可能だ。

　 それまではオスを麻酔で眠らせ、前立腺に微弱な電流を流して刺激を与え、射精を促すという手法が取られていた。だが、飼育員により射精を行うという流れが出来上がってしまえば、イルカの身体に負担を与えることもなく、多量の精子を採取することが可能になる。

　しかしこのやり方には批判もある。実際、俺もその訓練場面を映像で見たことがあったけれど、人の手によって無理に射精をさせられるというのは……同じオスとして、生理的に受け入れがたいものだった。

　水族館で飼育されることも、射精をさせられることも、人工的に繁殖させられることも、全てはイルカの意志じゃない。全部人間か勝手にやっていることだ。イルカがそれをどう受け取っているのかは分からない。

　そもそも、水族館という檻の中で水棲生物たちを見せ物にしている事自体が、勝手極まりないことなのだから。

　スイと触れ合ったからだろうか、今までは考えたこともないことを俺は考えるようになっていた。俺自身、水棲生物を飼育しながら生態を研究する一端を担っている人間だというのに……。

「やってくれるだろ？　後で僕の研究室にキットを取りに来てくれるかな？　やり方は任せるから」

　衣緒は至極淡々と話を進めている。俺が黙りこんで考えごとをしている内に、精液採取を引き受けるというところまで勝手に決定してしまっていたらしい。

　衣緒の態度には、あくまでも研究者が研究対象に向ける冷静さしかなく、スイに対する情などは微塵も感じられない。それを俺は、腹立たしく感じた。

「お断りします」

「え？」

「こっそりサンプルを取るなんて非人道的なこと、出来ません」

「人道的って……あっははは」

　衣緒は一瞬呆れたような顔をした後、俺を小馬鹿にするように笑い始めた。適度に渋みのある低い笑い声が校舎の壁に反響して、まるで四方八方から嘲笑されているような嫌な気分になった。

「君がスイのことをどう思っているかは知らないけれど、あれはね、貴重な貴重な未確認生物だ。僕らはその生態を調べ、その存在を世に公表する義務がある。世間の人々は皆、スイのことを歓迎してくれるさ。なにせ、あんなにも美しい姿形をしているんだ。お伽話の中にしか存在しないと思われていた生物がこうして実在するってことが公になれば、子どもたちにも夢や希望を与えられると思わない？」

「世間の人々とか、そんなの、関係ありませんよ！　あいつは人魚だけど……俺たち人間と変わらない知能と意思を持ってます。だからきちんと礼儀は尽くすべきだと思います。人と同じ扱いをすべきだと思う。見せ物にするなんて……！」

「礼儀、ね。なかなか面白いことを言うな、佐木は」

「だから、無断で精液を採るなんてことも、出来ません」

「おや、すっかりあの可愛い人魚姫に惚れ込んでしまったというわけか。やれやれ、君はまだまだ甘いな。学生さんだから仕方のないことかもしれないが」

「……」

「じゃあ、いいんだね？　僕がスイに麻酔をぶち込んで、無理矢理に彼のペニスに……というか、前立腺に刺激を与えて、イかせちゃってもいいってこと？」

「そ、れは……」

　——くそ……っ、なんて奴だ……！

　ぎり、と奥歯を噛みしめるも、そんなことを言われてしまっては、返す言葉もない。スイにそんなひどいことをして欲しくない。こんな奴に、スイに触れて欲しくない、スイの一部でも、こいつに奪われたくはない……俺はぐらぐらと腸が煮えくり返るような、ともすれば異常な怒りの沸き起こり方に戸惑いながらも、衣緒を睨みつけた。

「あ、そうだ。スイの血液に、どんな効果があると思う？」

「えっ……血液？」

　日本の伝説によるならば、人魚の血には不老長寿の効果があると言われている。しかし現実的に考えてみれば、そんなものがこの世に存在し得るはずがない。

　だがこれまで、人魚は空想上の生物だった。しかし、人魚は実在していた。もし本当に不老不死という力が実際に存在するとしても、おかしくは……。

　俺が目を瞬きながらそんなことに頭を巡らせていると、衣緒はふふっと小馬鹿にするように軽い笑い声を立て、肩をすくめた。

「いやいや、不老長寿の妙薬だなんていうオチはないよ。マウスに投与してみたんだが、とりたてて長生きをしたなんていう個体はいなかった」

「ぐ」

　——……じゃあそんな勿体ぶった言い方すんじゃねーよ!!　

　と俺は内心叫び声をあげていた。でもここで声を荒らげてしまったら、俺の負け……俺は辛うじて、罵声を飲み込んだ。

「じゃ、じゃあ……何なんですか」

「ふふ、それはね。……催淫効果だ」

「えっ？」

　衣緒先生は意味深な笑みを浮かべて俺の耳たぶをぴんと指先で弾いた。その刺激に、俺の身体はビクンとうち震え、同時に「ぅ、ぁっ」なんていう喘ぎ声みたいなものまで口から飛び出してしまった。

　俺は、愕然とした。今まさに腹を立てている相手に耳たぶを弾かれた瞬間、ぞわわと身体中を駆け抜けたのは、れっきとした快感だったからだ。

「ほら、過敏になってる。スイの体液には、生物を淫らにする力があるんだよ。実際、マウスにスイの血液を投与してみたら、子ネズミがいつもの三倍生まれた。やれやれ、世話が大変だ」

「な、何でそんな……!?」

「こういう伝説を知っているかい？　人魚は美しい歌声で船乗りを惑わせ、逞しい男たちの精を吸って生きながらえていた、という話」

「……はい。メロウとか、ローレライとか……西洋で語られる人魚伝説ですよね。でもそれは女の人魚の話でしょ？　女の人魚が人間の精を受けて、脚に鱗のある人間の子どもを産むって話があったし」

「その通り。中にはそういう個体もいたようだね。じゃあオスであるスイに、そんな力があるということから導かれる仮説は？」

「仮説……」

　人魚の姿を見ると、凶事が起こる……世界中で語られる人魚伝説は、そのほとんどが不吉なものばかり。津波を呼び、船を難破させ、人の命を海に引きずり込む魔物。

　——でも、何のために？　なんでそんなことをする必要があったんだろうか。

　船乗りの仕事というのは、大概が逞しい男たちが請け負うものだ。逞しく、精力に溢れる男たちを海へ誘い込み、人魚たちは一体、彼らをどうしようというのだろう。

　美しい歌声、美しい容姿、そしてあの芳香……一体何をするために。

「僕は、人魚が人間を捕食しているのではないかという仮説を立てている。一度人の肉を喰らった人魚たちが味をしめて、人を襲って喰っているという仮説だ」

「っ……食うって……」

「陸上動物だが、熊なんかもそうだろう。一度人肉を食べてしまった熊は、それ以降人の肉ばかりを欲しがるようになる。それまでは獣肉で満足していても、人を喰った途端に、その個体の嗜好はがらりと変化してしまうんだ。それと同じさ」

「そんな！　じゃあスイも、食うために俺を誘ったっていうんですか？」

「ふふ、やっぱり誘われたんだ。どうだった？　喰われそうになった？」

「ぐっ……」

　——くそ、また俺……余計なことを言った。でも、そんな仮説、信じられない。スイが人を食うだと？　サンマですら食べ残すあいつが？　しかも……昨日はむしろ、俺に食われそうになっていたっていうのに……？

　俺の愛撫でヘロヘロになっていたスイが、男を誘ってその肉を食うなんてこと、想像もできない。やっぱりこいつは、頭がおかしい。こんな仮説を立てて喜んでるなんて、どうかしてる。

「俺はそんな仮説、支持できませんね。スイにそんなこと出来るわけがない」

「そうだね。ま、スイはまだ幼いし、そんなことはしないだろう。でも、実際君はスイによって淫らな気分にさせられた。そして徹夜で淫らな行為に明け暮れたんだろう？」

「……それは」

「女の人魚のように男の精を奪う……そして力を失った男を肉として食らう。スイはひょっとしたら、そういった種族なのかもしれない。昨晩君は、その犠牲になったということだ。今回は何もされなかったかもしれないけど、次はスイに精を吸いつくされて、よぼよぼの老人になっちゃったりして」

「……笑えません、そんな話」

　衣緒はさも楽しげにそんなことを言い、軽やかに肩を揺すって笑っている。つまりは、そんな危険があるという仮説を立てているからこそ、俺に精液採取をしてこいなんていうことを命じるわけか。全く、どこまでもイカれた奴だ。何でこんなやつが准教授になれるんだろう。どうかしてる。

「先生は、学生が研究の犠牲になってもいいって思ってるんですね」

「そんなことはないよ。ただ、精液にもそういう作用があるか知っておきたいだけ。でも、君の様子を見ると……催淫効果はありそうだな。精液を飲んだ？」

「……の、んでない！　舐めただけで……あっ」

「そう、口にしたんだね。じゃあ、僕の仮説は半分は立証されたといっていいかもしれないね。そうだな……一時間後にもう一度僕のところへおいで。その頃には催淫効果が薄れて、気分が変わっているかもしれないよ」

「……ぐ、ぐぐ」

「はは、君は単純でやりやすい。これからも協力、よろしく頼むよ」

　そう言い残し、衣緒は片手を上げてさっさと研究室のある方向へと歩き去って行ってしまった。

　ものすごく、負けた気分だった。
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　その日の昼休み、俺は意を決して、スイに会いに行くことにした。

　悔しいが衣緒の言うとおり、時間が経つにつれて俺は落ち着きを取り戻していた。しかし、明け方に感じていたような激しい罪悪感は拭いきれない。後に残るのは、自分が幼気なオスの人魚にしでかしてしまった、変態じみた行為への後悔ばかり。思い出すたびに、重たい溜息が漏れてしまう。

　だが、思い悩んでいても埒が明かない。それならばいっそ、明るいうちにスイと会い、昨晩の無礼に詫びを入れようと決意した。

　太陽が真上にある間ならば、しかも午後からも実習が入っているという緊張感があれば、甘い方向に誘惑されそうになったとしても、俺は自我を保っていられるはず……何の根拠もない自信だが、このままスイと会わない時間が増えてしまえば、もっとスイと会いにくくなる。それはどうしても、嫌だった。

「スイ～、スイさーん……おーい……」

　しかし、いざ水槽の縁までやって来たものの、呼びかける声には張りが出ない……。

　——どうしよう、すげー緊張する……。顔を見たところで、一体どう話をすれば……。

「す、す、スイ～？　うおーい……」

「うるさいな」

　悩みつつも声をかけ続けていると、ぬっと水面からスイが顔を出した。といっても、いつものごとく鼻から上だけ。ワカメのように濡れた髪を額に貼り付かせながら、じとっとした目つきで俺を見上げている。

「お、おう。スイ！　気分はどう……だ!?」

「……」

　——おいおいおいおい、あんなことした後で気分はどうだ？　はねぇだろ!!　……あぁもう、俺の馬鹿野郎！　もっと気の利いたことが言えねーのか！

「あのっ、俺、あのさ、きの、昨日……！」

「……」

「だから俺、えと、ええと、あんなことして、その……っ」

「……」

「ええと……その」

「何しにきた」

　スイはぶくぶくと水面にあぶくを吐き出しながらそう言うと、少しばかり気まずげに目を伏せた。妙な沈黙が流れる中、カモメの呑気な鳴き声が俺たちの間に間抜けに降り注ぐ。

　——だよな、俺は何をしに来たんだ。スイに、謝りに来たんだろ……！

「昨日は、ごめん!!」

　俺は身体を直角に折って頭を下げた。

「あんなことして……お前に嫌な思いさせて、本当に、ごめん」

「……」

　ちゃぷちゃぷと爪先が海水に触れるたび、その冷たさにひやりとする。そして俺の心の方も、今はひやひやだ。

「……やっぱりお前は、へんたいだ」

　薄々そんなことを言われるだろうと思っていたが、いざ冷たい声を浴びてしまうと、ショックだった。

　でも当然だ。いくら気持ち良さそうにしていたとはいえ、スイの状態は普通じゃなかった。発情期だった。あいつの意志とは関係なく、男の俺にあんなことまでされて、怒らないわけがない。

「本当にごめん。もう俺、来ないほうがいいよな……」

「……こない？　ここへもう、こないってこと？」

「うん。ずっとってわけじゃねーけど……せめて発情期が終わるまでは、さ」

「……こない、の？」

「うん。そっちのほうが、お前も気が楽だろ？　いつ来るかも分からない俺に、また変なことされるかもってビクビクすんのも嫌だろうし。だから……しばらくはもう、お前に近づかないようにするから」

「……」

「じゃあ、俺行くわ。ちょっとでも話せて良かった。じゃ」

「ま、まって!!」

　ちゃぷん、ざば、と水の跳ねる音がする。顔を上げると、青い水面の下で、スイは尻尾を揺らめかせながら砂浜の方まで泳いでくると、するりと陸に上がって横座りをした。

　ぽたぽたと滴る水滴に、きらりと反射する太陽の光。明るい陽の光の下で見るスイもすごすごく可愛くて、俺はごくりと唾を飲み込んだ。

　だが今は、昨晩のような妙な気分ではない。ただ純粋に、スイと視線を交わせたことが嬉しくて、ドキドキしている。

「こないのは、いやだ！　夜はすごくふあんになるんだ、だから……今日も、ここにいて」

「えっ……でも、でもさ……」

「こわいんだ、夜は。自分が、自分じゃなくなるみたいで、ふあんで、水のなかにいることも、こわくて」

「……スイ」

「それに僕は、青海にさわられるのいやじゃない！　だから、だから……」

　どくどくと、さっきから心臓の音がやたらとうるさい。

　スイが、俺を必要としてくれているのが嬉しくて。不安を吐露してくれることが、嬉しくて。

　それに、俺に触れられることを嫌じゃないとまで言ってくれている。……てっきり、嫌われたと思っていたのに。

　俺が感動のあまり黙りこんでいると、スイは透き通るアクアマリンの瞳を潤ませて、物悲しげに俺を見上げてきた。

「青海は……いやなの？　今は僕、まともだけど、でもほんとは、いやだった？　昨日のこと、きもちわるかった？」

「そ、そんなわけねーよ！　気持ち悪くなんかない！」

「でも、昨日の夜は……青海もふつうじゃなかったから……」

「そ、そうかもしれないけど。でも、でも……」

　——あぁ、何て顔してんだ。今にも泣きそうな顔しやがって……。

　俺はあまりに儚げなスイのことをどうしても放っておけず、しゃがみこんでスイの身体をぎゅっと抱きしめた。驚いたのだろうか、スイはビクンと身体を強張らせ、カチーンと固まって身動きをしない。

　俺は濡れた背中に手を添えて、もう片方の手でスイのしっとりとした髪を撫でてみた。

　指に柔らかく絡む髪の毛は、不思議なことに、陽の光の下では漆黒に近い。しかし時折陽に透けて、月夜の下で見たのと同じサファイア色にきらめくのだ。

　その不思議な色合いに見惚れながら、そして同時に腕の中に収まっているスイのか細い身体の感触に胸を高鳴らせながら、俺はスイに語りかけた。

「だって、俺……変な意味じゃなくても、いつもお前のこと、可愛いなって、きれいだなって思ってる。気持ち悪いわけないだろ」

「……ほんと？」

「ほんとだよ。……今夜も、一緒にいよう。お前が夜を不安に思ってるなんて知らなかったよ。話してくれて、ありがとう」

「……うん」

　ふっと、スイの身体から力が抜けた。俺にもたれかかりながら、すんすんとまた俺の匂いを嗅いでいるスイが殊の外可愛くて、俺はスイを抱く腕に力を込める。

「でも俺……またお前に、変なことするかもしれねーよ」

「いい。青海ならいい。青海といると、安心するから……」

「え、ほんと？」

「うん……だからずっと、いっしょにいて？」

　スイは小首を傾げ、縋るような目つきで俺を見上げてそう言った。

　——何だ今の、可愛すぎんだけど……。ヤバい、俺、なんでこんなにドキドキしてんだ。

　夜、またここへ来て、俺は本当に大丈夫なのか……？
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　海生大学・研究室棟。夜八時。

　衣緒三起也は硬い表情を浮かべながら、人気のない廊下を歩いていた。研究室棟の最上階、最奥にある研究室へと向かうために。

　どの部屋とも変わらない無機質なドアの横に貼り付けられたシルバーのプレートには、『学部長室』という文字が刻印してある。衣緒は一旦目を閉じ、呼吸を整えてから、そのドアをノックした。

「入れ」

「失礼します」

　部屋の中は、手狭な衣緒の研究室とは比べ物にならないほど広々とした空間だ。ドアの向かいには大きな窓、その手前に鎮座しているのは、マホガニー製の大きなデスク。重厚感溢れるデスクの上には、英国風の洒落たスタンドライトやブックシェルフが並んでいる。

　デスクの手前には黒皮のソファセットとガラステーブル。左右には壁一面を覆う本棚があり、そこには海洋学に関する様々な書物が整然と並べられている。暗い赤褐色の絨毯が敷き詰められたその部屋の中へ足を踏み入れ、衣緒はデスクで書類に向かっている大河内典明教授の前へと進み出た。

　オールバックの灰色の髪。陰影の濃い、西洋人のように彫りの深い顔立ちに、浅黒い肌。その容姿は、かつてはかなりの美男子だったことが窺える凛々しさである。

　還暦を過ぎているのにもかかわらず、その身体は硬く引き締まって無駄がなく、大河内の身体にはエネルギーが満ち溢れている。

　チャコールグレーのダブルスーツを隙なく着こなし、飴色の眼鏡をかけて仕事をしている姿を前にして、衣緒はやや緊張した面持ちだ。

「で、どうなった」

　大河内は、飴色のセルフレームの向こうから大きな目だけを動かして、デスクの前に佇む衣緒を見上げている。低く重々しい声に、衣緒の背筋が少し伸びた。

「やってみると言ってくれました。無理矢理僕に精液採取をされるよりはマシだからと」

「そうか」

「今日明日中には、サンプルが手に入ると思います。その後すぐ分析を」

「あぁ、頼む」

　大河内は太いフレームにはまった老眼鏡を外すと、眉間を押さえてふうと息をついた。ぎし、と黒いハイバックチェアにもたれ掛かり、吸いかけの煙草に手を伸ばす。そして、もう一度衣緒を見た。

「築地のとこの学生だったか」

「はい。修士の佐木青海という学生です」

「えらくあれに気に入られたんだな。藤と何が違うんだ」

「藤よりも、佐木のほうが男性的ですね。気さくで、とっつきやすい雰囲気のある青年です」

「ふうむ、そうか。お前が気に入られれば話は早かったんだろうがな」

「申し訳ありません。スイは僕の匂いが嫌いだそうで」

「あぁ、そうだろうな」

　肘掛けに片肘を乗せ、大河内は悠然と脚を組んだ。紫煙をくゆらせながら頬杖をつき、目を細めて衣緒の身体を見回しつつ、大河内はにんまりと微笑む。

「私の匂いが染み付いているから、煙たいんだろうな。それはすまないことをした」

「……いえ」

「君もあの可愛い人魚姫と、色っぽいことをしてみたかったろう？」

「そんなことはありません。あれはただの研究対象です、そういう感情を抱いたことはありません」

「そうか」

　大河内が衣緒に向かって手招きをすると、衣緒の表情が更に硬いものへと変化する。しかし逆らうことなく衣緒は大河内の足元に跪き、主の機嫌を窺う犬のように、大河内の姿を見上げるのだ。

　大河内の節くれだった太い指が、衣緒の眼鏡をそっと外した。そして、ぐいと衣緒の顎をその指で持ち上げ、顔を近づける。

「さて、うまくいくかな。佐木くんとやらの精液採取は」

「……どうでしょうか」

「まぁ、お前は仕事に関しては間違いのない男だからな。きっと首尾よくデータを揃えてくれると信じているよ」

「ありがとうございます……」

「しかし……こっちの方は、からきしだな」

「ふ、ぐ……っ」

　突然後頭部を引き寄せられて大河内に唇を覆われた衣緒は、苦しげに息を漏らした。苦い煙草の味が染み付いた大河内の長い舌を口内に押し込まれ、思う様その中を掻き乱される。衣緒は固く目を瞑り、苦しげに眉根を寄せた。

　そんな衣緒の苦悶の表情を楽しむかのように、大河内は好き勝手に衣緒の舌を吸い、ねっとりとした唾液を流し込み、何度も角度を変えてはその唇を貪った。

「はぁっ……はぁっ……っ」

「ちっとも上手くならないな、お前は」

「……ごめんなさい」

　唇の端から、どちらのものとも分からない唾液をだらしなく滴らせる衣緒は、ぐいとそれを拳で拭い、下唇を噛んで俯いた。落とした視線の先には、ガタガタと小刻みに震える拳がある。

　この後為されるであろうおぞましい行為を恐れるように、全身が強張り始めた。

「もっと素直になりなさい、三起也」

「……はい」

「君は来年度から教授職だ。その若さで。……誰のお陰かな？　苦学生だった君を援助し、助手に引き立てて、ここまで育ててやったのは誰だ」

「先生です……。感謝しています……とても」

「そうだろう。ならばもっと、態度を以って誠意を見せなければいけない。なのに、お前はいつまで経っても頑なで、つまらない」

「……申し訳ありません」

　大河内はデスクの一番下の引き出しを開け、そこから美しくカットされたクリスタルのグラスを取り出した。そして同じ段に収まっていた赤ワインのボトルと、さらにもう一本、赤い液体の入った小瓶を取り出し、デスクの上に恭しく並べていく。

　とくとくとグラスにワインを注ぎ、その中に、小瓶から赤い液体を数滴垂らす。陰りのある赤い液体にとろりと溶け込んでゆくのは、鮮やかな赤色をしたとろみのある液体。ふたつの赤が交じり合い、蕩け合い、うっとりするほどに甘い香りを放つその液体で満たされたグラスを、大河内は衣緒に向かって差し出した。

「飲みなさい。三起也」

「……い、いやです。お願いします、今日はうまくやってみせますから、それだけは……」

「今日はほんの数滴だ。この間のように、乱れ狂うなんてことにはならないさ」

「しかし……」

「これは命令だ、三起也。飲みなさい」

「っ……」

　ぐいと唇に押し付けられるグラスから、甘い芳香が漂ってくる。衣緒はがたがたと震える指でそのグラスを受け取ると、恐る恐る、その液体を喉へ流し込んだ。

　その味は、得も言われぬほどの美味。甘く芳醇な、豊かな生命の香りがする。

　衣緒の身体に染み渡り、熱を孕ませ、恐怖も嫌悪も怖気ですらも、全てを快楽へと塗り替えてゆく恐るべき媚薬。

　衣緒は空になったグラスを取り落とし、その場でぐったりとうずくまった。

　どんなに押し殺そうとしても、身体の奥から沸き上がってくる快楽という名の疼きに、全身が震えてしまう。眼の奥がちかちかして、脳全体が痺れるような感覚に踊らされる。

　体温が上がり、呼吸は速まり、衣服が肌に擦れることですらも耐え難いほどの快感がむくむくと沸き起こり、衣緒は身悶えながら自分の身体を両腕で抱きしめ、床に額を擦り付けて声を殺した。

「ん……ふっ……はぁっ……」

「はは、ほんの数滴でこの即効性か。あの小生意気な人魚、学会で発表するよりも、究極の媚薬を生み出す金の卵として飼い慣らす方がいいかもしれないな」

「はっ、はぁっ……せ、せんせ……」

「ふふ……そうか、欲しいか」

「ぁ、あぁ」

　大河内はするりとジャケットとベストを脱ぎ、シャツのボタンをひとつひとつ外していく。前を開け、カチャカチャと音を立てながらベルトを外していると、衣緒はその音に反応して顔を上げた。

　そこには、うっとりととろけるような淫らな表情を浮かべた衣緒の姿があった。

　肌を紅潮させ、きりりと涼しげだった目元はとろんと甘えたような涙目、だらしなく開いた唇からは物欲しそうな熱い吐息と透明な涎がたらりと糸を引き、切なげに大河内を見上げている。

「ふふ……無理矢理お前を犯すのも悪くはなかったが、ここ最近のお前はすっかり無抵抗で、つまらない。あれじゃ、ただの人形を犯しているのと変わらないからな」

「ん、ふっ……ふっ……ぅん」

　嬉々として自らのペニスにむしゃぶりつく衣緒の頭を撫でながら、大河内はさも楽しげに微笑んだ。ついさっきまでは頑なな態度でそこにいた部下が、ものの一瞬でこの姿。その絶大な効果を楽しむように、大河内は小瓶に入った赤い液体を揺らしてにやりと笑う。

「ふ、ふっ……ん、ぐっ」

「そうそう……上手いじゃないか。この間までは嫌々私のものをしゃぶっていたのに……あぁ、気持ちいいよ。上手だ、三起也」

「っん、ん、」

「素晴らしい、素晴らしいよ……ほら、自分で後ろをほぐしてご覧。すぐに私のものを挿れられるように、自分で支度をしなさい」

　大河内がそう命じると、衣緒は一旦大河内のペニスを口から引き抜き、するりと黒いスラックスと下着を脱いだ。そして再びいそいそと大河内のものを咥え込みながら、手を後ろに回して、自らその場所を慣らし始める。

　爽やかなピンストライプのシャツの裾からは、そそり立つ衣緒のペニスが顔をのぞかせており、あまつさえそこからとろとろと透明な体液を垂れ流している。それを見て、大河内はまた満足気に笑った。

　そして程なくして迸った大河内の精を、衣緒は余すところなく全てを飲み下し、名残惜しげに全てを吸い上げて、ようやく口を離した。　

　それでも尚、衣緒の表情はとろんととろけて、物欲しそうにぺろぺろと大河内の内腿に滲んだ汗を舐めている。

「クールなお前が、まさかこんなことをしてくれるようになるとはね。……人魚の血を飲んだお前のほうが何倍も私好みだよ、三起也」

「……あ、はぁっ……せんせっ……」

「なんてふしだらな顔をしてるんだ。だらしない」

「せんせ、せんせ……はやく、くださいっ……」

「仕方がないな。じゃあ、今日は何からしてもらうか……」

　大河内はうっそりと微笑み、ふらつく衣緒の襟首を掴んで立ち上がらせ、上半身をデスクに押し付けて尻を突き出させた。

　そして、その身体を思う様弄ぶ。

    
        　　　＋






「うん……いいよ、べつに」

「え、まじで」

「だって……あいつにむりやりされるのは、いやだし……」

「そうだよな……」

　その日の夜、俺は約束通りスイの元へ訪れていた。そして、例の精液採取の件について、思い切って相談してみたのだ。

　するとあっさり、スイは了解してくれた。拍子抜けするくらい、あっさり。

「ごめんな、変なこと頼んで」

「ううん……べつに、痛いことされるわけじゃないし」

「そうだな……」

　ということはこれから、スイが精液を出すようなことをする……ということ。そう思うと何だか急に緊張してしまい、昨日さんざんあんなことやこんなことをしたというのに、俺の心臓はバクバクと暴れ始めていた。

　しかし、今の俺は緊張しているものの、まともな思考ができている。となると、やはり昨日の状態は普通ではなく、催淫作用のあるスイの芳香や体液に惑わされていたのだと再認識させられる。

　スイは今のところ、まだ昨日ほど激しく発情していない様子だった。「昼間はまだましだけど、日暮れどきにまた暑くなる身体を持て余してしまい、つらかった」と話すスイに寄り添って波打ち際に腰を下ろし、俺はちゃぷちゃぷと尾びれで水を跳ね上げて遊ぶスイの姿をずっと見つめていた。

　今日は一応、精液採取をするという目的もあるため、俺はレジャーシートのそばにキャンプ用のランタンを置いている。乳白色の淡い光が、ゆらゆらと揺らめく水面を照らし、スイの艶やかな尻尾やシフォン素材のような尾びれをぼんやりと照らす。

　時折不思議そうにその灯りを見つめるスイの横顔に、俺は何度となく見惚れていた。特に瞳が美しくて、目が離せなくなる。

　透き通るアクアマリン色は、透明度の高い南国の海のような鮮やかさだ。スイが瞬きするごとにちろちろと揺れ、瞳の中に海を秘めているように見える。

　スイは、俺のことを明らかに意識しながらも、発情していない時くらいは素っ気ない態度でいようと頑張っているような様子だった。

　俺が尻の下に敷いている厚手のレジャーシートを物珍しそうに撫でてみたり、ウエットスーツではなく、ジーパンとＴシャツ、パーカーという軽装の俺をまじまじと見上げてはすぐにまた目を逸らす。そんなことをしつつ、スイは水際と水中とを行ったり来たりしては、時折甘えるように俺のそばに擦り寄ってくる。魚というより、むしろ猫を彷彿とさせる行動だった。

「ねぇ、あの口と口をくっつけるやつは、なに？」

「え？　あれは……キスっていって、人間の愛情表現、かな？」

「きす？」

「うん。……嫌だった？」

「ううん……いやじゃないけど、びっくりして」

「そっか。そうだよな。……今日は噛むなよ」

「分かんない。びっくりしたらかむかも」

「ええっ？」

　そう言って、スイは気恥ずかしそうに顔を歪め、ちゃぷんと水の中へ潜っていってしまった。

　こんな甘ったるい会話が出来ているなんてことが、イマイチまだ信じられない。

　これからイチャイチャしますよという前提のもと、俺たちは仲良く普通におしゃべりをしている。それに今日はスイの様子も落ち着いていて拒絶感がないから、なんだかすごく居心地がいい。あのいい匂いは常にほんわりと漂っているけれど、俺もそれに慣れてきたのか、今はドキドキときめく、程度でムラムラはしていな……いこともないようだ。ジーパンの中で、俺の性器はもう、半勃ちだ。

　その時、するりとスイがレジャーシートの上に上がってきた。腕の力でずりずりと俺に近づいてくると、濡れた身体をそっと俺にもたせかけてくる。

「……くる、あの感じ……」

「え、あ、マジか……」

「はっ、は……んう、ふ……っ」

　スイの身体が、熱い。

　海水で濡れた肌が熱く火照っている感触があまりにエロくて、俺はスイのつるりとした二の腕に触れただけでどきどきしてしまった。

　それに、さっきよりもずっと強く香るあの匂い。催淫効果のあるあの甘い香りが、スイの身体を包み込んでいる。

　視覚、触覚、嗅覚を一瞬にして奪われて、ふらつきそうになるほどの強い性欲が、体内で爆ぜる感覚を体験した。

　俺はレジャーシートの上にスイを寝かせ、その隣に横たわりながら、か細い手首に手を添えた。ぴくぴくと震える小さな手が頼りなく寂しげに見えたから、俺はそのまま手を滑らせて、スイと指を絡めて手を繋いだ。

「青海……あつい、あついよ……っ」

「っ……」

　熱を孕んだ掠れた声に、聴覚までもを奪われた。

　その甘い声をもっと聞きたくて、もっと高い声で名前を呼んで欲しくて、もっともっと快楽でよがる声が聞きたくて、俺は身を乗り出してスイの唇を塞いだ。

　昨日の反省も込めて、優しく優しく事を運ぼうと思っていたのに、それはまるでうまく行かなかった。

　俺は薄く開いていたスイの歯を割って舌を差し込み、口をこじ開けるようにして、ぬるやかな口内を舐ねぶる。甘い唾液が俺の身体にさらなる火を灯し、息をつく間も与えぬ激しいキスで、スイの呼吸ごと飲み込んだ。

　味覚までもを奪われた俺は、もう為す術もなく、スイの魅力の虜だった。

「ふ……く、ぅ……んっ……」

「スイ、甘い……」

「ぁ、あ……ッ……！」

　唾液を舐め取りながら、痩せた脇腹から掌を這わせていく。ここへ来てから食が細くなっているせいか、薄い腹をしているし、肋骨もうっすらと浮いている。儚げな身体を労わるように撫でると、スイはその刺激にかわいく身悶え、背中をしならせて「ぁんっ……」と甘い声を漏らす。

　その声にまたひどく欲情してしまった俺は、ついにはスイの上に馬乗りになって、さらに貪るようなキスをした。

　ほとんど初めてだという割には、俺たちの息は合っていた。俺の舌の動きに合わせてスイの小さな舌が滑らかに蠢き、甘えるように唇を開いたりすぼめたりしながら、スイは俺を求めてくれる。

　それを俺は、幸せだと感じていた。スイを愛おしく感じて、このか細い身体を守りたいと思うようになっていた。

　この胸を切なくする感情は、生物的なフェロモンに誘われているせいなのか。それとも、この数日スイと過ごした経験の中から、純粋に沸き起こった俺の想いなのか——今の俺には、それはよく分からなかった。

　程なくして放たれたスイの体液が、白い腹の上に飛び散っている。ランタンの灯りに照らされるトロリとした白い精液を見下ろし、俺ははたと自分に与えられた課題を思い出す。スイの色気に痺れている脳みそだが、それくらいのことを思い出すだけの理性は残っていたらしい。

　ランタンのそばに置いていたプラスチックの箱の中から小さな試薬ビンを取り出し、親指でキャップを開く。

「ぁ、あっ……」

「動かないで」

「っ、ん」

　スイの腹をなぞるようにして精液をビンに流し込み、キャップで封じる。ガラス瓶で腹を撫で上げられる格好になったスイは、その無機質な冷たさに驚いたのか、びくびくっと身体を震わせて俺のシャツをぎゅっと握りしめてきた。俺は試薬ビンをケースに戻し、ふと、スイの体液で濡れた自分の指を見下ろした。

　スイの精液で濡れた指を舐めたその味は、やはり美味だ。とろりとしているけれど、舌に乗せるとサラリと溶けて、甘さが鼻を抜けていく。

　ねっとりとした甘さではなく、軽やかでふわりとした優しい甘さ。もっともっと、欲しくなる。いくらでも飲みたくなるような、魅惑的な味。

　口淫をして、直接それを舌で受け止めて、全てを飲み下してしまいたいと思わされるほどに……。

　しかしそれはひどく危険なことのような気がして、俺はスイのペニスを口に含むことはしなかった。

　ちらりと、衣緒のクールな顔が脳裏に浮かんでは消える。あの時衣緒に催淫作用のことを知らされなかったら、今頃俺はスイの体液を搾り取るようにフェラチオをしまくっていたような気がする。それ程までに、スイの体液は全てが甘い。

「……スイ。どうだ？」

「はぁっ……はっ……まだ、だめ……」

「もっと？　もっと、触って欲しい？」

「うん……さわって、ほしい……っ」

　首に絡みついてくる、スイの腕。ぴったりと身体を寄せ合っていると、否応なく激しい興奮を感じてしまう。生殖孔から伸びているペニスはまだまだ硬さを保っていて、それに触れて欲しそうにスイは身体を摺り寄せてくる。

　俺は手を伸ばし、スイのつるんとした尻尾を優しく撫でた。ばしゃ、ばしゃと波打ち際を洗う尾びれが跳ね上がり、俺の背中を濡らしていく。

　スイに脚があればいいのに……俺はふと、そんなことを考えた。

　脚があったなら、それをはしたなく、あられもなく開かせてみたい。そして恥ずかしがるスイの表情を楽しみたい。

　そしてその奥にある小さな窄まりをこじ開けて、無理矢理にでも自分のペニスを捩じ込みたい。

　一つになって、繋がって、一緒に感じ合い、高め合いたい……そんな思いが、俺の頭を再び支配し始める。

「指……いい？」

「え、う、うん……」

　俺はスイのペニスには触れず、その下にある小さな排泄孔アナルへと指を忍ばせた。白く艶やかな小さな孔の周囲を指でなぞり、柔らかくひくついている淫靡な孔の動きを見下ろして、俺はちょっとほくそ笑んだ。昨日ここに指を挿れて掻き乱した時の、かわいく乱れ悶えるスイの様子を思い出したからだ。

「ぁ！　ああぁ……っ」

「あぁ……熱い。すごいね」

「ふあ、あ、あんっ！　っ……ぁん、あっ」

「あぁ……マジで、すげぇ」

　いきなり二本の指を、スイのそこに滑り込ませた。その瞬間、待ってましたとばかりにぎゅ、っと指を締め付けるその孔の蠢きに、俺はぞくぞくするほど興奮していた。

　スイの中はまるで蜜壺のようなぬめりがあり、柔らかく俺を飲み込み、吸い付いてくる。ばしゃ！　と一際大きく尻尾が跳ね、スイは背中を反らせて俺にしがみついてきた。

「ん、ん、っ……ふぅ、ん！　……っ」

「中と、こっち、どっちがいい？」

「わか、わかんないっ……しらないっ……！」

「どっちもがいい？　両方触ったらどうなるか、試してみる？」

「やだ！　やだ！　そんなの、しんじゃうっ……！」

　くち、ちゅく、と掻き乱すたびにいやらしい水音が立つ。気づけば指は三本になり、俺は更にスイをいじめるように、指を中で複雑に動かしてみた。「あぁ……あ、あンっ……！」と泣き声に近いようなスイの悲鳴は耳に心地よく、俺の身体を更に熱く熱くする。

　そして俺は……これまでずっと我慢していたことを、堪えることができなくなり始めていた。

　——挿れたい、ここに。スイの中で、イきたい。イかせたい……。

　人魚と性行為をする。

　それが、許される行為なのかどうかは分からない。

　ここにいる限り、スイは貴重な実験体だ。『架空生物が実在する確固たる証拠』として存在する、大事に扱われるべき水棲生物。それを、俺みたいなただの学生が、セックスで汚してしまうなんて、決して許されることではない。

　昨日は必死に我慢した。それに、スイは人魚だが同性だし、おそらく俺よりも幼い子どもだ。道徳的に見ても、そんなことをしていいわけがない——理性が擦り切れそうになりながらも、俺は必死で堪えていた。

　でもスイは、俺を拒絶しない。

　俺にそばにいて欲しいとスイは言った。

　キスをしても、指を挿れても、精液を採取されるなんてことをされても、スイは俺を拒まない。それならば……。

「なに、してるの……？」

　俺はスイの上に馬乗りになったまま、ジーパンの前を寛げた。

　露わになった俺のペニスを見て、ごくりとスイが唾液を飲み込む音がした。

　俺のペニスは、自分でも見たことがないくらい激しく勃起し、怒張し、激しい興奮のせいか赤黒く脈打っている。春先の夜風の冷たさなど何も感じない。ただ、スイの中に入りたい……そんな思考ばかりが、ぐるぐると脳内を駆け巡る。

「挿れたい……だめ？」

「えっ……？」

「お願いだ、スイ。挿れさせて。……俺のことも、気持良くして」

「いれる……？　それ？」

　スイは肘で上半身を起こし、うっとりとした目つきをしながら俺の怒張を見つめている。スイの美しい瞳が、この獣じみた汚らわしい雄の象徴を見ているということに、俺はまたぞくぞくと興奮した。

　スイの口にこれを頬張らせたいとか、喉の奥までこれを突っ込んでしゃぶらせて、溢れだす精液を飲んで欲しいとか、嗜虐的で最低なことばかり思いついてしまい……そんな自分に、心底呆れた。

　俺は普段、そういう行為を好む人間じゃない。でも今は、この穢れのない美しい人魚を汚してしまいたくて、俺のペニスで善がり狂うところが見てみたくて、たまらなかった。それに、スイは必ず、挿入行為を喜ぶに違いないという確信があった。俺の気持ちは急くばかりだ。

　レジャーシートにスイを押し倒し、俺はもう一度深いキスをした。裸の下半身同士がくっつき合う感触はあまりに気持ちがいい。やや強引に、自分の性器をスイのそれに押し付けながら、いやらしいキスを何度もスイに浴びせた。

　——……もう無理だ、我慢できない。ヤりたい、ヤりたい、ヤりたい……スイと、セックスがしたい……！

　顔を離すと、唾液の糸が俺たちの唇同士を結んでいた。赤い唇から涎を垂らし、重たげに目を開いたスイの恍惚の表情を見て、俺は意を決した。

「っあ、ああ……ッ……！」

「スイ……っ、ぁっ……すげぇ……」

　優しくしたい、と思っていたけれど、だめだった。

　俺は完全に意識の全てを性欲に支配された状態で、スイを抱いた。

　そそり立つ自分のペニスを手にして、スイのアナルに先端を宛てがい、腰を押し進めて中へ割り込む。

　ぬぷ、と先端が包み込まれた途端、中へ誘い込むような動きでスイは俺を引っ張り込み、熱くねっとりとした粘膜で俺に食らいついてきた。

「あ！　ぁ、ん……んんっ」

　引き込まれるように、俺はスイのナカへペニスを埋めていく。スイは顎を仰け反らせて身悶えながら、上半身で必死で俺に縋り付いてきた。

　くっついていると、どくどくと早鐘を打つスイの鼓動を感じる。そして下半身では、スイが俺の挿入を悦んでいるのが分かる。

　次の瞬間には、俺はスイの上に馬乗りになったまま、激しいピストンを始めていた。ペニスを抜き挿しする度に淫らな音が生まれ、潮騒の音と混じり合う。

　スイの甘い喘ぎ声と絡み合うのは、恥ずかしいかな俺の喘ぎだ。

　スイの身体が良すぎて良すぎて、俺は無我夢中になって腰を振った。それこそ、理性など持ち合わせていない獣のように、本能のままに快楽を貪っていた。

「はっ、はっ……は、はっ……」

「ん、あっ！　……ん、はぁっ……！」

「やべ、ほんと、気持ちいい。すげぇ、イイよ……スイ」

「きちゃ、う……また、イくっ、イっちゃう……あ、あ、あッ……！」

「俺も、イきそ……一回抜くから、外に……」

　さすがに中出しは出来ない、してはいけない！　と、俺の中に微かに残っていた理性が警鐘を鳴らす。妊娠などはしないだろうが、スイの身体を内側から汚すことなど、あってはならない。

　しかし、俺が腰を引こうとした瞬間、ぎゅううっとスイのアナルがきつく締まった。筋肉に力を入れれば締まるような浅い部分だけじゃなく、屹立を深く受け入れている内壁の全てで俺を引き止めるように、締め付けるのだ。

「う、あ、スイっ……！　なに、してんだよっ……」

「やだ、やだ、ぬかないで……！　なかにだして、青海のほしい……ほしいよ……！」

「でもっ、……ぁ、あっ、だめだって……！」

　俺はスイの中から必死で抜け出そうとしたけれど、結局堪えきれずにイってしまった。まさに精を吸い取られるように中で、射精をしてしまったのだ。

「うっ、ん……ンッ……！」

　しかも、果てのないような、長い長い射精だった。

　この上ない快感の頂天が長く長く持続して、目眩がするほど気持ちよくて、俺はくったりとスイの上に身体をもたせかけ、その体内に精を吐き出し続けていた。

　スイはそんな俺を抱き締めて、耳元で「はあっ、はぁっ」と色っぽく吐息を漏らした。ゆっくりと顔だけを起こしてスイを見つめると、スイはぽろぽろと涙をこぼしながら、俺を間近に見つめ返している。

「ごめん、中に……」

「青海の、あつくて、たくさんで……すき。もっとほしい、もっと、たくさん」

「う、あっ……」

　今度はスイに頭を引き寄せられ、唇を塞がれた。下から挿し込まれる小さな舌は、さっきよりもずっと積極的に俺の口内を動き回り、尚も屹立したままのペニスを俺の下腹に擦り付けるように、スイは腰を揺らし始めた。

　艶めかしい動きだ。セックスの快楽を知ってしまったのだろう。与えられるだけではなく、自ら快感を得ようとするような、淫靡な動き。俺を煽って、誘っている。

　スイの中で萎えてしまったはずの俺の屹立が、再び力を取り戻していくのが分かる。スイの精液で濡れた腹に擦り寄せられるペニスの感触が、くすぐったい。スイから積極的にキスをしてくれるのが嬉しくて、幸せで。

　スイのキスは甘くて、柔らかくて、エロくて、最高。もう、やめられない。やめたくない。スイに嵌めているのは俺なのに、気付けばスイに心底ハマって、上下運動する腰の動きが止まらない。

　いくらでも快感を与えてやりたくて、与えて欲しくて、気持ち良くて、気持ち良くて、どうにもならない。

「スイっ、はぁっ……止まんね、やべ、マジ……っ」

「あんっ、ん、もっと、きて、いっぱい、して、もっと……！」

「イクっ、イくっ、あ、あぁっ……！」

　再び俺を支配する、あの持続的な絶頂感。

　ぐらぐらと目が眩む。

　スイが尾びれて跳ね上げた海水で、気づけば俺たちはぐっしょりと濡れていた。濡れた肌のぬめりが、さらに俺たちの身体に火を灯す。

　俺は荒っぽく腰を使いながら、スイの小さな胸の突起に吸い付いた。いやらしく舐め回したり、きつく吸い上げたり、音を立てつつ唇を離してみたりと、スイの身体を思う存分味わった。

「ひゃ、ぁ……！　も、やだぁっ……」

「かわいい、まじで、もう……かわいすぎだろ……」

「あ、あっ、んっ、でる、でちゃうよ……！」

　迸るスイの精液を指で掬って、俺は自分の指をスイの目の前でしゃぶった。そしてその同じ指を、スイの口の中へそっと挿し込んでみた。

「ふぅ、うっ……ん、んっ……」

　スイは舌を伸ばして俺の指をしゃぶり、指の股まで丁寧に舐め尽くす。

　小さな赤い舌が蠢くさまは、たまらないエロさだった。目を閉じて、頬を紅潮させながら熱心に俺の指を味わう表情を見てるだけで、イきそうだ。

　そんなことをしている間も、俺たちの身体は繋がったままだ。一体どれくらいの量を中に出してしまっただろうか。

　しかもスイの中は、常に粘液のようなものでぬるぬるしていて、ゆるく動くだけでもぞわぞわと快楽が戻ってくる。だからいつまでたっても終わりが来ない。このままずっと、セックスをしていたい……。

「ふ、ぅ……っ」

「スイ……まだ、やれる？」

「うん、うん、したい、青海……僕をもっと、ぐちゃぐちゃにして……」

　涙目で見上げられながらそんな台詞を言われてしまっては、たまらない。俺は完全にスイの虜だ。

　俺はつんと尖ったスイの耳たぶを舌先でなぞりながら、再びゆったりとした抽送を始めた。

　淫らな水音、潮騒、喘ぎ声——それらがわんわんと耳の中をこだまする。

　夢のような時間の中で、ひたすらに俺はスイを抱いた。

    
        第六章　変化






「佐木、おい、佐木！　聞いてんのか？」

「……は、はっい……！」

「何ぼんやりしてんだよ！　ちゃんと、尾びれを押さえとけって、うわっ！」

「すいません。つか時間かかりすぎでしょ。そりゃルルも動きますよ」

「うっせ」

　俺は今、イルカの採血実習に参加している。

　この大学で飼育されているイルカだけではなく、水族館などで飼育されている生き物たちは皆、年に五、六回という結構な頻度で採血をされ、健康状態をチェックされる。

　採取量はおよそ十～十二ミリリットルで、白血球数、赤血球数、妊娠判定、およそ五十項目を調べる。これも人間とほとんど同じ検査内容だ。

　スムーズに採血を行うために、イルカは自分から人間に尾びれを差し出すよう訓練される。訓練が上手く行けば、ハンドサインだけでくるりと仰向けになり、注射針を尾びれに刺しやすいよう、一～二分の間息を止めて動かずにいてくれるようになるのだ。

　こうしてイルカ自身の協力を得て健康チェックを行うことを、『ハズバンダリー』というのだが、すんなり採血させてもらえるようになるまでは、人間にもイルカにもかなりの訓練が必要だ。

　個体差はあるものの、大体のイルカは体長約三メートル、体重約三百キログラムにまで成長する。加えて、六メートルという高さのジャップをしてみたり、尾びれだけで水上散歩をしてみせるほどの高い身体能力を持っている。

　つまり、このサイズのイルカを人間が力づくで拘束し、のんびり検査をするようなことはほぼ不可能に近い。双方にとっての安全のためにも、イルカ自身の協力を仰ぐといった方法が編み出されたというわけだ。

　ちなみに俺は、この手のトレーニングは大得意。すぐさまどこの水族館ででも雇ってもらえるほど、俺はイルカと相性がよく、まるでテレパシーで通じあっているのではと思うほどにスムーズに事を運ぶことができる。

　しかしイルカがじっとしてくれていたとしても、尾びれは黒いから血管は見えにくい。血管の位置が針一本分ずれていたり、イルカが微かに動いて針がずれたり、運良く血管にあたっても角度が悪かったりすると血は採れない。

　ちなみに今採血を担当しているのは中田先輩。トレーナー志望なのに、こういう細かい作業が苦手だ。びしょびしょになりながら水槽の縁に腹ばいになり、必死でイルカの血管を捜しているのだが……もう、痛々しくて見ていられない。そんなにぐさぐさ針を刺すなよ。あぁ……イライラする。

「……よし！」

　ようやく作業が上手く行った中田先輩は、大げさに汗を拭う仕草をして、築地教授に注射器を渡した。築地教授は「はい、ご苦労さん」とのんびり労をねぎらい、赤黒い体液で満たされた注射器を日に透かして見上げている。

「妊娠してるといいんだがなぁ。ランボーも頑張って種付けしてくれてることだし」

「そっすねー」

と、中田先輩はタオルで顔を拭いながらうんうん頷いた。

　——種付け……。

　その言葉に、俺はどきりとした。

　築地教授は水槽の周りにずらりと並んだ学部生たちに、ハズバンダリートレーニングについての説明をしている。それを耳半分に聞きながら、俺はスイのことを考えていた。

　初めて交わったあの日、俺たちはまた夜が明けるまでずっとセックスに溺れていた。そしてその次の日も、その次の日も、俺は夜毎引き寄せられるようにスイの元へ訪れ、三日間毎晩のように濃厚なセックスをした。

　そして何度となく、スイの腹の中に射精した。求められるまま、命を吸い取られるかのように。それが気持ち良くて気持ち良くてたまらなくて、やめられなかった。

　そして俺は、三日間で五キロ痩せた。

　あれだけ腰を振ってりゃそりゃ痩せるだろう……とも思ったが、これは運動性の疲労による減量ではないようだった。

　三日間に渡るスイとのセックス漬けの夜が明けたその日一日、俺は立ち上がることすらままならなかった。

　力が入らなくて、身体が重い。泥のように眠たくて、でも襲いかかってくる激しい空腹感に耐え切れず、俺はふらつく身体に鞭打ってシャワーを浴び、学食へ行き、ひたすらに飯を食った。　

　食って食って食いまくった。目をこすりながら丼をかきこみ、たまに眠気に負けてぶっ倒れながらも、箸だけは離さなかった。

　そんな俺を相手にしていた学食のおばちゃんたちは、相当気味の悪い思いをしたに違いない。それ以来、俺の丼は常に食い切れないほどの山盛りだし、頼んでもないのに小鉢がひとつふたつ付いてくる。……まぁ、それは普通にありがたいけど。

　俺は身体を鍛えてる方だし、いくら疲れていても飯は底抜けに食えるタイプだから良かったようなものの、線の細い藤先輩なんかがこんな目に遭ったら、栄養失調で衰弱死するに違いない。もっとも、あの藤先輩に一晩中腰を振り続けるスタミナがあるのかどうかも分からないから、ひょっとしたら人魚相手に腹上死ということもあり得たかもしれない。

　——人魚は人間を誘い、捕食する……。

　衣緒の言っていた仮説は、つまりそういうことなのだろうか。

　衰弱するまでセックスに溺れさせ、自力で立ち上がれなくなった人間を食う。『食う』という表現はどうもしっくりこないけど、俺は身をもってあの凄まじいフェロモンの効果を実感した。

　それとも、食うことが目的ではなく、精を吸い取ることが目的か、とも考えた。しかし、スイは俺とのセックスの後は、元気になるどころかぐったりへろへろという様子だった。

「も。だめ……」なんてか細い声で喘ぎながらも下では俺を離さないものだから、俺はまたついつい興奮してスイをいじめまくって……って、俺の方が元気なくらいだったし。

　他の人魚がどうなのかは分からないが、少なくともスイに人食いは無理な気がする。それとも、俺はまだスイの本当の姿を知らないだけなのだろうか。もっと成長し、少年から大人になれば、スイは人を食うようなことをし始めるのだろうか——考えても考えても、分からないことだらけだ。

　スイの生態について、気にかかることは山のようにある。しかしそれ以上に、俺は日々スイのことを考えていた。

　スイの発情期が終わり、俺の性欲は通常運転に戻った。

　食う・寝るという原始的欲求を満たすだけで終わった週末が過ぎ、腹も満たされ精力も戻った。ようやく自由に動けるようになり、冷静な思考を取り戻すことができている。なのに。

　スイに会いたい……気づけば俺は、いつだってそう思っている。

　セックスをして身体を繋げ、前にも増して情が湧いたせいか……それとも、俺はまだあのフェロモンにやられているのか、これもよく、分からない。

　ぶっ倒れていた二日間、俺は何度となくスイの夢を見た。

　俺の下半身は尻尾になり、いつか見たイルカのような巨大なペニスが生えていて、水の中で絡み合いながら交尾をする夢だった。

　スイはゆらゆらと長い髪を波間に揺らめかせながら俺に擦り寄り、腕を首に絡めて何度となくキスをしてくれた。そして俺たちは尻尾同士を巻きつけ合いながら、交尾に溺れる——そんな夢だ。

　水の中にいるというのに、俺は夢の中ですらはっきりスイの体温を感じていた。あの芳香を嗅いでいた。そして、長い長い絶頂という果てしない快楽を得ていた。

　この気持ちは、セックスの残像が見せる夢のせいなのかもしれない、と考えた。

　でも、スイを想って高鳴る胸は初恋のように甘く、性的な何かに突き動かされているだけのようには思えない。

　ただ純粋にあいつのことを笑わせてやりたいし、あんな生臭いサンマじゃなくて、もっともっと美味いものを食べさせてやりたい。頼りなげな身体を冷たい水の中に四六時中閉じ込めておきたくない。もっと広い世界へ解き放ってやりたい。人工の砂の上に寝かせるのではなく、暖かく柔らかなベッドでぐっすり眠らせてやりたい……。

　スイを自由にしてやりたい。でも、スイと離れたくはない。

　自由を謳歌しているあいつの表情が見てみたい。

　力強く大海を泳ぎまわるスイの美しい姿を見てみたい。

　でも俺は人間だ。そんなことが出来るわけがない。じゃあやはり、スイをあの水槽に閉じ込めておくしか方法がないのか——

　色々なことを考えてから、はたと気づく。

　俺はただ、スイと一緒にいたいだけなんだと。






　　　＋






　その日の夕方、講義が全て終わった直後、俺はＫ棟へとダッシュした。

　うだうだ考えるのは性に合わない。スイに会いたいなら会いに行けばいい。会ってみれば自ずと自分の気持ちは分かるはずだ。

　フェロモンにやられているせいなのか、それとももっと純粋な意味であいつのことを求めているのか、本能的な部分で感じることが出来るはずだ。

　裏口からＫ棟に駆け込み、軽く息を切らしながら慣れたドアを開く。夕暮れ時の空と、透き通る青い水が満たされた水槽が眼前に開けた瞬間、俺は軽やかに高揚する気持ちを感じた。

「スイ……！」

　砂浜の上に横座りしているスイの姿がそこにあるというだけで、俺の胸はきゅんと甘く切なく締め付けられる。ゆっくりと顔を上げたスイの目が、俺を捉えて明らかにきらめく。

　その反応が嬉しくて、同時に想いが通じ合っているに違いないという手応えを感じて、更に胸の鼓動は速くなる。

　俺はスイに駆け寄り、そのままその可憐な肉体を抱きしめようと手を伸ばした。しかし、スイは瞬時に身を引いた。俺の手、虚しく空を掴む。

「何しに来た」

「えっ」

　拍子抜けしかけたけれど、スイは今も不貞腐れた顔している割に、頬をピンク色に紅潮させ、瞳もキラキラと潤んでいる。敢えてのような尖った態度に戸惑いつつ、俺はもう一度声をかけた。

「な、何って……お前に会いに」

「……僕、もうはつじょうしてない。あんなこと、しないのに……？」

「へっ？」

　スイはどうやら、俺がセックス目当てでここに来たと思っているらしい。それはそれで傷つくが、まぁ確かに、三日連続でそういうことばかりしてしまったわけだし、勘違いされるのも無理はないのかもしれないが……。

　でも、違う。俺は今、スイとそういうことをしたいなんて全く思ってない。ただスイの顔が見たかった。話が、したかった。

「そんな理由じゃないよ。会いたいから来ただけだ」

「……」

「隣、座っていい？」

「……うん」

　ゆっくりスイの方へ歩み寄ると、俺はスイの隣に腰を下ろした。スイは距離をとるでもなくその場に留まり、スニーカーと靴下を脱いで、海水に足を浸す俺を見ている。

「く～～、まだちょっと冷てーな。お前、よく寒くないね」

「寒いわけないじゃん。ずっと水の中にいるのに」

「あ、そっか。でも今は……なんで陸に？　もう日も陰ってるし、日光浴には遅いだろ」

「……なんかちょっと、からだがへんで、およぎにくくて。水のなかにいるより、ここにいるほうがらくなんだ」

「泳ぎにくい？　どうしたんだ？」

「わかんないけど。なんかこう……しっぽをうまくつかえない。水をうまくかけなくて、しずみそうになる」

「ちょっと、触るぞ」

　俺はスイの傍に膝をつくと、半分水の中に浸っているスイの尻尾に手を伸ばした。スイは一瞬身体を硬くしてぱしゃんと水を跳ねたが、その後は俺の手を受け入れてじっとしていた。

「……何だろう、……こんな」

「青海？」

　——これは、骨か？　おかしいな、こんな場所に？

　スイの骨格は、Ｘ線写真で確認済みだ。上半身は当然人間と同じ骨格だが、下半身、つまり尻尾の部分は、人間でいうところの尾骶びてい骨がぐっと長く伸び、尻尾の先まで続いているような感じになっている。これは魚類の特徴とは異なり、どちらかというとイルカに近い構造だ。

　ちなみにイルカは哺乳類だ。胎内で子どもを育み、乳を与えて子育てをする。

　イルカはかつて、四つ足で陸上に暮らす哺乳類の一種だった。しかし進化の過程で彼らは水中で生きることを選択し、水の中で狩りをするのに適した身体へと進化を遂げた。

　その証拠に、イルカの胸ビレには骨がある。まるで人間の手のような骨が。

　そして今は退化していて目には見えないけれど、Ｘ線写真には後足の名残の骨がちゃんと写る。これはイルカがかつて四つ足だった確固たる証拠だ。ちなみにスイのＸ線写真にも、その後足の骨格が写っていた。

　つまりイルカは、住む場所こそ違うけれど、ヒトと同じ哺乳類。そして人魚も哺乳類なのだろう。生物学上、人間と人魚はさほど遠い生物ではないのかもしれない。

　人魚の存在はファンタジーではなく、進化の過程で分岐した哺乳類の一種なのだという可能性も考えられる。

「青海？　……なに？　僕、へん？」

「……いや、ちょっと待って」

　俺は黙って、スイの尻尾の内側の感触を確かめ続けた。スイは怯えたように固唾を飲み、身体を強張らせていた。

　骨は太いものが一本あるだけのはずなのに、スイの尻尾に触れた感触は……少し、違和感がある。

　骨盤の下あたりに、確かな骨の感触がある。そう、人間の大腿骨のような太い骨が、二本。スイの腰骨から尾びれまで、痛くない程度に指を圧し込みながら確認した感触を、頭の中でＸ線写真に変換するとすれば、骨盤の下から二本の骨が、シフォン素材のように透き通った尾びれに向かって伸びているという状態。

　まるで、人間の脚のように。

「……どういうことだ？」

「……なに？　こわい……」

「スイ、他にはへんなとこ、ない？」

「ほか？　……うん、べつに……」

「ちょっと、見せて」

　俺はスイの長い髪をかきあげて、耳の裏にあるエラを確認した。セックスをしている時、散々舐めて噛んで感触を確かめたその白い耳たぶに触れながら、耳の後ろ、つまり耳の付け根に深い切り込みを入れたような形をしているエラを、観察してみた。

「あれ……？」

　エラであったはずの切り込みが、浅くなっているような気がした。触れるとかなり痛がったので、セックスの時はほとんど触れなかったが、今そこに指を這わせてみると、スイは「くすぐったい」と言って軽く身を捩る程度だ。

「スイ、呼吸もしにくくなってるのか？」

「こきゅう？」

「そう、息だ。水の中で息がしにくかったんじゃないか？」

「うん……そうかも」

「……何で……」

　スイの身体は、明らかに人間のそれに近付いている。俺は混乱しつつも考えた。これは一体、どういう現象だ？

　セックスのせいか？　俺が中出ししたから、スイの身体に変化が生まれた？　でも、ヒトの精液にそんな作用があるなんてことが考えられるか？　でも、スイの変化へのトリガーは、それしか考えられない。

「マジでか……？　本当に？」

「青海、なに？　こわい」

「……あ、ごめんな、あちこち押して。痛かった？」

「ううん……」

　不安げに俺を見上げるスイがかわいい。こんな時なのに俺はとくんと胸を高鳴らせ、スイを安心させようとその肩を抱き寄せた。

　すんなり俺の腕に収まってくれるスイの身体を抱き、滑らかな肌に手のひらを滑らせる。いつもは低めの体温をしていたはずのスイの身体だが、今はほんのりと温かい。

　——スイが、人間になる……？

　それがもし本当に起こりうるのなら、どんなに幸せなことだろう。住む世界を分かつ必要もなく、スイと生活を共に出来るとしたら、どんなに幸せか——俺は事の重大さを一瞬忘れ、幸せな幻のような生活を夢想した。

　しかしそんな俺の夢の泡沫は、すぐにパチンと音を立てて消えた。

　がちゃんと音がしてドアが開き、衣緒が姿を現したのだ。しかもその後には、築地教授と藤先輩の姿もある。俺は目を丸くした。

「な、何すか……？」

　動揺のあまり、つい声が震える。

　この数日間、ここはスイと俺だけの世界だった。誰にも邪魔されることのない、ふたりだけの密やかな海辺だった。

　そこへ突然、ずかずかと他人が現れたことに腹が立った。俺たちの聖域を土足で汚されたような気がして悲しくなった。

　しかしその数秒後、俺ははたと我に返った。

　ここは、そういう美しい場所じゃない。

　味気ない無機質な研究棟の中に造られた、偽物の海なのだ。

　この作り物の砂浜の上で、俺たちは何度となく睦み合ったけれど、そこに少しでもスイの意思はあったのだろうか。俺がひとりで勝手に逆上せているだけなんじゃ……。

　現実世界で親しく付き合っていた築地教授や藤先輩たちを前にして、俺はようやく夢から覚めたような気分になった。

「……何って、今日はスイの身体検査の日だ。佐木にもメールしといただろう？」

と、築地教授がのんびりした口調でそう言った。

　ここ最近はスイとばかり過ごしていたし、スイのことばかり考えていた。だから俺はスマホはおろかパソコンなどにも一切触れていなかった。

　現実世界の流れの速さについていけず、呆然としている俺のことを、衣緒三起也は冷え冷えとした目つきで睥睨へいげいしている。そして、ふんと鼻で小さく笑った。

「何だその目は。俺のスイに触るなとでも言いたいのか？」

「……っ」

「これは定期的な健康チェックだよ。スイにとっても必要なことだと僕は考えている。当然、ここにいる築地先生も、藤くんも同意見だろうね」

　築地教授が衣緒の前に立ち、俺とスイの前に跪いた。そして、えらく不服げな顔をしているであろう俺の顔を静かな目で見つめた後、諌めるような口調でこう言った。

「お前、どうした？」

「え……？」

「お前は情に厚い男だが、いつだって研究者としての冷静さを忘れない学生だった。でも今は……まるで研究者の目をしていないな」

「……」

「スイと、何かあったのか？」

　俺はふと、スイの方を見た。

　スイはひどく不安げな表情で、俺のことをじっと見つめている。まるで、助けを求めるように。アクアマリン色の瞳がうるうると頼りなげに揺れて、強く引き結ばれた赤い唇に震えを隠して、スイはじっと俺を見つめていた。

　ただでさえ、スイにとって身体検査は恐怖でしかない。か細い腕に注射針を挿されて、血を抜かれ、触られたくもない相手に身体中を弄られるのだ。

　しかも今は、身体の微妙な変化に自分でも気がついていて、不安になっている状態だ。

　そんなスイを、俺が守ってやらないでどうする。俺はここにいる誰よりも、スイのことを理解しているんだ。

　俺は低い声で、築地教授に訴えた。

「……もう、やめてください」

「え？」

「身体検査とか、二十四時間監視とか、もうやめてください。スイをこんなところに閉じ込めるのも、もうやめてやってください」

「何を馬鹿なことを言ってるんだ、君は！」

　戸惑いの表情を浮かべる築地教授の背後に仁王立ちしていた衣緒が、呆れ果てたような口調でそう言った。冷たく整った顔にははっきりとした侮蔑の色があり、口元だけが笑いを堪えるように歪んでいる。

「本気でこの人魚姫に惚れたのか？　佐木」

「……だったら、何だって言うんですか」

「え……？　はは……っ。あっはははははは!!」

　衣緒は突如気が狂ったように腹を抱えて大笑いし始めた。その横で、築地教授と藤先輩が顔を見合わせ、ただただ困惑の表情を浮かべている。

　そんなに俺は、おかしなことを言っているだろうか。スイに惚れた、だから身体検査など止めてほしいと訴えたことが、そんなにもおかしなことなのだろうか。

　——いや、笑われて当然だ——と、頭の片隅にいる理性の俺が囁いた。

　お前は水棲生物の研究者だ。そしてスイは、世にも珍しく貴重な「人魚」という生物のサンプルだ。伝承上の生き物が、こうして実現するということを証明するための大切な証拠。

　これは、世紀の大発見だ。人魚の生態について論文にまとめて発表すれば、世界中から注目を浴びることは間違いない。美しき人魚を所有する研究チームの一員として名を轟かせれば、明るい将来が約束される——

　しかし、本能の俺は言う。

　それがどうした。そんなものがどうしたっていうんだ。それはスイを苦しめてまで手に入れたいものなのか？　世界に名を轟かす？　くだらない。それがどうした。俺にとって一番大事なことは、スイの笑顔を守ることだ。

　スイが何に怯えることもなく、自由に生きていけるように手助けをすることだ。スイが望むのなら、仲間の元へ戻すために全力を尽くしたっていい。こんなところに囚われ続ける人生など、スイにとっては悲劇でしかない——……

　だけど、スイと離れたくはない。でも俺は人間で、こいつは人魚だ。一緒に生きていけるはずがない……。

　ぐるぐると頭を掻き乱す混沌とした感情のせいで、目の奥が熱くなる。スイを背に庇う俺を、衣緒が小さく嘲笑った。

「やれやれ、君は思った以上にロマンチストなんだな。ま、僕らはそんな君の感傷に付き合っている暇はないんだ。その恋心はきっと、スイのフェロモンにやられただけ。一過性の熱病のようなものだ。冷静になりなさい、佐木」

「……俺は冷静です。その可能性については、すでに自分でも考察済みだ」

「冷静？　どこが。……あぁそうだ。君が取って来てくれたスイの精液、血液以上に高い濃度のフェロモン値が出たよ。まさか君、アレを飲んじゃったの？」

「精液？　佐木、どういうことだ」

　そんな話は聞いていないとばかりに、築地教授が目の色を変えた。

　俺たちがまさかそんな関係に陥っていることなど、築地教授は想像すらしていなかったのだろう。

　俺はちらりと築地教授を見て、すぐにまた衣緒の方へと視線を戻しながら、ゆっくりと首を振る。

「飲んでなんかない。俺はあくまでも冷静です」

「そう……それは良かった。アレの濃度は凄まじい。マウスに与えてみたけれど、弱い個体は一瞬にしてショック死、若く強い個体はセックスの虜……信じられるか？　死ぬまでヤるんだ。欲求の全てを性行為に傾けて、眠ることも食べることも忘れてセックスに溺れる……凄まじい催淫剤さ」

「……な」

「血液といい、精液といい……つくづく淫魔のような生物だよ。美貌とフェロモンで心を惑わせ、人間をセックス漬けにして、一体何がしたいんだ？　人魚っていうのはやはり、そうして人間を捕食する卑しい生き物なのかな？　おとぎ話に登場するような、美しく儚い人魚姫のイメージは嘘偽りで、本当は浅ましく、淫猥で、貪欲な、薄気味の悪い、ただの化け物なんじゃないのか？」

「それは言い過ぎですよ!?　衣緒先生、どうしたんです!?」

　耳を覆いたくなるような衣緒の言葉を、藤先輩が遮った。泣きそうな顔で、衣緒の白衣を掴んで強く揺さぶっている。

　そしてスイは真っ青な顔をして、俺にすがって涙を流し始めた。衣緒の言葉の百パーセントを理解していなくとも、衣緒の目つきや悪意溢れる口調から、黒々とした攻撃性を感じ取ってしまったのだろう。俺は震えるスイの身体を両腕に包み込んで支え、さっきよりも冷えたその身体を温めた。

「衣緒先生は、そんなことを言う人じゃなかったはずです！　スイの存在を知って、あなたは目を輝かせていたじゃないですか！　人魚って本当にいたんだなって、これはすごい発見だなって、子どもみたいに目をキラキラさせながらスイの傷の手当てを手伝ってくれた。それにあなただって、スイのことを理解しようと頑張っていたじゃないですか！　何で……何で、そんなひどいことを口にするんです！」

「……黙れ、藤。君には関係ないだろう」

「でも……！」

「もういい、黙れ。まずは採血だ。藤、お前がやれ。そもそもコレはお前が拾ってきたんだろう。お前のせいで、厄介ごとが増えたんだ」

「……」

　衣緒はずいっと検査キットを藤先輩に押し付けて、氷のように冷たい眼差しで藤先輩を睨みつけている。藤先輩がびくんと全身を怖ばらせる様が、後ろから見ていても分かった。

　藤先輩にとって、衣緒は憧れの人物だ。藤先輩が学部生だった頃、衣緒は大学院生だった。衣緒が苦手だと藤先輩にこぼしたら、「本当は優しい人だよ。僕もずいぶん世話になった」と、藤先輩は笑って俺に話してくれたことがあったのだ。

　そんな相手に、あんなにも冷ややかな目で見据えられて、きっと相当なショックを受けているに違いない。

「……もうやめないか、衣緒。落ち着け」

　そこへ、築地教授の落ち着いた声が割って入る。全員の視線が築地教授の方へ集中した。

「今日の検査は中止だ。どうしたんだ？　揃いも揃って熱くなりやがって」

「……先生は、お帰りになって結構ですよ。僕一人でも検査は出来る」

「バカ言うんじゃねぇ！　見ろ、すっかりスイが怯えちまってる。今のお前は何をしでかすか分からん！　一旦帰って頭を冷やせ、分かったな！」

　衣緒の吐き捨てるような台詞のせいか、ついに築地教授も声を荒げた。衣緒は忌々しげに築地教授を見下ろし、苛立ちを露わにため息を吐く。

「それと、佐木」

「はい」

「お前にも話を聞かなきゃならん。研究室へ来い、いいな」

「……はい」

　様々な感情が渦巻き、嫌な熱っぽさに支配されかけていた空気が、しんと冷えていく。スイがきゅっと俺のシャツを掴み、「青海……」と不安げに俺の名前を呼んだ。

　俺はスイの手を握り、安心させるように微笑んで見せた。少しでもスイに笑って欲しくて、ありもしない余裕を見せつけるように、頑張って笑った。

　しかし、そんな俺の努力は、虚しく泡のように消えてゆく。

「おいおい、困るなぁ。勝手にスケジュールを変えられては」

　重たく低い声が、その場に響いた。

　その声はどことなく笑気を含んでいて、今目の前で繰り広げられている展開を面白がっているように聞こえた。

　節くれ立った太い指に煙草を挟み、紫煙を燻らせながらのっそりと姿を現したのは、大河内教授だった。

　大河内教授は余裕たっぷりの笑みを浮かべつつ、陸に上がっているスイに向かってまっすぐ歩を進めてくる。俺は咄嗟にスイの前に立って、大河内教授の粘着質な視線からスイを守るように立ちふさがった。

　大河内は「おっと」と、戯おどけたように立ち止まると、煙草の煙をふうっと俺の顔面に吹きかける。甘ったるい香りのする煙草の煙に目と鼻が沁みて、俺はけほっと軽く咳き込んだ。

「ほう……君か。精液採取に協力してくれた優秀な学生は」

「……」

「ふうん……なかなかいい顔つきをしているな。……身体もよく締まっていて、具合が良さそうだ」

　大河内のねっとりとした目線は、粘液を滴らせながら全身に絡みついてくる触手を彷彿とさせた。俺の肩や腕に指を滑らせるように触れながら、目線はじわじわと下へ動き、俺の股間の辺りをじろじろと眺め回している。

　ごつごつとした男っぽい手は、初老男性とは思えないほどにいかつく、力強い。手で軽く触れられただけだというのに、ぞわぞわと身体の奥底から湧き上がってくる嫌悪感を隠しきれず、俺はばしっとその手を払いのけ、一歩二歩と後ずさった。

　——この薄汚い手で、スイに触れるのか……？

　そんなことを考えた瞬間、たった今己の身に降りかかった嫌悪感以上におぞましい感覚が、俺の心臓をひやりと凍らせる。

　触られたくない。俺の大事なスイに。こんなやつに、スイの血液一滴、髪の毛一本でも渡したくない。スイの姿を、その目に映して欲しくないとすら、俺は思った。

「……スイに、触らないでください」

「ほう？」

「お願いします。スイを、ここから解放してやってくださ……っ」

　ぐい、と大河内のごつごつした大きな手が、有無を言わさぬ乱暴さで俺のシャツの襟を掴み上げた。

　なんて強い力なんだろう。俺の方がずっとずっと若くて体力もあるはずなのに、俺の首を絞め上げる大河内の手から、逃れられる気がしなかった。

　咄嗟に築地教授が「何してるんだ！」と叫んで止めに入ろうとしたのだが、大河内はかつての学友であるはずの築地教授をぎろりと睨ねめつけ、一瞬にして黙らせる。そして、この場には不似合いなほど軽い口調で、こう言った。

「おっと……いかんな。築地、レントゲン機器を取ってきてくれんか」

「は……？　なんだと？」

「人魚姫の全身を隈なく検査するんだ。必要だろう」

「ちょっと待たんか!!　そんなことより、精液採取だのなんだの……俺の聞いてない話が山ほどある！　うちの学生を使ってそんなことをさせていただと!?　大河内、お前は一体何を考えてるんだ！」

「やれやれ、煩いなぁ」

　大河内は俺を威嚇するように顔を近づけると、手にしていた煙草をぽいと水の中に投げ捨てた。じゅ、という音と嫌な臭いに、スイが身を縮めて怯える様子が伝わってくる。

「いいから取ってこい。実験棟まで行って取って来るんだ。そうだなぁ、あれは重たいから、藤も連れて行け」

「おい！　まだ俺の質問に何も……！」

「いいから行ってこい！　お前、いつからこの私に意見できるような立場になった！」

「……く」

「なぁに。お前が帰ってくるまで、この佐木くんとやらとお喋りをして待っててやるさ。この子とはまだ話したことがないからな。研究に携わる者同士、親睦を深めておくよ」

「……大河内。お前」

「私のことは学部長と呼べ。ほら、早く行きなさい。日が暮れる」

　築地教授は悔しげに大河内を睨みつけていたが、苛立ちをにじませたため息とともにその場を離れていった。去り際に「藤、手伝え」とだけ言葉を発し、俺の方を見ることもなく、藤先輩を連れてその場を後にする。

　藤先輩は藤先輩で、険しい顔で黙りこくっている衣緒をちらちらと気遣わしげに見つめていたが、衣緒から何も反応がないことを見て諦めたのか、黙ってその場から離れていった。

　そして俺は敵陣に一人取り残された足軽兵のような気分のまま、大河内に襟首を掴まれて固まっている。

　築地教授が俺を助けてくれなかったことも、親しんでいる先生が、こうして権力に負けてすごすごと追い払われてしまうという場面を目の当たりにしたことも、今の俺には相当なショックで、心細さに拍車が掛かる。

「さぁて、佐木くん」

「……はい」

「で、何でスイに触られたくない、と？」

「それは……」

「そこのかわいい人魚姫と愛し合ってしまったから、かな？　精液採取ができたってのはそういうことだろう？」

「……」

「どうやってヤったのかな？　まさか、挿入までしてしまった？　……あ、もしくは、挿入された？」

　邪魔者がいなくなった途端、大河内は俺の襟首から手を離し、今度はじっとりと汗をかいた熱い手を伸ばしてきて、俺の両頬を包み込んできた。

　ぞわっと全身に鳥肌が立ち、身が竦むようなおぞましさに汗が噴き出す。こいつは一体、俺に何をしようっていうんだ。

　築地教授がいた時とは打って変わった猫撫で声で、大河内は続けた。

「ねぇ、どっちなんだい？　教えてくれ」

「そ、そんなの……！　あんたに何の関係がっ……」

「関係大ありだ。今からやって見せてもらおうと思っているところなんだから」

「……は？」

「美しい物語じゃないか。囚われの人魚姫と、若き研究者の恋物語。……さぁ、いつも通りに愛を語り合って見せておくれ。これの精液が、もう少し欲しいと思っていたところだから」

「……欲しい？　何で……」

　大河内は卑しい光を瞳に浮かべながら、今度はスイの方へ目をやった。スイは怯えて、硬く身を縮めている。

　俺は思わず大河内の手を振りほどいてしゃがみ込み、スイを庇うようにその肩を抱き寄せる。

　そんな俺たちを、大河内は哀れむような目つきで見下ろしながら、わざとらしい拍手をした。

「なんと麗しい……！　お似合いだよ、若々しく逞しい青年と、可憐な人魚の恋……媚薬に添える話としては百点満点の美談だ」

「媚薬……？」

「スイのことは、表沙汰にはしないことにした。その代わり、効果抜群の『神秘なる愛の媚薬』を生み出す金の卵として、ここで死ぬまで飼育することを決定した」

「えっ……」

　俺が息を飲むのと同時に、衣緒もギョッとしたような顔をして、大河内を見た。そして、微かに震える声で、大河内に食ってかかっている。

「ちょっと待ってください!!　人魚の存在を公表するあかつきには、僕を研究チームのリーダーに推してくださるとおっしゃったじゃないですか!!　あの話はどうなったんです!?」

「その話は無しだ。お前は特に身をもって理解しているだろう？　こいつの血液と精液が、どれほど素晴らしい効果を持った精力促進剤になるかということを。性が枯れ果て、生きる愉しみを失った権力者はたくさんいる。素晴らしい救済になると思わないか？　皆が涎を垂らして欲しがるぞ！　あぁそうだ、可愛い人魚とのセックス、という特典をつけてもいいな！　これはかなりの金になる」

「金!?　……金なんか!?　そんなもののために、今までの、僕の人生を……」

「金なんか、ね。苦労人のお前なら、何よりその価値を分かってくれると思っていたのだがなぁ。もっと実験がしたい、もっと頻繁に外洋調査に出たい、そのためには精度の高い機材が必要だ、船もいる、船員もいる……研究のために、金はいくらだって必要だ。お前だって、よぉく分かっているだろう？　そのために、この人魚を利用するんだ。資源のひとつと考えればいい」

「しかし、スイの存在は人類の宝だ!!　貴重な生物が実在するという、何よりの証なんですよ！」

「そういうロマンチシズムは忘れることだ。まぁ、どうしてもというならば、そこの人魚の精が尽きて、利用価値が無くなった後で公表すればいいだけの話だろう。あぁ……もしくは、屍体だけでもかなりの価値になるだろうな。美しい人魚の屍体か……世紀の大発見であることに間違いはない」

「……っ」

「いつぞやメディアに流れて話題になった、作り物の人魚のミイラとは違う。正真正銘の人魚の屍体だ。解剖されようが、画像診断されようが、なんの嘘偽りも見つからない、本物の人魚。それを発見したということに変わりはないのだからな！」


　——……こいつは、一体何を言っているのだろう。愉しそうに嗤わらいながら、一体何を……。


　俺だって研究者だ。スイという存在が、どんなに価値のあるものかということくらい理解している。でもこいつは、スイを研究対象としてすら見ていない。

　スイの体液が持つ催淫効果。こいつが欲しいのは、それだけだ。しかも、金のため。

　金のために、死ぬまでスイをここに閉じ込めて、飼い慣らして、精を搾り取って、利用する——

　どうして？　どうしてそんなことを思いつける？　こいつだって、元々は研究者だったはずだ。どうしてスイという神秘を目の前にして、そんな下賤なことが言えるというんだ。

　俺の腕の中にいるスイの身体の震えが、大きくなる。スイは頭を抱えて、がたがたと激しく身体を震わせ始めた。首をゆるゆると振りながら頭を掻き毟り、うわごとのように「……いや。いや、いや、いや……」とか細い声を零している。

「スイ……」

「おやおや。怖がらせてしまったかな？　なぁに、君たちはただ、気持ちよくセックスをしていればいい。そして時折、この私に精液をほんの少し分けてくれればいいだけの話さ。簡単だろう？　ハッピーエンドじゃないか。君たちは永久に、このシケた研究室の片隅で結ばれ続けるんだからな！」

　大河内はまた一歩、また一歩と俺たちに近づいて、自らの考えたストーリーに酔いしれるような表情を浮かべつつ、声高にそう語った。

　——俺は、何もできないのか？　スイと一緒になって、大河内こんなやつに怯えて震えているだけなのか!?　

　そもそも、俺は何故、大河内相手にこんなにも怯えている。俺はただの学生だ、失って困るものなんか何もないじゃないか。大河内を殴り倒して、スイを抱きかかえて海へ出れば、俺はスイを自由にしてやれるかもしれない。そうだ。俺の方が若いし、力だってあるはずだ。スイを守るには、そうするしかない……!!

「ほうら、二人とも、見せておくれ。若く美しい二人が愛し合う姿を……」

「いや、いや、いや、いや、いや、いや、いや……」

　俺は壊れた人形のように身体を硬くしているスイの肩を抱く手に、力を込めた。呼吸を整え、大河内を睨み、腹の底に激しく滾った怒りをぶつけるために、拳を固める。

「ほうら……見せて」

　ぬ、と俺たちに向かって伸びてくる手。卑しくぎらつく大河内の目。

　俺たちにとっての悪の象徴を殴り倒さんと、拳に力を込めた瞬間、スイはビクン!!　と身体を仰け反らせ、天を仰いだ。

　そしてアクアマリン色の美しい目をカッと見開き、小ぶりな唇をめいっぱいに開いて、叫ぶ。


「くるな、くるな!!　くるなぁ——————っ!!」


　それは、ただの悲鳴ではなかった。声量自体は大したことはないのに、思わず耳を塞いでも防ぎきれないような、鋭く不快な擦過音の混じった凄まじい悲鳴。

　Ｋ棟のみならず、大学全体、さらには海の上まで波紋を広げ、ビリビリと空気を震わせる。

　キィィィン……!!　と、まるで脳内を掻き毟られるような不快な感覚と、眼球を抉らえるような痛み。全身が熱くなり、三半規管が握り潰され破壊されようとしているかのように、耳の奥が鋭く痛む。

　目を硬く閉じて耳を両手で塞いでも、どうにもならない。俺は自分を庇うことを諦めて両手を離すと、全身を硬直させて悲鳴を上げ続けているスイを思い切り抱きしめた。

「スイ……!!　スイッ!!」

　ガラスというガラスが、激しい振動によって次々と割れた。プールの水が、ざばざばと激しく波打つ。のんびり空を飛んでいたカモメが、ぐるぐると空中でおかしな動きをして、Ｋ棟の上空から逃げていく。

　そして大河内も衣緒も、目を閉じて硬く耳を塞いでその場に蹲り、必死でその衝撃に耐えている。

「スイ……!!　しっかりしろ!!　俺の声を、聞いて……!!」

　目の奥や耳の奥で、何かが破裂しそうに痛くて、痛くてたまらない。スイ自身の目からも、限界まで開かれたスイの唇からも、すぅうと真っ赤な血液が流れ出す。俺はそれを見て、ぞっとした。このままスイが死んでしまうのではないかと、怖くなった。

　どうしていいか分からなくなり、俺は咄嗟にスイの頭を抱きかかえた。

　スイはそれでもまだ悲鳴を上げ続けていたが、俺は何度でもスイにキスをして、語りかけ、抱きしめてはまたキスを繰り返した。

　間抜けなやり方かもしれないが、今の俺にはこれしか出来ない。スイを失いたくない。スイを傷つけたくない。その一心で、俺はスイを止めようと必死になって、強張った細い身体に縋った。

　やがて、ぷつんと糸が切れるように、その身体から力が抜けた。

　それでも尚、海風は激しく吹き荒び、あたりは妙な静けさに包まれている。

　倒れ伏している大河内と、衣緒の姿。無残にも砕け散ったガラス片。

　俺は呆然としてあたりを見回し、ぐったりと力を失っているスイを抱いたまま周囲の気配を窺った。

　大学中が停電しているらしく、暮れなずむ海辺の学び舎は真っ暗だ。Ｋ棟の外も、学生たちの困惑が滲むざわめきよって、にわかに騒然としている。

　——一体、何が起こったんだ……。

　しかし、ここを抜け出すチャンスは今しかない。良い考えがあるわけではないけれど、今を逃せば、スイは一生ここから出られない……！

　俺は頭痛をこらえ、スイを横抱きにする。そして覚束ない足取りで、Ｋ棟を後にした。

    
        第七章　ここでさよなら？






　海が荒れている。

　黒い岩肌に砕ける白波が、ジーパンの裾を濡らしていく。

　羽織っていたパーカーでスイの尻尾を包み隠し、Ｋ棟の裏手から海岸へと降りた。未だ騒然としている学内にはまだたくさんの学生が残っているから、海の方へと逃れるしか術がない。

　Ｋ棟の裏には、殺風景な岩場が広がっている。

　急な斜面はごつごつした岩だらけでとても歩きにくく、危険な場所だ。そのため、こちら側に遊びに来ようという学生はほとんどいないため、普段からひと気はない。波と風の音しか聞こえないような場所だ。

　でも、そんな岩場を海の方へ下って行くと、波に穿たれ作り上げられた、不思議な空間に出る。三方を切り立った崖に囲まれているその場所には、引き潮の時、意外なほどに白く美しい砂浜が姿を現す。

　さほど広くはないし、太陽が真上にある時だけしか日なたにはならないけど、俺は一時期、そのすぐそばにできる潮溜まりで釣りをすることにハマっていたから、この場所のことは誰よりも熟知している。

　潮が満ちると、あっという間に消えてしまう砂浜だ。そこでのんびり過ごすことはできない。潮の満ちる気配を読んで、すぐさま岩場に這い上がらねばならないという忙しなさを除けば、そこはとても幻想的で美しい場所だった。

　そして今はちょうど、引き潮の時刻。

　俺はスイを抱きかかえ、半ば滑り落ちるようにしてその砂浜まで降りてきた。崖に囲まれたこの場所なら、誰にも見つからないはずだ。たとえ潮が満ちてきたとしても、スイは人魚だ。そのまま潮の満ち引きに任せて海に放てば、スイは自由の身になれる……。

　尻尾の骨格が変化し、泳ぎにくくなったとは言っていたけれど、まるで泳げないというわけではないだろう。あのままずっと水槽の中にいるよりは、自由に満ちた海へ出た方が、スイのためになる……そうに決まってる。俺は自分にそう言い聞かせていたけれど、か細い身体を抱く腕には、力が入る一方だった。

　——スイと、離れたくない……。

　気を抜けば顔を出す気弱な感情が、俺の本音だ。

　でも、スイを抱えたまま、どうやってここで生きていく？　この大学は孤島にある。この島を出るには、フェリーかボートか、何かしら海を渡るためのツールを使わざるを得ない。ボートを盗んで逃げようかと考えもしたけれど、その後のことはどうする。

　スイは人魚だ。

　目立ちすぎるこの姿——もし誰かに見られでもすれば、きっと第二第三の大河内が現れるに決まっている。マスコミに捕まり、スイが見世物にされて疲弊するという結果は何一つとして変わらない。

　それならば、ここでスイを海に放つ。それが最善の方法だ。他に何があるというのだ。

　浜辺まで降りて、スイの尻尾を波打ち際で濡らしてやりながら、俺はそんなことばかり考えていた。ポジティブな発想など出来るわけもなく、不安ばかりが募っていく。

　——このままスイを抱いて、俺も一緒に海に沈むのもいいかもしれない。

　衣緒が言うように、スイが人間を捕食するような生物であるならば、スイの餌になり、スイの血となり肉となれば、一生一緒にいられるかもしれない……そんなことまで、考えた。

　その時、ぐったりと力を失っていたスイの尻尾が動いて、ぱしゃんと海水を跳ね上げた。俺は咄嗟に、スイの顔を覗き込む。

「ん……」

「スイ？　おい、スイ!?　大丈夫か!?」

「……お、うみ……」

「良かった……目が覚めたんだな」

「あれ……ここ……」

　スイは不思議そうに辺りを見回して、自らの尻尾を濡らす、本物の海水に指を浸した。

　じわじわと、澄んだアクアマリン色の目が見開かれ、唇が震える。ここが外だということに気がついたのだろう。スイはきょろきょろと頭を巡らせては、岩場に区切られた空を見上げ、そして俺をじっと見上げた。

「外に……出してくれたの……？」

「あぁ、外だよ。本物の、海だ」

「うわ、本当に……海、海だ……!!」

　スイの目が、今までに見たことがないくらいきらめいた。波の色を映して輝く青い瞳に深みが増し、胸いっぱいに潮風を吸い込むスイの表情は生き生きとしている。

　これでいい。

　俺のしたことは間違っていない。スイを海に放ち、自由にするんだ、それがお互いにとって一番なんだ。俺はまた大学に戻り、スイは海へ戻る。そして二度と人間に捕まらないように、スイに言い聞かせて……お別れだ。

「スイ……さぁ、行けよ。このままここから、逃げるんだ」

「え……？　青海は、どうするの？」

「どうするもこうするもないだろ。俺は人間で、お前は人魚だ。これ以上一緒にいられない。だから、ここでさよならだ」

「そんな、そんなの……」

　スイは表情を強張らせ、ゆるゆると首を振った。こっちへ向き直り、俺の腕を掴んで、何度も何度も首を振っている。必死で俺に縋るスイの手は、水棲生物とは思えないほどに熱く、汗ばんでいた。

「いやだ、さよならなんて……！　僕は、青海といっしょにいたい……!!　はなれるなんていやだ!!」

「えっ……」

「いやだ、いやだよ……!!　おねがい、いっしょにいて。青海、おねがい」

「お前……」

　スイも、俺と一緒にいたいと思ってくれている？　俺を必要だと思ってくれているのか？

　俺を求めるその言葉と必死の形相から、スイが本気だということが伝わってくる。今にも泣きそうに潤んだ瞳から、ついにはぽろぽろと涙が溢れ始めた。

　澄んだアクアマリン。ここではない、どこか遠くの美しい海の色を映したスイの瞳。すごくきれいで、愛おしい。でもここは、スイの居るべき場所じゃない。こんなにも暗く濁った海の色は、スイには似合わない。

「ば、馬鹿言うな。一緒にいられるわけないだろ……！　お前は海、俺は陸……お互い、どっちかじゃないと生きられないんだ。棲む世界が違うんだ！」

「いやだ、どうして？　どうしてそんなことを言うの？　今までみたいにいっしょにいたい、いっしょに」

「じゃあ!!　またあの狭い水槽の中に閉じ込められてもいいっていうのか!?　あいつらの都合で、血だの精液だの盗られて、二十四時間ずーっと監視されて、死んだ魚なんかで餌付けされて……お前はまた、あんな場所に戻りたいのか!?」

「もどりたくない……っ！　でも、青海とはなれるのは、いやだ……！」

「わがまま言うんじゃねぇよ!!」

　俺が声を荒げると、スイはびくっと身体を揺すって口をつぐんだ。

　俺だって怒鳴りたくはない。スイが俺を求めてくれることが、嬉しくてたまらない。すごくすごく、幸せだ。

　——でも、どうやって……。どうやって、俺はスイと生きればいい？

　こいつが笑って生きていけるようにしてやりたいのに、方法が分からない。俺はだんだん混乱してきて、頭を押さえてその場にへたり込んだ。涙が溢れるのを止めることもできず、俺は唇を噛んで嗚咽を殺した。そんな俺の肩に、スイの手がそっと触れる。

「青海……」

「……馬鹿、馬鹿野郎……!!　せっかく、自由になれるっていうのに……！」

「……青海、いやだよ……」

「まだ、泳げるはずだ。お前なら」

「……でも。僕は」

「早く行くんだ。逃げて、二度と人間に捕まらないように、遠くへ行くんだ」

「……いやだ、いやだ」

「スイ。頼むから言うことを聞いてくれ」

　涙を流す俺の頭を、スイがぎゅっと抱きしめた。頬に触れる長い髪と、薄い胸板。

　あたたかい。どうしてこんなにも、こいつはあたたかいんだろう。

　水に生きる種族のはずなのに、スイの身体は俺と同じくらい、いやそれ以上に熱を持っている。この体温で冷たい水の中に入ってしまえば、筋肉は強張り身体の機能は低下して、スイは溺れてしまうかもしれない。少し前までのスイの体温は、ここまで高くはなかったはずなのに……。

　つるんとした肌は優しく俺を包み込み、トクトクと早鐘を打つスイの心臓の音が妙に切ない。

「青海……わかった」

「え……？」

「僕は海にもどる。だから……さいごに、キスがしたい」

「……スイ」

「青海の言うとおり、僕は人魚だ。人とは、生きられない……でも、青海とすごした時間は、すごく……」

　スイは言葉を切り、涙をくいっと手で拭う。そして、ぎこちない笑みを浮かべて俺を見つめた。そして俺の頬を濡らす涙を、あたたかな唇で受け止めた。

「……わがまま言ったね、ごめん」

「スイ……」

「おわかれの、キス。して」

　拭っても拭っても、スイの目からは涙が溢れる。無理して笑おうとしている健気な表情に、胸が苦しくなるほど愛おしさを感じた。

　この体温、そして身体の変化——おそらくスイは、自分が海の中で生きていける身体ではなくなっていることに気付いている。俺と離れるのを嫌がるのは気持ちの問題だけじゃなく、自分が既に人魚でも人でもない、中途半端な存在へと変貌してしまっていることへの不安があるのだろう。

　声を荒げて冷静になった俺は、ようやくスイの気持ちにまで意識を向けられるようになっていた。

　でも、だからと言って妙案が浮かぶわけでもない。冷静にはなったが、俺はまだ途方に暮れている。

　スイをどうしてやればいいのか、俺自身がどうすればいいのか、未だに皆目見当がつかないけれど……ただ、今はスイを抱きしめたい。キスをして、互いの不安を慰め合いたいと思った。

　身体を寄せていれば、少しは安心できるかもしれない。先の見えない恐ろしさが消えるかもしれない。それがたとえ、仮初かりそめの安堵だとしても。

「スイ……怒って、ごめんな」

「……ううん」

　俺はスイの腰を引き寄せて、腕の中に囲い込んだ。か細い身体を抱きしめて、すっかり乾燥してふわふわになった黒い髪に頬ずりをし、目を閉じる。

　スイの腕が、俺の背中にそっと回されるのを感じた。俺の胸に身体を預け、穏やかな呼吸を繰り返すスイの身体はやはりあたたかくて、可愛い。ずっとこうしていたいと思った。

　誰にも邪魔をされない場所で、二人だけの世界に閉じこもっていたい。

　永遠に、そんな時間が続く場所へ——……

「スイ……海に、帰ろうか」

「え……？」

「ふたりで手を繋いでさ、海の中へ……。そうすれば、怖くないかもしれない」

「青海……？」

「お前の身体をそんなふうに変えちまったのは、俺だ。それに俺も、本当はお前と離れたくない。スイのことが好きだから、ずっとずっと、一緒にいたいんだ」

「……あ」

　顔を上げたスイの唇に、俺はそっとキスをした。スイもすぐさま俺のキスに応えて、柔らかく俺の唇を吸い返してくれる。

　抱きしめあって、キスを交わす。ただそれだけでいい。もう他には何もいらない。

　こいつさえ俺の腕の中にいてくれれば、人間だの人魚だのという種族の壁など、大した問題ではなくなるような気がした。

「……青海。一緒に、来てくれるの？」

「うん……行く。お前と一緒にいる」

「……本当に？」

「一人では、行かせられねーよ」

　俺はそっとスイを砂浜の上に横たえて、さっきよりも深く唇を重ねる。スイの舌が俺に絡まり、甘い唾液が、俺を慰めるように舌をくすぐる。互いの粘膜を舐め合い、唾液を交わし、体温を交らせながら、俺たちは何度でも深いキスを交わした。

　そうしているうちに潮が満ちてきて、海と陸の境界が曖昧になり始める。

　ざ……ざ……と、穏やかなリズムが俺たちを包む。シャツもズボンもずぶ濡れになりながら、俺は飽きることもなくスイにキスをした。徐々に冷えていく互いの体温に身を委ねながら、何度でも。

　しかし不意に、スイの身体が硬直した。

　びく！　びく！　と尻尾が痙攣したかと思うと、スイは突然叫び声をあげた。

「……っ、ぁああっ!!」

「え、ど、どうしたんだ!?」

「痛い……いたい、いたいよ……!!　ぁ、あう、ぐっ……!!」

「スイ！　どうしたんだ!?　どこ？　どこが痛いんだ!?」

「尻尾が……あぁっ……!!　熱い、痛いっ……!!」

「え……？」

　スイの腹から尻尾の上部を覆っていたパーカーを慌ててめくり、俺はスイのつるんとした尻尾を摩ってやった。スイは俺にしがみついて「痛い痛い」と叫び続け、涙を流している。

　一体何が起こっているというのだ。

　俺は訳が分からず、痛みを訴えるスイを抱きしめていることしかできなかった。海水が、砂浜に座る俺たちの腰のあたりにまで上がってくる。冷たい水に浸かっていた下半身は体温を奪われて、感覚が遠ざかっている。そのせいで痛むのだろうか。すぐに温めれば、スイの痛みは引くのだろうか。

　俺はスイを抱え、乾いている砂地の方へ移ろうと腰を上げようとした。

　だが、俺は立ち上がれなかった。

　その理由を確かめようと目線を下げると、俺の足首を握りしめている白い手が、波間にはっきりと見えた。

    
        第八章　命呑む海






　俺の足首を掴んでいる手。

　それは紛れもなく、人間と同じ形をした大きな手だった。

　ぞっとするような絵面に恐怖する間もなく、ぬっと波間から姿を現したものがある。

　夕暮れ色に染まる海に、金色に光る二つの眼。それはゆっくりと波の隙間からその全貌を露わにし、抱きしめ合う俺たちの姿をぎらつく双眸に映している。

「……あ」

　人魚だ。

　華奢な身体つきをしたスイとは比べ物にならないほど逞しい肉体を持った、成熟した雄の人魚。

　夕日を受け、燃えるような緋色に染まった赤毛は腰のあたりまでを覆い、ぽたぽたと海水を滴らせている。逆光になっていて表情は分かりにくいが、彫りが深く、西洋人のようにくっきりとした顔立ちをしている。見たところ、衣緒と同じくらいの年齢か、少し上という印象を受けた。成熟した大人の雰囲気がある。

　尻尾の色も、髪の毛の色と同様に赤っぽい色をしていて、スイのそれよりもずっと太く、皮膚の下に収まった力強い筋肉が透けて見えるようだ。両手を砂浜につき、尻尾を引きずるような格好で上半身を起こした緋色の人魚は、尚も金色の光を湛えたその眼をゆっくりと瞬かせ、俺とスイを見比べている。そして、ため息をついた。

「……やれやれ。助けを求められたから急いで来てみたのに、すやすやお寝んねとは」

「えっ……？」

　痛みのあまり意識が朦朧としているスイを抱きしめて、俺はじっとその緋色の人魚を見据えた。

　攻撃的な雰囲気はない……だが、好意的な様子でもない。獲物の動きを探るような慎重な目線を一瞬たりとも外すことなく、その人魚は俺のことをじっと窺っている。

　助けというのは、スイのあの咆哮のことだろうか。

　確かにあの激しい波動には、物体という物体の全てを振動させ、破壊するかのような凄まじさがあった。あれは、人魚が仲間を呼ぶための叫びだったのだろう。恐怖のあまり我を失ったスイが、本能的に仲間を呼び、救いを求めた……そう考えるのが妥当かもしれない。

　でも、そんなことができるなら、なぜ囚われている間に助けを呼ばなかったのだろう。仲間まで一網打尽にされることを恐れたのだろうか。

「あ、あんた……スイの、こいつの、仲間なのか？」

「あぁ、そうだよ。イルカを追っかけて迷子になったかと思ったら、そのままぽっと消えちまったそいつのことを、俺たちはずっと探してた。そいつは王のお気に入りだからな」

「王……？　人魚の？」

「ああ、そうさ。俺たちは、王を守護する戦士だ。……お前は、そいつをずっと捕らえていたのか？」

「え……」

　人魚の王——やはり人魚は、群れをなして行動する種族なのか。俺は新たに現れた人魚の硬質な声に若干恐れをなしながら、スイを抱く腕に力を込める。

　捕らえていた、と言われれば間違いはない。俺だって、スイを水槽に閉じ込めて自由を奪うことに加担していた人間なのだから。

　しかも俺はスイを汚した。スイの身体を人魚ではないものにしてしまった。人魚の王とやらにそんなことが知れたら、一体どんな制裁を下されるのだろう。

　古い言い伝えにあるように、津波を呼ぶ……？　人魚の姿を見た人間は、往々にして不幸な道筋をたどることが多いと聞く。この逞しい腕で捕えられ、荒れた海の中に引き摺りこまれたら、俺はあっけなく溺れ死ぬだろう。こんなちっぽけな島にある大学なんて、津波が来ればあっという間に呑み込まれてしまうに違いない。

　緊張し、全身を強張らせている俺を見つめている緋色の人魚の目線が、ふとスイの方へと移った。そして、肩をすくめて両手を大仰に広げ、「なんてこった」と声を上げる。

「おいおいおい。……お前ら、もう既に想い合う仲なのか」

「えっ？」

「見ろ、そいつの尾を。これじゃもう、海では生きていけないな」

「……あ、え？　ええっ……!?」

　緋色が指差す方に視線を落とし、俺は思わず素っ頓狂な声を上げた。

　スイの尾が、二つに裂けている。

　そしてそれはまさに、人間の脚のような形をしていて——

「脚……っ？」

　なんということだろう、そこにはほっそりとした脚があった。スイが、完全な人間の姿に変化している……!!

「う……嘘だろ、ほんとに……!?　スイが、人間の身体になってる……!!」

　俺は嬉しくて嬉しくてたまらず、気を失っているスイをぎゅうっと抱きしめ、頬ずりをした。

　ついさっき、スイと一緒に海に沈む覚悟を決めたときの絶望感が泡のように消え、胸の中に希望が生まれて、身体が急に軽くなる。さっきとはまるで意味合いの違う熱い涙が一筋、俺の頬を伝った。

　しかし皮膚の色は、まだまだ人間の肌色には程遠い。下半身全体が黒ずみ、青味がかったような不気味な色をしている。それに、生まれたての脚は筋肉がほとんどついていないかのようにか細く、頼りない。

　でも、足先にはちゃんと五本ずつ指があるし、人間と同じ形状をした性器がある。俺は慌てて落ちていたパーカーを拾い上げ、スイの股ぐらを隠した。

「なぁ、これ、どういうことなんだ!?　こんなことが起こるなんて、信じらんねーよ！」

「……はぁ。王は、また人間にお気に入りを取られちまった。やれやれ、慰めるのが面倒だ」

「え？」

　俺の歓喜とは裏腹に、緋色の人魚は気怠げに頭を掻きつつ、ため息をついた。

「十年……いや、十五年くらい前になるか。ここよりもう少し南の海で、王の寵愛を受けていた人魚が一体、消えたんだ。しばらくその近くに留まってそいつの行方を捜していたら、あの野郎、人間の男と寄り添って、二本の脚を生やし、陸地を歩いていやがった」

「え？　え？　……ちょっと待ってくれよ。それは、メス……っていうか、女の人魚なのか？　あ、でもあの野郎……って。え。なに？　人間に惚れると人間になるわけか？　あぁ、ダメだ混乱してきた。ちょっと座らせてくれ、聞きたいことが山ほどあるんだ」

「……お前、おかしな人間だな。俺のことが恐ろしくないのか」

「ない！　ないよ！　教えて欲しいんだ、この……スイの変化のこととか、あんたら人魚のこと、もっと知りたいんだよ！」

「……まぁ、構わんが」

　俺はスイを抱きかかえたままザブザブと海に沈んだ砂浜を抜け、少し平坦になっている岩場の上に上がり、腰を下ろした。緋色の人魚はそんな俺のそばに大人しく近づいてくると、「よっこらせ」と腕の力で自らの身体を持ち上げて、岩の上に腰掛けた。……ムキムキの人魚と並んで座る……信じられない状況だ。

「あんたも、名前がないの？」

「名は持たん。お前はそいつのことをスイと呼んでいるのか」

「うん。……話しづらいから、あんたのことは緋色ヒイロと呼んでもいい？」

「ヒイロ？　ほう……名前。俺の名か。ほう……名前か」

「そう、名前だ。あんたさえ良ければ」

「許そう。……さて、何を知りたいのだ」

「まずは……何で、スイの身体が、こうなったのかってこと」

「そんなこと、やったお前が一番分かっているだろうに」

「ま、まぁそうだけど。やっぱり、そうなんだ……え？　いやマジで？　本当に？」

「落ち着け、青年。……まぁいい。スイが起きるまで、時間潰しに話してやろう」

　ヒイロは気を失っているスイの脚をそっと撫で、静かな声で語り始めた。

「今はもう昔のことだが。かつて人魚は頻繁に陸に近づき、人間と交わっていた」

「……え」

「昔は海と人はもっと近しい存在だった。人間にとって、海は命を育み恵みをもたらす崇高な存在だった。奴らは海を敬う心を持っていた」

「……うん」

「そのうち、人間どもは急激に進化した。巨大な船を浮かべ、海から命をもぎ取った。そしてそのお礼とばかりに海を汚し、荒らし、貶めた。だから俺たちは、海にやってくる船乗りを襲った。これ以上、俺たちの海を汚すなという警告を込めてな」

「……」

「しかし、人間どもは海に出ることをやめなかった。それどころか、お前らの持つ力は強さを増すばかり。俺たちがいくら船乗りを海に引き摺り込もうが、船を沈めようが、きりがない。次第に俺たちが人を襲う理由は変化していった」

「変化……って？」

「お前らの、肉だ」

　そういって俺の方を見たヒイロの目は、さっきよりもずっと強い光を宿した金色に見えた。目をぎらつかせながら獲物を屠る肉食獣のように、鋭く尖った犬歯が見える。

「言っておくが、俺は人間など喰ったことはない。俺の親も、その親も、そのまた親も……俺の血族は、人間を食うと血が穢れると信じていたからだ。人魚族の中には、人を喰らうことをよしとしないやつも多い。現王も、人間の血は穢れと捉えている」

「で、でも……今でも、喰ってるやつがいるって、ことだろ……？」

「あぁ、今もいる。数は減ったがな。そいつらは『人喰い』と呼ばれていて、人魚族の中でも蔑まれる存在だ」

「へぇ……」

「昔から人喰いのやつらは、発情期には特に食欲が増すらしく、進んで陸地を目指した。喰うだけでは飽き足らず、女を襲い、子を孕ませるということもしばしばだった。発情期に陸に上がると、むしろ女の方から人喰いたちに近づいてくるのだという。人魚の香りに誘われて、美しい容姿や美味な体液に酔い、自ら股を開いて交わりをせがむのだと、人喰いたちは得意げだった」

「……そうなんだ」

　分からなくはない。スイの甘い匂いとフェロモンに悩殺された経験のある俺にとっては、想像に難くない出来事だ。あれは女を誘い、自分たちの種を陸に蒔くための手段だったというわけか。

「人喰いたちの自慢話を聞いて、人を喰わない人魚の男たちも、人間の女と交わる快楽を求めて陸に上がる奴が増えてきた。人魚族の女は数が少ない上に皆プライドの高い女だらけだから、淫らに乱れて自分たちを求める人間の女との交わりが、なかなかに新鮮だったらしい」

「え、じゃあ……ヒイロも？」

「俺は妻がいる。そんなことはしない」

「そうなんだ……」

「そのうちに悪い出来事が起きた。人間の男と交わってしまった男の人魚がいたのだ」

「男と？　な、なんで？」

「人魚の甘い香りに誘われるのは女ばかりではないってことだ。ある時、浜辺に上がっていた年若い……発情期を迎えたばかりの若い少年人魚が漁師たちに捕まって、そのまま三日三晩、性の相手をさせられるという出来事が起きた」

「……そんな」

「発情期を迎えたばかりで性欲を持て余していたその人魚は、むしろ人間たちの暴挙を喜んで受け入れたらしい。甘い唾液や精液を果てしなくしゃぶりつくされ、身体の奥まで人間の精液で汚されて……発情期が終わって我に返った時、そいつはショックのあまり気が触れて、そこにいた人間全てを喰い殺し、海の中へ逃げ帰った」

　凄まじい話だ。俺は息を飲むことしかできなかった。

　発情期を迎えたばかりということは、今のスイと同じくらいの年齢だろう。こんなにもか細く清らかな身体を、寄ってたかって汚されるなんて……おぞましくて、吐き気がする。ヒイロも表情を苦しげに歪めつつ、話を続けた。

「その後そいつの身体は、少しずつ変化していった。今のスイのように脚ができ、水中で呼吸ができなくなった。そいつは絶望のあまり自ら命を絶ち、俺たちはようやく人間の欲深さと恐ろしさを知った。そして当時の王は、みだりに人間に近づくことを禁じたのだ」

「……そんなことが」

「人間の男の精を体内に受けると、俺たちは人間の姿になってしまうらしい。海で生きることが出来なくなり、海の底という安らかな場所へ戻れなくなる。……それは俺たちにとって、何よりも恐ろしいことだ。人間のいる世界で生きることなどできるわけがない。鉄の船を浮かべ、おぞましい薬で海を汚すような人間どもと、ともに暮らせるわけがない」

「……」

「しかし……スイが今の姿を望んでいるのなら、こいつは幸せなのかもしれない」

　たくさん喋って疲れたのか、ヒイロは深く息を吐きながら、群青色に染まりつつある空を見上げた。

　一番星がきらめき始めた澄んだ空の色は、スイの尻尾の色によく似ている。今はもう、ここにはないけど。

「十五年前に消えた人魚は、人間の男と寄り添って生きている。……恐らく、今もな」

「ほ、本当か？　じゃあ俺たちも、一緒に生きられるんだよな!?」

「お前がスイを守ると誓うのなら、生きられるさ。そいつの存在全てを受け入れ、生涯守り抜くと誓うなら」

「誓う、誓うよ！　俺は、ずっとスイのそばにいる。スイが笑顔で生きられるように、絶対に守ってみせる！」

「ふん。……ならばもう、俺からは何も言うことはない。スイは見つからなかったと、王に報告するとしよう」

「ヒイロ、お前……すっげぇいいやつだな！」

「一度きりの人生だ。どうせ生きるなら、望んだ場所で生きるのが良かろう。十五年前に消えた人魚は、俺の親友だった。最後に見た時のあいつは、海の底にいた時よりずっと幸せそうに笑っていた。裏切り者、なんて恨み言の一つでも言ってやろうと思っていたが、あいつのあんな顔を見てしまっては……何も、言えなかった」

「海の底にいた時より……」

「やつも美しい人魚だった。鮮やかな緑……なんといったかな……あぁ、そうだ翡翠だ。翡翠のような色をした髪と尾を持っていて、見惚れるほどの美貌を持っていた」

「翡翠……？」

　十五年前……。

　翡翠色の髪と、尾……美しい容姿。

　俺の脳裏に、子どもの頃に溺れかけ、俺を救ってくれたあの人魚の姿が閃いた。

　そうだ。あの人は、鮮やかな緑色の髪をしていた。濡れたまま陸地に上がっていたから少し暗い色に見えたけど、陽の光が届くくらい透明度の高い海の中であの髪色を見たら、きっとそれは透き通るような翡翠の色に近いはず。

　消えた人魚……あの人のことに間違いない。


　——あの人もまた、人間になっている……？


　俺がそのことをヒイロに話してみようと口を開きかけた時、がりりっと背後で岩が崩れる音がした。嫌な気配がして、俺はそろそろと首だけで後ろを振り返った。

「……いた、見つけたぞ……逃がしはせん、絶対に逃がさんぞ！　お前ら……」

　険しい岩場の上に立ち、俺たちを睨みつけている影。

　それは、耳と目から血を流し、白目を真っ赤に血走らせた大河内教授だった。

「大河内……教授」

　がり、ざり、と急な岩場を半ば滑り落ちるようにしてこちらに向かってくる大河内教授が、ヒイロの姿を目に留めた。スイを抱く俺を憎々しげに睨みつけていたその目が、急に爛々と欲深くきらめき、口元に邪悪な笑みが浮かび上がる。

「……そいつも、人魚か。ほう……はは、はははははは……!!　もう一匹、人魚がいるのか!!　すごいぞ、すごいっ!!」

「何だあいつは。頭がイカれているのか？」

　ヒイロはどこまでも冷淡な眼差しを大河内に向け、醒めた口調でそう言った。

　もう起き上がれないと思っていた大河内が突然その場に現れたことに、俺は完全に怯んでしまった。だからこそ、ヒイロの泰然とした態度がとても心強い。

　ついさっきスイを守ると誓ったばかりなのに、出会ったばかりの人魚に甘えている自分が途方もなく情けないが、ヒイロには自然と俺たちを包み込んで庇護しようとするような力強さがあり、ついついそれに縋ってしまう。

「あは、あはは、は、人魚だ、人魚がたくさんいる……血液を採れ、精液を取れ……うははは、はは」

「は？　精液？　血液……何を言っているんだこいつは。おい、どういう意味だ」

　ヒイロは俺の方を見て、不愉快な表情を露わにしつつそう尋ねてきた。俺はスイをぎゅっと抱き寄せて、大河内が妙な動きをしないかどうか気を配りながら、大河内が目論んでいたことをヒイロに伝えた。

「そいつは、人魚の体液に含まれる催淫効果を利用して、金儲けをしようと考えていたんだ。そのために、スイをずっと水槽の中に閉じ込めて……」

「ほう……そうか。こいつが犯人か」

　崖を下りきり、大河内は俺たちが並んで座っている岩場に降り立った。

　夜の帳とばりが辺りを包み、その場は闇に包まれているというのに、大河内の強欲にぎらつく瞳はらんらんと燃えていて、今にも飛びかかってきそうな凄みがあった。

　しかし、さっきのスイの咆哮によって脳や肉体のどこかに損傷を受けているらしく、その足取りはよろよろとしていて覚束ない。

「さぁ……こっちへ来い。おいで……私がお前らを飼育してやる……死ぬまで、私自ら可愛がってやろう……ふは、はははっ……そうら、おいで。人魚たち……」

「……なんか、変だな」

　大河内は俺たちがいる場所とはまるで見当違いな方向へ歩を進めている。こちらの姿が見えていないのだろうか。両手は空を彷徨い、ごつごつとした岩に時折足を取られてよろめきつつ、誘われるように海の方へと歩いていくのだ。

「……やれやれ、脳をやられているらしい」

「やっぱ……そうか」

「こいつはもう老人だ。至近距離で人魚の叫びを聞いたなら、老いた身体が無事で済むはずがないからな」

「そう、なんだ……」

「しかし、人魚を捕らえていたのがこいつなら、俺はこの老人に制裁を加えなばならん」

「制裁？　……何をするんだ？」

「待っていろ」

　ヒイロはそう言うと、逞しい尾をくねらせて、どぼんと海の中へ潜っていった。陸地の上に残されて心細くなった俺は、すぐさまスイを抱え直し、大河内の視界から逃れるように波打ち際から離れた。背中に硬い崖の感触がある。

　雲が切れて、空に浮かんだ月が顔を出した。足元を照らす白い光に励まされもするが、月は大河内の視界をも平等に照らしている。スイを見つけられてしまうのではと恐れたけれど、大河内は尚もふらふらとよろめきながら、誰もいない崖先のあたりを彷徨っている。今にも海に落ちてしまいそうに危なっかしい。

　普段は一分の隙もなく着こなしていたダブルスーツはあちこちが破れていて、靴は片方脱げている。厳いかめしく整っていた容姿は見る影もなく崩れ、いかにも老獪ろうかいだった目は見る影もなく虚ろだ。

　開きっぱなしの口元に笑みをこびり付かせたまま、うわ言のように「おいで……人魚たち……あはははは」と繰り返している。その姿は、さすがに哀れだった。

　俺が呆然と大河内の無残な姿を見守っていると、ちゃぷ、ちゃぷと波音の隙間に、水音が響いた。

　ゆらゆらと高く波打つ海面に、にゅ、にゅ、と浮かび上がるものがある。

　その影は三つ。

　よくよく見ると、それぞれが銀色に光る二つの目を持っていて、こちらをじっと窺っているような気配がある。それらはゆっくり、ゆっくり音を立てずに、波を縫って岩場の方へ近づいてきた。

　やはり彼らも人魚のようだが、その中にヒイロはいない。ヒイロは、鮮やかに輝く太陽を彷彿とさせるような存在だが、彼らはぬるりと冷たい蛇のような、残忍な気配をまとっている。

　ぞっとした。俺は岩壁にぎゅっと背中を押し付け、固唾を飲んだ。

「ぁははっはああはっは……人魚、人魚……おれのもの……あははっはぁははあ」

　ぱしゃ、と三つの影のうちの一つが、波間から姿を現した。尾を翻して水を蹴るその姿は、紛れもなくヒイロと同じ人魚だ。月明かり反射する銀色の尻尾と、白く長い髪。そして、月のように冴え冴えと光きらめく銀色の瞳。まるで日本刀のような鋭さを身に備えた、細身の人魚。

「人魚……人魚だ……ははぁあっ、ははっは……は……ぁああ」

　月光を受けて銀色に輝く何かが、艶やかにうねった。

　銀色の人魚が海面から身を躍らせ、下半身に抱きつくような格好で大河内教授に飛びついた。かと思うと、そのままざぶんと海へ戻っていく。

　それはほんの一瞬の出来事だった。人魚が、大河内の身体を海の中へと引き摺り込んだのだ。

　息を飲んで目線を巡らせると、さっきまで波間を漂っていたもう二体の人魚の影が消えている。俺は直感的に理解した。あいつらは、今しがたヒイロの言っていた『人喰い』と呼ばれる人魚だろう。ヒイロの言う制裁とはこういうことだ。あの三人の人魚は、海中で大河内を喰っているに違いない。

「ぁあああ!!　ぅぎぃあああああ!!！」

　突如、夜空をつん裂く断末魔の悲鳴とともに、大河内の手が海面から突き出した。それは苦しげに、虚しく空を掴む。

　ざば、ばしゃんっと激しく水が跳ね上がる音、そこだけ激しく波打つ海面の白波。その下で、今まさになされていることを想像してしまえば、その恐ろしさとおぞましさに目眩がする。俺はスイを抱きしめたままその場にへたり込み、冴え冴えとした月の下で、人魚によって命を貪られる大河内の最期を見つめていた。

　肉を引き千切られる痛みにもがき苦しむ大河内の叫び。その悲鳴を覆い隠すように、海中から伸びる白い腕が、有無を言わさぬ強さで大河内を水の中へと引き摺り戻す。激しい水飛沫が飛び交うのも束の間、大河内は完全に、海の中へと呑み込まれていった。

　今、空に太陽があったならば、淀んだ青緑色の海を汚す、どす黒い大河内の血と脂が見て取れたことだろう。ひょっとしたら、もくもくと海の底から血煙をあげ、白目を剥いてもがき苦しむ大河内の死に顏を見てしまっていたかもしれない。

　海水によってふやかされた皮膚を食い破られ、四肢をもがれ、内臓を食い破られる様を、ありありと想像してしまっていたかもしれない——

　しかし今は、海は闇に抱かれている。水面は満ちた月を映し出し、穏やかさを取り戻した海は凪。夜の海は、懐の中で繰り広げられていた残忍な行為を、物言わず覆い隠してゆく。

　ただそこにあるのは、普段と変わらぬ静寂と、嗅ぎ慣れた海の匂い、そして……スイのあたたかな温もりだけ。

「……終わったようだ」

　どれくらい時間が経ったのか分からなかった。気づけば、ヒイロが岩場の向こうに顔を出し、ざばりと陸地に上がってきた。

「喰われたの、か……？」

「あぁ、そうだ。あいつらもまた、王を護る戦士たちだ。有害な人間を処理する、それがやつらの仕事だ」

「……そうか」

「そう怯えるな。俺がいれば、あいつらはお前たちに危害を加えない」

「……うん」

　その時、ぴくりとスイが身動みじろぎした。俺ははっとしてスイの顔を覗き込み、片目を覆っている前髪をそっとよけてやる。

　すると、スイがゆっくりと目を開き、アクアマリンの瞳に夜空を映した。

　スイは何度か目を瞬き、視線を俺の方へ移した。そして、ふわりと表情を綻ばせ、掠れた声で俺の名を呼ぶ。

「……青海」

「スイ、どうだ？　身体は？　痛いとこ、ないか？」

「うん……痛く、ない……でも、なんか、変な感じ」

「あのな、スイ。……見てみろよ、お前の脚だ。脚があるんだ」

「え……？」

　俺は自分の膝の上に座らせたスイの上半身を起こし、腰と股ぐらを覆っているパーカーの裾を少しめくった。スイは目線を下げ、自らの尾であった部分をじっと見つめている。

　ぼんやりとしていた表情が、少しずつ、少しずつ張りを取り戻し、驚きを隠せないといった表情へと変化する。驚きだけじゃない。その中にははっきりとした喜びの色がある。アクアマリン色の瞳がきらめき、口元に笑みが浮かび、スイはパッと快活な動きで俺の方を見上げた。

「僕の……あし？　僕は、人間になったの？　青海と同じ、あしなの？」

「あぁ、そうだよ。お前の身体、俺と同じだ。人間の身体だ」

「本当？　じゃあ僕、海へもどらなくていいの？　ずっとずっと、青海といっしょに、陸で生きていける？」

「あぁ、いけるよ……!!　俺たち、一緒に生きていけるんだ！」

「青海……！」

　力を失っていたスイの身体に、気力が漲っていくのが分かる。細い腕がするりと首に巻き付いたかと思うと、息もできないほどに強く強く抱きしめられた。ぎゅうぎゅうと抱きしめられ、「苦しい苦しい！」と叫びながらも、俺たちはずっと笑っていた。

　幸せで、幸せでたまらなかった。俺はスイの背中を抱き返し、緩やかに波打つ柔らかな長い髪を梳き、喜びの涙で頬を濡らすスイをしっかりと抱きしめた。

　はしゃいでいる俺たちを眺めていたヒイロが、ふうっと気の抜けたようなため息をついた。その気配を察したのか、スイは俺から離れてくるりと後ろを振り返った。そして岩場の淵に腰を下ろしているヒイロに目を留め、「あ！」と声を上げる。顔見知りらしい。

「やれやれ、お熱いことで」

「王様の戦士が、なんでここに……？」

「お前が俺を呼んだんだろう。助けてくれって」

「あぁ……うん、そうかも。あんまり覚えてないけど」

「よほど恐ろしい目に遭っているのではと急いで来てみれば、これだ。番つがう相手との睦み合いを見せ付けられることなろうとは」

「え、あ、ごめんなさい……」

　スイは自分の行いを恥じらうように俺から離れ、立ち上がろうとした。が、まだまだ脚に力が入らないらしく、すぐにへなっとその場に膝をついてしまう。使い方も分からない脚が生えているのだから無理もない。

　俺はＴシャツを脱ぐと、裸のスイにすぽんとかぶせて肌を隠した。そして、なんとか頑張って立ち上がろうとしているスイに肩を貸し、ヒイロのそばへ近づいてゆく。ヒイロは穏やかに微笑み、そんな俺たちの歩みを見守っていた。

「いい脚じゃないか。よかったな、スイ」

「うん。でも……王様、怒るかな」

「なぁに、気にするな。お前は見つからなかったと報告する」

「本当？　ありがとう……！」

　スイは、頭を垂れてヒイロに礼を言った。ヒイロはことも無げに首を振ると、月明かりの下でからりと明るい笑顔を見せた。

　こうして笑っていると、ヒイロは随分と若く見える。落ち着いた大人の雰囲気を漂わせているけれど、満面の笑顔はとても清々しくて、若々しい。

　その時、ヒイロの足元にぬっと頭が出てきた。誰かと思えば、濡れた銀色の髪を頭に張り付かせた『人喰い』の人魚だ。つまり、ついさっき大河内を喰い殺した……。

　俺はぎょっとして後ずさったが、ヒイロは気軽な感じで「ご苦労」と声をかけている。すると銀色の人魚は、水を蹴って胸から上を海面から出すと、気怠げな動きで濡れた髪を尖った耳に引っ掛けた。

「……ったく。美味くもない肉を喰わせやがって。いつもいつもつまらん仕事を押しつけやがる」

「まぁいいじゃないか。大っぴらに肉が喰えるんだから」

「……それより。また、人になったやつがいるのか」

「ああ、そうだ。このことは他言無用だぞ」

「俺たちの言葉に耳を貸すやつなんかあの国にはいないさ。……ほう、そっちのやつが、精を吐いた人間か」

　銀色は月と同じ色をした瞳をきょろりと動かして、俺の全身を眺め回した。

　銀色の瞳は猫の目のような形をしていてくるりと大きく、一見可憐な顔をした人魚に見える。しかしその瞳の色は人間に近いスイやヒイロとは違い、どちらかというと魚類などに近いような色合いをしている。月の光を鏡のように反射して、ぎらり、ぎらりと光るのだ。

　不気味な瞳に見上げられ、居心地の悪い思いをしながらも何とかその視線に耐えていると、人喰いの人魚は「ほほう」と呟いて目を見開き、赤く細い唇を釣り上げてニヤリと笑った。顔立ちはきれいだけど、その笑顔はどえらく不気味で、やっぱり怖い……。

「おもしろい。人間、お前は人魚の血を引いているな」

「え……？　えっ!?　俺が!?」

「人喰いの嗅覚はごまかせない。お前の先祖は、どうやら人魚と交わった人間のようだ。微かに俺たちと同じ匂いがする」

「俺が……？　人魚の血を引いている？」

「はははっ！　だから物好きにも、人魚を嫁にしようなんて思ったのかもしれんな、青海よ！」

と、人喰いの言葉を聞いたヒイロは、からからと大声で笑った。

　いきなりそんなことを言われても、どういう反応をしていいのやら分からない。が、思い返せば、頷ける部分はたくさんある。

　水槽の中で溺れかけた時、スイの声が直接脳に響いてくるという体験をした。そう言えば幼い頃、翡翠の人魚に助けられたあの時も、海の中で彼の声が聞こえた。人魚と繋がるための素地を、俺はこの身に備えていたのだ。

　そういえば、スイはいつか俺のことを「仲間と同じ匂いがする」と言ったことがあった。あの時は、普段から海にいることが多いせいで魚っぽい匂いがするのかな……などと考えていたけれど、スイは敏感に、俺の中に流れる同族の匂いを嗅ぎ取っていたのだろう。

　ふとスイを見下ろすと、どことなく嬉しそうに俺を見上げていて、ふわりと寛いだ笑顔を見せた。仲間たちに囲まれて安心しているのだろうか。こんなにも可愛らしい笑顔で見上げられてしまうと、どうしようもなく胸が高鳴る。やっぱりスイって、すげぇ可愛い。

「青海は、僕らの仲間だったんだね」

「うーん……何万分の一かは、そうみたいだな。実感ないけど」

「ふふ、なんか嬉しい」

「そうか？」

「うん」

　月の光を受けてうるうると潤んでいるアクアマリンの瞳は、透き通るようにきれいだ。俺がついついスイの瞳に見とれていると、だんだんスイの目つきもうっとりとしたものに変わっていく。

　俺たちは自然と見つめ合い、とくとくと心地よく高鳴る胸の鼓動を共有していた。これからは、この美しい瞳をいつまでも見つめていられる。これからはいつでもどこでも、可愛い元人魚の恋人を、この腕で抱いていられる——幸せな夢を見ているような気分だった。

　幸福感に酔いしれ、時間が経つのを忘れて見つめ合っている俺たちに、ぱしゃんと冷たい水がぶっかけられた。「うぁ！」と悲鳴をあげつつ我に帰ると、銀色の人喰い人魚が仏頂面で俺たちを見上げている。

「不愉快な奴らだ。俺たちの存在を完全に忘れてやがる」

「えと……ごめん」

「フンッ。一生そうしているがいいさ。俺は先に帰るぞ、長オサ」

「ちょっと待て。俺には今、ヒイロという名があるのだ。長なんて味気ない呼び方はやめて、俺のことはヒイロ様と呼べ」

「ヒイロだぁ？　人間に名付けられたのか？」

「あぁ、そうだ。お前も名をもらうといい。何かいい名はないか？　青海」

「えーと……じゃあ、ギンで」

「ギン？　そのまんまじゃねぇか」

と、銀色の人魚は顔をしかめつつも照れくさそうに口元を歪め、ざぶんと海の中へ消えてしまった。

「不愛想なやつですまんな。でも、ああ見えて喜んでいるらしい」

「そ、そうかな」

「もう少し語らっていたいところだが、人の気配が近づいてきた。俺たちは海の底へ帰るとしよう」

　ヒイロは一度伸びをすると、ざぶんと海へ飛び込んだ。一旦海の中に沈んだあとにざばりと水を掻いて浮上したヒイロは、濡れた前髪をかきあげて、岩場に立つ俺たちを見上げた。そして、穏やかな声で別れを告げる。

「スイ、元気でな」

「ありがとうございます。ヒイロ様！」

　スイはするんと俺の腕から抜け出ると、岩場に膝をついて、海を漂うヒイロに向かって手を差し伸べた。するとヒイロはその手を取り、恭しくスイの指先にキスをする。

　それはとても、美しい光景だった。

「ふふ。名を呼ばれるとはいいものだな」

「ヒイロ、ありがとう。本当に、ありがとうな」

「ああ。スイを頼んだぞ！」

　雄々しい声が高らかに響く。ヒイロは片手を挙げ、ぱしゃんと水を蹴って後ろ宙返りをして見せた。

　波飛沫が月光できらきらと輝き、赤い尾が鮮やかに閃く。そしてそのまま、ヒイロたちは海の中へと消えていった。

　いつしか穏やかに凪いだ海に、人魚たちの気配が遠ざかる。

　俺たちは肩を寄せ合って、しばらくの間、白い月を映す夜の海を眺めていた。スイの体温が、すぐそばにある。望んでいたぬくもりが、すぐそばに。

「……青海」

「ん？」

「僕、歩く練習、しなきゃいけないね」

「はは、そうだな」

「ちゃんと、人間になれるかな。大丈夫かな」

「大丈夫だよ。スイは今のままでいいよ。無理に変わろうしなくていいんだ」

「……そっか」

　おっかなびっくりその場に立とうとしているスイが可愛くて、俺はもう一度スイを横抱きに抱き上げた。歩く練習はまた後で。今はとにかく、スイとキスがしたかった。

　スイもまた、同じ気持ちだったのかもしれない。抱き上げるとすぐに、スイは腕を伸ばして俺の首にしがみつき、積極的に唇を求めてきた。

　穏やかな潮騒に包み込まれながら深いキスを繰り返していると、海や地球、または宇宙……人智を超えた偉大なものに抱かれているような心地がして、とても穏やかな気持ちになった。

　自然が俺たちを祝福している——大げさかもしれないが、俺たちを包む空気のあたたかさに、そんな幻想を抱いてしまう。

　それほどまでに波風は穏やかで、花冷えの夜に似合わないくらい、ここには優しい風が吹いている。

　もう俺たちを隔てるものは何もない。俺はスイを離さない。これからはずっと、この温もりを抱いて生きていこう。

　海と、夜空と、そして他ならぬスイに向かって誓いを立て、俺はか細い恋人の背中を強く強く抱きしめた。

「……帰ろうか」

「帰る……？　どこへ？」

「俺の部屋。狭いし、大したもんはねーけど……ベッドとシャワーがある」

「べっど？　しゃわー？　何それ」

「びしょ濡れになったから、身体が冷えたろ？　きれいにして、あっためてやる」

「そういえば……身体が冷たい」

「もうお前は人間だから、冷たすぎる水は身体に毒なんだ。シャワーを浴びて、あったかいベッドで一緒に寝よう」

「一緒に……？」

「うん。くっついて寝ようぜ。ちょっと狭いけど、ふかふかのベッドで」

「うん……！」

　そう言って、スイは満面の笑みを俺にくれた。

　夜空すらも明るく照らすような美しい笑顔を見せられて、俺は完全ノックアウト。

　かわいい、やばい、目眩がする。こんなに可愛い生き物と一緒に眠る……ううむ、俺は素直にこいつを寝かせてやれるだろうか。高鳴る胸を必死で宥めながら、俺はスイに肩を貸して歩き出した。

　回り道になるけれど、海を見ながら家まで帰ろう。

　そして今夜は、スイをしっかり抱きしめて眠ろう。たくさんたくさん、愛の言葉を伝えよう。

　脚と脚を絡めて、互いの肌を感じながら、ふたりきりの穏やかな夜を過ごすんだ。

    
        第九章　衣緒の見舞い






「そうか……大河内教授が……」

　ある日俺は、衣緒の入院先である本土の総合病院を訪れていた。

　大河内と同じく至近距離で人魚の叫びを耳にしてしまったせいで、衣緒は三半規管に異常をきたし、ここで入院治療に当たっている。

　絶え間なく襲ってくる目眩と吐き気に苦しめられ、一人で歩くことすらできなかった衣緒だが、半月余りの治療でその症状は大分軽減しているらしい。自力歩行が可能になったので、そろそろ退院も近いようだということを築地教授から聞き及び、見舞いにやってきたというわけだ。

　そこでようやく、俺は衣緒に大河内の最期を伝えた。

　衣緒と大河内は強い師弟関係があるようだったし、衣緒も人魚に深く関わった研究者の一人だ。俺の個人的感情はともかくとして、衣緒にはあの海で起きた出来事の全てを伝えておかねばならないだろう。

　人と人魚の因縁に関する話や、人喰いのこと……俺は全てを話した。そして、スイに起こった夢のような出来事についても。

「……人魚が、人に……か。まるでお伽話だ」

「はい。そういうことなので、もうこれ以上、スイのことを追わないでください。あいつのことは、俺が責任持って面倒見ますから」

「ふ……。君は相変わらずだな。人間の世界のことを何も知らないあの子を、君一人で養って行こうっていうのか」

「そのつもりです。けど……しばらくは、築地教授が俺と一緒に経過を見守ってくれます。とりあえず、ちゃんと歩けるようになって、人間と同じ生活習慣が定着するまでは」

「……なるほどね。食事、排泄、セックス……プリミティブな部分が今までとは全て異なるわけだし、スイも戸惑っているんじゃないのか？」

「ええ。でも、意外とすんなりやれてます。あいつ自身が、早く普通の人間らしくなりたいと願っていますから」

「……そうか」

　白いパジャマ姿の衣緒は目を閉じてため息をつき、背を起こしたベッドにもたれて天井を仰いだ。

　少し痩せて髪が伸び、顔色もあまり良くない衣緒は、大学にいた頃よりもほんの少し小さく見える。そのせいか、衣緒が身に纏っていた刺々しく華のあるオーラや、威丈高なとっつきにくさのようなものはなりを潜めていて、俺はいつになく衣緒のことを人間らしいと感じた。

「……大学を辞めるそうだな」

「はい」

「勿体無いな、せっかくここまで積み上げたものを」

「意外っすね。引き止めてくれるんすか？」

「君は優秀な学生だ。院を出ておいた方が、君の将来のためになるような気がするがな」

「ありがとうございます。でも、俺の気持ちは変わりません。仕事のあてもありますし」

「そうか、ならばもう余計なことは言わないでおこう。ただ……海は広いんだ。解明しなければならないことは、まだまだ山のようにある。僕は、君の頭脳と熱意に期待している。落ち着いたら、また大学に戻って来い」

「はい。……ありがとうございます」

　まさか衣緒からそんなことを言われるなんて思ってもみなかった。研究者として仰ぐ相手にあたたかい言葉をかけてもらえたことが純粋に嬉しくて、俺はベッドサイドの椅子に腰掛けたまま頭を下げ、もう一度「ありがとうございます」と言った。

　しばらくの沈黙のあと、衣緒はふと窓の外へ目をやって、少し物憂げな表情を見せた。

「……スイに詫びたいな。ひどいことを言った」

「詫び、ですか？」

「大河内は、僕にスイの血液を飲ませて人体実験をしていたんだ。性的な行為をたくさん押し付けられて……おぞましくて、苦しかった。だからつい、スイの存在まで汚らわしく思えて、あんなことを言ってしまったんだ。こいつさえいなければ、僕はこんな目には遭わなかったのに、なんてことを思ったりしてな」

「じ、人体実験……!?」

「皮肉なもので、ヒトへの催淫効果を実証していたのはこの僕だ」

「ひでぇ……」

　大河内教授に迫られた時のことを思い出し、全身が総毛立つ。苦々しい表情を浮かべているであろう俺を見て、衣緒は力無い笑みを浮かべた。

「まぁ……大河内との関係は、今に始まったことじゃないんだ。まだ大学に入りたての頃、僕は大河内に憧れてゼミ生になった。あの頃はまだ、あの人は僕にとって尊敬すべき師であったと思う。でもある時、奨学金をもらい、バイトを掛け持ちしながら大学に通う僕に、あいつはこんなことを言ってきた。……生活の面倒は全て見てやるから、自分の助手になれと」

「え……助手？」

「助手なんて、聞こえがいいだけのカモフラージュだ。僕は研究に費やす時間と金が欲しくて、あいつの愛人になったんだ。でも、何年たってもあいつから押し付けられる行為に慣れることができなくて、セックスを強要されるたび、自らの浅はかさを悔やみながらも、耐えることしかできなかった。でも……おかげで僕は研究に力を注げた。論文はお偉方に認められ、学会では注目された。あっという間に准教授という席まで手に入って……だからどうしても、やめられなくて」

「そ、そうだったんすか……」

　衣緒はまるで他人事のように、淡々とそんな話をし始めた。予想だにしていなかった話の内容にただただ驚くばかりで、間の抜けた相槌を打つことしか出来なかった。

「スイの存在を知った時、僕は純粋に感動したんだ。なんて美しい生物なんだろうと、目を奪われた。架空の水棲生物が、今僕の目の前にいる……これは奇跡だと思った」

「はい……」

「彼の存在を汚したのは、大河内と僕だ。スイは何も悪くないのに……随分と、怖がらせてしまったな」

　衣緒は背を起こしたベッドにもたれ、長い長いため息をついた。

　疲れた顔をしているが、その横顔はどこか軽やかだった。大河内という呪縛が消え、今まで衣緒の身体に絡みついていた重い鎖が、全て解けて消えたのだろう。衣緒もまた、スイと同じく自由を手に入れたのだ。

　その時、ベッドとドアを隔てているカーテンが、かすかな音を立てて開く。

　振り返るとそこに、藤先輩に付き添われたスイが立っていた。

「スイ……」

　衣緒が目を丸くして、人間の姿になったスイを見つめている。

　ごく普通の少年のように、色あせたジーパンと白いＴシャツを身につけたスイが、そこにいる。

　靴下の感覚が苦手だから、足元はいつもビーチサンダル。長かった髪は惜しげもなくバッサリと短く切り、柔らかいくせ毛を生かしたオシャレな短髪になっている。

　しかし、鮮やかな目の色とその美貌だけは変えようがない。澄み渡るアクアマリン色の瞳や、日本人にしては彫りが深く整った顔立ちは、どんなに人間らしい格好をしていたとしてもどうしようもなく神秘的で、美しい。

　衣緒はしばらく黙してその姿を見つめていたが、一つ息を飲み、スイに声をかけた。

「スイ……だよな？」

「……うん」

「すごい、本当に……人の姿に」

「……ごめん、話、聞いちゃった。イオと、あいつのこと」

「いや……別に構わないさ」

「僕は怒ってないよ。イオはあの時、僕のことを宝だと言ってくれた。それが、嬉しかったから」

　そう言って、スイはちょっと眉を下げ、照れ臭そうに笑った。そんな表情を見て、衣緒の強張った顔から力が抜ける。そして、スイに応じるように笑みを見せた。

「……君は美しい。本当に」

「へへ。ありがと」

「ごめんな。あんなところに閉じ込めて、嫌な思いをたくさんさせてしまった」

「もういいよ。だって、あそこにいたから青海に会えたんだもん」

「へ？　おい、スイ……」

　ベッドサイドの椅子に座っていた俺の背中に、スイがくっついて甘えてくる。そんな俺たちを見て、衣緒は小さく声を立てて笑った。

「はは。仲が良いんだな」

「イオにはフジがいるじゃないか。フジはイオのこと好きだから、仲良くしなよ」

「え？」

「は？」

「ちょっ!!　何、何言ってんだよスイ!!」

　固まる俺と衣緒。そして真っ赤になって、ダラダラと汗をかき始めた藤先輩……。え、何？　そうだったの？

「フジ、言ってたじゃん。どうやったらイオの役にたてるかなぁって。どうやったら、イオを元気にしてあげられるかなって。それって、好きってことでしょ？」

「そっ……い、言ったけど……!!　でも今本人の前でそんなこと言わなくても!!」

「なんで？　言わなきゃわかんないよ」

「そりゃ、そうだけど……!!」

　藤先輩、ヤバイくらい顔真っ赤。病室は涼しいのに汗が止まらないみたいだし、衣緒のことをちらちら気にしてて泣きそうだ。

　こんなところで大事な話をぶちまけちまうなんて……。スイには『空気を読む』っていう人間の作法も教えないといけないらしい。俺はぽんと膝を叩いて立ち上がり、俺にしなだれかかって甘えているスイと手を繋いだ。

「まぁ、そういうことなら。俺たちは退散することにしましょうか。帰るぞ、スイ」

「え、もう？」

「藤先輩、衣緒先生と二人で話したいことがありそうだしさ。じゃ、失礼しまーす」

「ちょ!!　佐木っ!!」

　俺はスイの手本になるように、バッチリ空気を読んで病室を出た。

　藤先輩の救いを求めるかのような呼び声が、なんとなく聞こえた気がした。






　　　　＋






　病院を出て、舗装された坂道を下ると海がある。

　島々が点々と並ぶ瀬戸内海を望むこの土地は、美しい風景と古くからの街並みが売りの観光地でもあり、古民家を改装したカフェや、古めかしい魅力のある土産物屋などが軒を連ねている。

　俺たちは海を眺めながら、のんびりと海沿いを歩いた。時折、島と島を結ぶフェリーの汽笛が聞こえてくる。

　すると、不意に立ち止まったスイが俺のシャツの裾を引いた。振り返ってみると、スイは土産物屋の前に置かれているソフトクリームの模型を物珍しそうに見つめている。

「ねぇ青海、これ何？」

「え？　あぁ、ソフトクリーム売ってますっていう看板だよ」

「そふとくりーむ？　なにそれ」

「食ってみる？　……すんませーん。おばちゃん、ソフトクリームひとつ」

「あ、はいはい。いらっしゃい～」

　俺は尻ポケットから財布を出し、バニラ味のソフトクリームを一つ買った。

　スイは人間の食べものの何もかもが珍しいらしく、目に付いたものは何でもかんでも味見をしたがる。俺は甘いものが苦手だから菓子の類いは食わないけど、スイは結構甘いものが好きなようで、チョコレートやケーキ、ドーナツなどが大好きだ。

　売店のおばちゃんがお釣りを俺に手渡そうとした時、スイが売店を一周して戻って来た。

　おばちゃん、一瞬にして目が釘付け。ちゃりんちゃりんと、丸っこい手から小銭が滑り落ちてゆく。

　スイはおばちゃんとしばし真顔で目を合わせていたが、ソフトクリームの存在に気がついた途端、花のような笑顔を見せた。すると一瞬にして、おばちゃんの顔がデレデレととろけてゆく……。

「あれまぁ～綺麗な子じゃねぇ！　外国の人？　かわいいねぇ～！」

「え？　うん、そうです」

「あらそう～、高校生くらい？　ほんっとにきれいねぇ、観光？　それともそこの病院にお見舞い？」

「ええと。おみまいです」

「んまぁ～日本語お上手！　上手にお話できたけん、これ、おばちゃんからサービス」

「うわぁ、ありがとう！」

「ううん、いいんよ。また寄ってねぇ」

と、ちゃっかりもみじ饅頭の小袋をもらっている。

　ひらひらと手を振って、俺たちは売店を後にした。

　ここの土地は海と山がほど近く、木々の緑と海の青の対比がとてもきれいだ。風光明媚な観光地だが、平日の昼過ぎということもあり街中はさほど人も多くない。穏やかな午後のひと時である。

　俺たちは、海に面して置かれたベンチの一つに腰を下ろした。そしてスイは、早速ソフトクリームを初体験。先っちょの尖った部分を口に含んだ途端、うっとり幸せそうに目を細め、「おいしい～！」と笑顔になった。……すっげぇかわいい。

「冷たくて、甘い……。わあ～なにこれ、すごい！」

「そんなに美味い？」

「おいしいよ。青海も食べて」

「え、俺はいいよ。甘いもん苦手だし」

「そんなこと言わないで、ほら」

「いらねーってば」

　そんなやりとりを何度か繰り返していると、スイはついに膨れっ面になってしまった。怒るのかなと思って見守っていると、スイは溶けかけたソフトクリームを少し多めに口に含み、いきなり俺にキスをしてきた。

　ひんやりとした甘いクリームと、冷たくなったスイの唇の柔らかな感触。それがあまりに心地よくて、俺は苦手だったはずの甘いクリームを自分から飲み込んだ。そしてついでに、スイの唇の端からとろりと垂れた白いクリームを舌先で舐め取る。

　甘い甘いキスの後、スイは自分の唇をぺろりと舌で舐め、得意げに微笑む。そして「おいしいでしょ」と言った。

「うん……美味い」

「でしょ、もっと食べる？」

「いや……アイスがっていうか、お前が美味い」

「え？　どういう意味？」

「……何でもない」

　嬉しそうにソフトクリームを舐めているスイを見守りながら、俺はようやくここが公共の場であったことを思い出し、慌てて周りを見回した。幸い周囲にはひと気がなく、さっきのキスは誰にも見られてはいないはず……。

　のどかな風景の中に、二人きり。打ち寄せる波の音と、空高くを飛ぶカモメの鳴き声だけが、のんびりと俺たちを包んでいる。

　俺はふと、かねてからスイに提案しようとしていた事柄について、今ここで話をしようと思い立った。

「スイ。ちょっと話があるんだけど」

「なーに？」

「あのさ。もう少し先になるけど、もっと海の綺麗なとこに引っ越そうかと思ってるんだ」

「え？　ひっこし？」

「うん。いつまでも築地教授や藤先輩を頼ってんのも心苦しいしさ。新しい場所で、俺とふたりで暮らさないか」

「え、ふたりで？」

「そう。俺とふたり……ってのは、不安？」

　スイはソフトクリームを食べる手を止め、澄んだ瞳でじっと俺のことを見つめた。

　さらっといつもの調子で誘ったけど、これはスイの前に跪いて手を取って、もっとロマンチックな時と場所を選んで言うべき台詞だっただろうか。「ふたりで遠くへ行って、一緒に暮らそう」なんて、まるでプロポーズじゃないか。

　ムードのない真昼間だし、今まで気づかなかったけど、少し離れたベンチでは、犬を連れたじいさんがうとうと船を漕いでいる。もっときちんとした場を設けて伝えればよかった……と、自分の行動を後悔したが、スイは笑いを噛み殺すようにむずむずと唇を歪め、頬をぽっと薔薇色に染めた。

　そして、こくこくと何度も何度も、小刻みに頷いている。

「不安なわけないじゃん！　行く！　青海と暮らす！」

「え……マジで、いいのか？」

「僕は青海と離れない。青海についていく。どこへでも、一緒にいくよ！」

「そ、そっか。うん。へへ……サンキュ」

「へへへっ」

　スイは照れ隠しのように、残っていたコーンをサクサクっと平らげた。指についたクリームをぺろりと舐めながら、スイはまた「ふふふっ」とくすぐったそうに笑っていて、なんだかとても嬉しそう。

　そんな様子を見ていたら、性懲りもなくまたキスがしたくなった。キスだけじゃなくて、もっと……。

「なぁスイ……ホテルに帰ろっか」

「え？　もうー？　まちを見て歩くんじゃなかったの？」

「あー、ええと。それは晩飯時にしよう。今はその……お前と、イチャイチャしたい気分なんだ」

「いちゃいちゃ？」

「うん。俺、今すごく……お前を抱きたい」

「えっ」

　ぽっ、とスイの頬がまた一層赤くなる。何の色気もない誘い文句だが、俺は言葉を綺麗に飾ることが苦手だ。だからこれが、精一杯の誘惑だった。

　スイはジーパンでごしごしと手をこすり、そっと俺の手を握った。スイの手もかなり熱い。うるりと潤んだ大きな目で見つめられ、俺の身体はまた一層熱くなり、どきどきと鼓動が速くなる。

　スイが人間になってからというもの、俺たちはまだ、挿入に至るまでのセックスをしていない。

　人間の、しかも同性同士の身体だ。すんなりセックスが出来るというわけではない。しかもスイの外見は、まだまだ十五、六歳の未成年だ。そういうことをしていると、どうしても罪悪感を感じてしまう。

　でもスイはあの時の快感を覚えているのか、そういう雰囲気になると、可愛く甘えて俺を欲しがる。しかし、こんなにも可憐な少年を、俺の性欲で汚してしまうのがなんとなく恐ろしくて、その先へ進めなかった。

　でも、今はスイが欲しい。俺との暮らしを受け入れてくれたスイを、もっと深く愛したい。俺はスイと指を絡めて手を繋ぎ、返事を待った。

「……いいよ」

「ほんと？」

「今日は最後まで、してくれる？」

「うん、したい……。スイと一緒に、気持ち良くなりたい」

　俺が小声でそう言うと、スイはキラキラと目を輝かせてにっこり笑った。そして、俺の手をぐいと引いて立ち上がり、にこにこしながら早足に歩き出す。

「ふふっ……じゃ、帰ろう！　帰っていっぱいせっくすしよー！」

「ちょ！　でっかい声で言うなって！」

「青海、大好き。大好き！」

「うん、俺も」

　スイは誰に恥ずかしがることもなく、俺と手を繋いで、ぴったり身体を寄せてきた。自然に愛情表現をしてくれるスイと指を絡めて歩いていると、俺までついつい満面の笑みになってしまう。

「よかった。人間になれて。青海とずっと一緒にいられるもん」

「人間嫌いは直ったのか？」

「んー？　分かんない。でも、青海は好き。ツキジも、フジも、イオも好き」

「衣緒も？」

「うん、今はね。あとねー、さっきそふとくりーむくれたおばちゃんも好きだよ」

「ははっ。そっか」

「でもやっぱり、青海は特別。一番好き。大好きだよ」

「ありがとう、俺もだよ。スイが大好きだ」

「ふふー」

　スイの「好き」が増えていく。

　Ｋ棟に閉じ込められていた頃、暗く荒んだ表情で「人間なんかだいきらいだ」と言っていたことが嘘のように、スイの表情は明るく軽やかで、そして優しい。

　俺たちは堂々と手を繋ぎ、明るい陽光の差し込む海沿いの道を、軽い歩調で進んだ。

　夏の気配を感じさせる鮮やかな日差しが、俺たちの頭上で燦々と輝やき、ふたりの未来を明るく照らす。

　眩しげに空を見上げるスイの白い肌に、きらめく太陽はよく似合う。目を細めて幸せそうに微笑むスイの手を、俺は強く強く握りしめた。






　この先もずっと、決してこの手を離さない。

　光溢れるこの世界で、俺たちはずっと一緒に生きていくんだ。

    
        エピローグ






　それから、三ヶ月が経った。

　季節は盛夏。海の季節だ。

　俺は宣言通り大学院を辞め、スイと沖縄県のとある離島で暮らしている。

　スイによく似合う、南国の海。

　アクアマリンの瞳によく似合う、鮮やかな明るい青に囲まれた海辺。そこが俺たちの、新しい住処だ。

　築地教授にも大学に残るようにと強く引き止められたが、俺の決意は変わらなかった。養われの身では、スイを守りながら生きていくことができない。俺は、早く自分で稼げるようになりたかった。

　それに、あの大学では色々なことがあった。スイにとって、良い思い出ばかりというわけではない。だからこそ、全てをリセットするためにも、生活の場を移したいと考えていたのだ。

　そして俺は今、スキューバダイビングのインストラクターとして、生計を立てている。

　コンドミニアム付きダイビングショップ『オンザブルー』。築地教授の友人が経営しているこの店が、俺たちの仕事場だ。俺はライセンスを持っているし、海に関する知識だけは豊富とあって、仕事にはすんなりと慣れることが出来た。

　一年を通じてダイバーたちが訪れるこの海の街には、どこを見回しても海を愛する人たちで溢れている。

　大勢の人たちと海を通じて関わる今の仕事は、ひょっとしたら研究者になるよりも俺に向いているのかもしれない。ここでの暮らしは大学にいた頃よりも活気があって楽しく、とても充実している。

　部屋数は十部屋という小ぶりな宿ということもあり、メインスタッフはオーナーとその奥さん、そして俺たちだけ。しかしハイシーズンの夏場はお客がかなり増えるため、夏だけは学生アルバイトを雇い入れ、総勢十人のスタッフでショップを切り盛りしている。

　そしてスイもまた、コンドミニアムのスタッフとして、不慣れながらも日々楽しそうに働いている。

　この宿はファミリー層の利用も多く、親子で楽しめる浅瀬でのシュノーケリング体験や、ボートシュノーケリングツアーが人気だ。スイはダイバーを相手にする仕事ではなく、子どもたちを相手に浅瀬でシュノーケリングをしたり、素潜りをしたりするという仕事を担当している。

　大人客を相手にしている時はひどく緊張してしまうスイだが、子どもたちとはすんなり馴染む。コンドミニアムの日常業務をこなしつつ、子どもたちと一緒に浅瀬で泳ぎ、南の海特有の鮮やかな色をした魚たちを見つけては、一緒になってきゃっきゃと笑ってはしゃいでいる。　

　そして、そんなスイの姿を、子どもを海で遊ばせている親たちがうっとり眺める——それが『オンザブルー』の日常だ。

　なるべく子どもだけを相手にして欲しいところなのだが、スイの目立ちすぎる美貌は、否応なく男たちの関心を引いてしまう。

　スイはぱっと見が西洋人風だから、お客たちには「若く見えるが成人済みだ」と言ってある。そのせいか、若い男客に「飲みに行こう」と誘われたり、壮年の男客に「一緒に潜ろう」と腕を引かれたり、またはアルバイトの学生に大真面目に告白されたり……そういうことに巻き込まれるスイを助けるのも、俺の日常業務のひとつだ。

　そして夜は、『オンザブルー』から車で十分ほどの場所にある家に、二人で帰る。

　築二十年もののログハウス風の一軒家が、俺たちの新しい家だ。借家だけど、本土じゃ考えられないほどの格安物件で、管理はしっかりと行き届いている。建物はとても綺麗だし、環境もいい。おかげで、俺たちはここで快適に暮らしている。

　この家も、もちろん海のそば。出窓を開けると目の前に砂浜が広がっていて、すぐに海に出られるという好立地。

　スイはここでの暮らしを気に入っているようで、大学の研究棟にいた頃とは見違えるほどに表情が明るく、豊かになった。

　よく笑い、やや拙さの残る口調でよく喋り、砂浜を子犬のように走り回ったり、装備もなしで浅瀬をすいすい泳いだり。陸にいるスイは、水槽の中に囚われていた頃が嘘のように伸びやかで、きらきらと輝いている。

　人間の食事にも慣れたようだ。

　かつては生魚ばかり食べていたスイだが、今は白米が大のお気に入り。「炭水化物ばかり食べすぎると太るぞ」と日々注意をしてるけど、いくら食べてもスイの身体はほっそりとしていて、しなやかな筋肉がつき始めた長い脚は、見惚れるほどにきれいだ。

　そして俺たちは、毎晩のように一緒に湯船に浸かり、くっつきあって夜を過ごす。

　セックスをする日あれば、繋がり合わない状態でいちゃいちゃしながら、いつしか眠りにつくこともある。いつぞや発情期のフェロモンに悩殺されて、ガツガツしたセックスをしてしまったあの頃が懐かしい。

　気の赴くままに身体を重ね、飽きることなく愛を囁き合う。

　こうして俺たちは、甘く穏やかな生活を手に入れた。
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「青海、起きて」

「ん……」

　つい、うとうとしていたらしい。耳元でスイの声がする。

　ふわふわと波間を揺蕩たゆたうような浅い眠りから、俺はふっと目を覚ました。

　今日は休日で、俺たちは朝からのんびり買出しに行き、帰宅して軽い昼食を食べた後、ベッドの上で蕩けるような甘い時間を過ごしていた。

　近くに人家はないから、窓はどこもかしこも開けっ放し。海辺の風が吹き抜ける中、俺たちはゆったりと集中したセックスに時間を費やし、互いの身体を味わい合った。

　セックスの時に可愛く乱れるスイの姿は、見飽きることがないほどに美しく、エロティックだ。幼げな身体をしているというのに、俺を受け入れ、快感に溺れて乱れ狂う様は途方もなく耽美的。そして俺の名前を叫びながら絶頂するスイの姿はあまりにも淫らで、たまらなく魅力的だ。

　今日はついつい加減を忘れて、激しくスイを求めてしまった。日が暮れかける頃まで濃厚なセックスを繰り返していると、さすがにスイは体力の限界を訴えて、「もうむりだって言ってるだろ！」と珍しく怒っていた。

　そしてシャワーを浴びた後、俺たちは出窓の外に敷いたレジャーシートの上でのんびり夕涼みをしていた。

　腰を使いすぎてさすがに俺もくたびれていたのか、スイに腕枕をして高く澄み渡る空を眺めているうち、ついつい眠気に身を委ねてしまったらしい。

　背中には、太陽の熱をたっぷり吸い込んだあたたかい砂浜があり、傍らには愛おしい恋人の体温がある。指に柔らかく絡みついてくるスイの髪の毛を弄びながら、他愛もない会話をする——優しくて静かな時間が、日々の疲れを癒していく。

　脚に絡まるスイの素足が、気持ち良い。さらさらで、ほんの少しひんやりしていて、甘えるように肌をすり寄せてくるところとか、すごく可愛いんだ。

「ねぇ、ここで寝たらかぜひくよ」

「んー……寝ない寝ない。風が気持ちいいからさ、もうちょっとだけ」

「うん。……あ、星が出てきた」

「お、一番星だな」

　腕の中にいるスイが指差した先には、夕空と夜空の隙間にきらめく一番星がある。今日は新月だから、きっとたくさん星が見えるに違いない。

「青海、星座をおしえて」

「星座？　んー、俺あんま知らねーんだけどな」

「知ってるやつだけでいいよ。ここでしか見られない星座があるって、オーナーが言ってた」

「あぁ、南十字星のことかな」

「どれどれ!?　どこにあるの!?」

「この時間帯じゃまだ見えねーよ。のんびり待とうぜ、もうすぐ見えるよ」

　ひとつ、ふたつときらめき始める星々を見上げながら、俺の肩口に頭をもたせかけているスイの肩を抱き寄せた。大きめのＴシャツの下にある華奢な身体と、体温を感じる。それだけで、もう何もいらないという気分になる。

　ふと、石鹸の香りの中に、人魚であった頃と同じ芳香を嗅ぎ取った俺は、ふんわりしたくせっ毛に鼻先を寄せて、くんくんと匂いを嗅いだ。

　懐かしく、愛おしい香りがする。

「青海。ねぇ、キスして？」

「ん……ははっ、しょうがねーなぁ」

　俺は肘枕をして身体を起こすと、仰向けに寝そべってこちらを見上げているスイの瞳をじっと見つめた。

　アクアマリン色の潤んだ瞳には、生まれたての夜空が鮮やかに映っていて、とてもとてもきれいだ。

　あまりの美しさに目を奪われていると、スイの指先が俺の頬に触れた。そして下から導かれるように顔を引き寄せられ、そっと唇が重なる。

「……青海。大好き」

「俺も、大好きだよ。……ここでする？」

「もうしーなーい！　星座を見るんだから、キスだけ！」

「だよな……じゃ、もう一回」

「うん。ふふ……」

　時折見つめ合い、可愛らしい微笑みを見せるスイの瞳の中には、きらめく満天の星空が見える。

　額を寄せ、頬を寄せ合い、唇を重ねるたび、胸の奥から湧き上がる愛おしさ。胸を切なくするこの感触を確かめながら、俺はスイに何度でも口付けを贈る。

　愛し合うふたりを包み込む、穏やかな潮騒に耳を傾けながら。


　何度でも、何度でも、あたたかなキスを。














　　　　　　　　　　　　　『正しい人魚の愛し方』　終

    
        Kindle版書き下ろし番外編


『僕の大切なつがい』——スイ目線——










　とある日の午後、僕は家の前に広がる砂浜に腰を下ろしていた。

　ちゃぷ、ちゃぷと寄せては返す波がつま先を洗うたび、柔らかな砂に足が飲み込まれてゆく。ハーフパンツから伸びた僕の脚は、今やすっかり人間と同じそれだ。

　初めはうまく動かせなかったけど、人間の身体になって五年が過ぎた今、僕はこの足を自由自在に動かせるようになった。足の指を大きく広げたり、その指で物を掴んでみたり、細かいことだってできるようになった。

　走るのだって大好きだ。あれだけ苦手だった靴下にも慣れたし、スニーカーだって履けるようになった。

　青海以外の人と話をする機会も増えた。

　初めは色々失敗することもあったけど、今はすっかり慣れたと思う。遠くから『オンザブルー』に泊まりに来てくれる人たちの話を聞くこととか、海でたまたま出会った人の話を聞くことは、とても楽しい。

　人魚だった頃は、彼らをひとくくりに『人間』としか捉えていなかったし、それこそ良いイメージなんて全然なかった。

　けれど、人にはそれぞれ生きてきた道があって、いろんな考え方があって、生きる意味があったり、なかったり、迷っていたり……本当に、色々。

　人の気持ちはとても複雑だからこそ、話を聞いているととても面白い。そして僕も、いろんなことを考えさせられるようになってしまったみたいで——
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「どうしたんだ、スイ。浮かない顔だな」

「あ……ヒイロ様」

　僕がひとりで波と戯れていると、ひょこっと波間に赤毛が浮かぶ。ヒイロ様だ。

　かつては王様を守護する戦士だったヒイロ様だけど、今は若い戦士を育てる仕事をしているらしい。護衛としてギンを従え、二週間に一度はここへきては、青海と僕に「最近の若い人魚は……」とこぼしている。

　ちなみに、ギンはただ青海に会いたくてここへ来ているだけ。

　青海の匂いがすごく美味そうだとかなんとか言って、隙あらばどこかに齧りついてやろうと狙っているんだ。大切な青海がギンに噛まれるなんて許せないから、いつだって気が抜けない。

　ほら、今だって、「なんだ、スイひとりなのか？　つまらねぇ」と言いながら、砂浜に上がって髪を絞ってるよ。

「青海は残業頼まれて、まだショップのほうにいるんだよ」

　つい、そっけない口調になる。すると、ヒイロ様はぴくりと眉を動かして、僕の顔を覗き込んできた。

「おや？　どうした、喧嘩でもしたのか？　珍しい」

「喧嘩なんてしてないよ。ただ……」

「ただ？　なんだ、話してみろ」

「うん……」

　先週末から連泊している、一人の女性客の顔が浮かぶ。

　名前はミナミさん。すらっとした長身の美人で、テレビに出てくるモデルさんみたいに手足が長くて、すごく綺麗な人だ。

　彼女はダイビング経験が豊富らしく、とても旅慣れている感じ。『オンザブルー』のスタッフや宿泊客ともすぐに打ち解けて、毎日楽しそうに海へ出ていく。

　彼女を見ていると、本当に海が好きなんだろうなって感じるから、僕もミナミさんのことを素敵な女性だと思っていたのだけど……。

　ミナミさん、どうやらものすごく、青海のことを気に入っちゃったみたい。

　潜るのが上手いのに、青海が担当しているダイビングコースへ参加したりだとか。

「眺めのいい難所へ連れていってほしい」って甘えるように誘ってみたりとか。

　仕事の後に飲みに行こうだとか……ものすごく、青海に対して積極的なんだ。

　といっても、青海もそういう女性客の扱いは慣れているから、スタッフと客という距離感をきちんと守ってる。だけど僕は気が気じゃない。

　彼女は、これまで青海に近づいてきた女性客たちとはどこか違うような気がして……僕はいつになく心配だった。

　だけどなんとなく、僕はこのモヤモヤした感情を青海には言い出せなかった。ショップのメインスタッフとしてバリバリ海へ出ていく青海は、この時期かなり忙しい。

　青海は体力があるけれど、海の仕事にはいつだって危険がつきものだ。しっかり体調を整えておいてほしいし、お客さんたちには常にフラットな感情で接してほしいって、思うから。

　……なんだか、僕もこの数年で、すっかり人間らしい気遣いができるようになってしまったらしい。

「チッ、なんだ。青海のやつを女に取られたとか、そういう話じゃねぇのかよ。つまらねぇ」

　砂浜に寝転び、尻尾で波打ち際をパシャパシャ叩きながら話を聞いていたギンが、心底つまらなそうにそう言った。

　僕はムッとして、脇に落ちていたホネガイをギンの頭にぶつけてやる。トゲトゲした形の白い貝殻だ。結構大きい。

「いってぇ!!　何すんだよ！」

「うるさい、なんだよっ！　興味ないならもう帰れよギンのばか！」

「投げつけるなら貝を選べってんだよ！　刺さったらどーすんだよバカ野郎！」

「まぁまぁ、落ち着け二人とも」

　見かねたヒイロ様が、睨み合う僕らを宥めに入ってきた。

　僕ははぁ……とため息をつき、海水に素足を浸す。

　ざ……ざ……と一定のリズムで僕の脚を包み込み、ひんやりと冷やしてゆく感覚が、僕の心を少しずつ落ち着かせてゆく。

「その女、他の女たちと何が違うんだ」

「うーん」

　穏やかに落ち着いた声でそう問われ、僕は首を捻った。

「……青海に絡みながら、僕のことをじーっと見てくるのが……気になるから、かな」

「ほう」

「僕らの関係、スタッフの人にはもう隠してないんだ。だけどお客さんたちは知らないでしょ？」

「フン、どーせお前ら、客の前でもイチャイチャベタベタしてんだろ？　バレバレなんだよきっと」

「いっ……イチャイチャベタベタなんてするわけないだろ！」

「こら、ギンは黙ってなさい」

　僕が頬を膨らませかけたのを見てか、ヒイロ様がギンを黙らせる。そしてヒイロ様は、大きな手で自分の顎を撫でながらこう言った。

「ん……？　その女、むしろスイのほうに気があるんじゃないのか？」

「えっ、僕？」

「青海が言ってたぞ。最近スイが女にモテるようになってきて油断ならねぇ、とかなんとか」

「……いや、そんなことないんだけどな」

　確かに、ここのところ、女性のお客さんから好意を寄せられることが増えてきた。

　この数年で背が伸びて、今の僕の身長は１７０センチくらい。青海と出会った頃よりも、僕は少し男らしくなったみたいだ。

　青海いわく、『目力が強くなって、ちょっと陽にも焼けて、エキゾチックな雰囲気になった』らしい。『大人っぽくなったし、これまで以上にすげぇエロい』なんて言われることもあったっけ。

　そういうことを言われると照れるけど、青海に褒めてもらえるのはすごく嬉しくて——……

　ぼうっとしていると、ばしゃっ！　と突然頭から水が降ってくる。ギンが尻尾で跳ね上げた水だ。

「けっ。要するに『ぼくもメスにモテるようになってきたよ』って自慢してぇのかよ。全然うらやましくねぇんだよ」

「う、うるさいな！　そういうんじゃないってば！」

「いい加減にしないか二人とも！　話が前に進まんだろうが！」

　ヒイロ様の一喝で、僕らはとりあえず黙る。

　ギンはプリプリと苛立ったような口調で「チッ。もっと刺激的な話題はねぇのかよ」と言いながら、ふたたび砂浜に寝転んだ。青海がいないせいなのか、今日は不機嫌だ。

　——あ……ひょっとしてギンのやつ、メスにモテなくて悩んでんのかな。『人喰い』の人魚は、つがいを見つけるのに苦労するってよく聞くし……。

　なるほど、だから突っかかってくるわけだ。

「ギンも大変だね……」

「は？　なにが？」

「メスにモテないからイライラしてるんでしょ？　青海にちょっかい出しに来るひまがあるなら、もっと真面目にお嫁さん探した方がいいんじゃない？」

「なっ、なんだと……!?」

　僕が神妙な口調でそう言うと、ギンの目がギラリと剣呑なぎらつきを見せた。

「は？　誰がモテねぇって？　ふざけんな俺はモテモテだ」

「無理しないでいいよ。そういうの、『見栄を張る』って言うらしいよ」

「…………あーそーかこの俺に喧嘩売ってんだなこの野郎。こっちきて海に入れ。沈めてやるぜ」

　ギンは砂浜でごろごろしていた身体をひょいと起こし、ざぶんと海の中へ。そして波間からヌッと顔だけを出し、ちょいちょいと指で僕を呼ぶ。……喧嘩なんて売ってないけど、ギンがそれで元気になるならいいかと思い、僕はひょいとその場で立ち上がった。

「いーよ、やってやるよ。尾びれがなくったって、僕は結構泳げるんだからな！」

「はっ、笑わせやがる。そんな貧相な脚で何ができるってんだ。おらおら、かかってこい」

　ギンの挑発に乗って、僕は身体に張り付いたＴシャツをバッと脱ぎ捨て、ざぶんと慣れ親しんだ水の中へ。

　……結果はもちろん惨敗。しっぽのあるやつには敵わない。

　だけどたくさん暴れて、大声を出して、笑って、ちょっとだけスッキリした。
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「えっ……お、男だった……？」

「うん、そーなんだよ」

「えっ……だって、あんなにきれいで、スタイルもよくて、どっから見ても女の人みたいだったのに……!?」

「人は見かけによらねぇよな〜」

と、青海は呑気にソファでミネラルウォーターをらっぱ飲みしてる。

　ギンとの水中戦のあとでシャワーを浴び、夕飯を作り終えたところで青海が帰ってきた。「ちょっと遅かったね。道混んでた？」と訊ねると、「ごめん、帰り際にミナミさんに告られてさ、遅くなった」と……。

「もちろん、スイがいるから無理だって断ったんだ。けど、自分も男だからイケるだろって凄まれてさ」

「えええ」

「断っても断っても引いてくれなくてさ。あんなお子様よりあたしの方が絶対楽しませてあげられるーとかなんとかって、なかなか帰してくれなかったんだ」

「お、お子様……。て、てか、ちょっと待って。じゃあ何であの人、女の人の格好してたんだよ」

「女装は単なる趣味らしい」

「趣味。……人間って、難しいな……」

　これまでの女性たちと何かが違うなと感じたその理由。

　それは、ミナミさんが男性だったから、ということだったようだ。

　チラチラ僕を見ていたのは、やっぱり僕と青海が付き合ってるってことがバレてたから。それを踏まえて、「こんなガキ相手なら、簡単に青海くんを奪えるわ」と、思われていたということ……。

　むかむかむか、と珍しく腹が立ってきた。

「ううー。なんか悔しいなぁ。それってさぁ、僕が弱っちく見えたってことでしょ？」

「弱っちく……っていうか。まぁ、そこが可愛いんだけどさ」

「いやそれフォローになってないから。あ〜〜もう、なんなんだよそれ〜！　あー、悔しいなぁ……」

　ソファの上であぐらをかき、僕は抱えたクッションにぎゅうううと顔を押し付けた。

　客観的に見ても、そりゃ青海は爽やかで顔もかっこいいし、身体も逞しくて男らしい。いつも明るい笑顔でお客さんに接しているところとか、見ていてすごく気持ちがいいんだ。

　誰とでも気さくに接することができるから、男のお客さんたちからの評判も良くて、青海目当てのリピーターもすごく多い。

　ダイビングの教え方も上手だ。濡れた髪をキラキラさせつつ、海の魅力を熱く語る青海を前にしてしまえば、都会から来た女性たちが盛り上がっちゃう気持ちもよく分かる。

　ということはつまり、男性が恋愛対象の男性だって、盛り上がっちゃうってことか……。

「……僕、ミナミさんが来てからずーっとモヤモヤしてたんだ。なんか、ふつうの女の人とは違うような感じがして、なんかこう、戦わなきゃいけないような気がしてて……」

「戦う？」

「なるほど、そういうことだったのか……。あの人、僕に敵意を向けてたってことなんだね。青海というオスをめぐる、僕とミナミさんのオス同士の戦い……」

「俺というオス……って、はははっ。なんだよそれ」

　ソファの上であぐらをかき、真剣に「ミナミさんとどう戦うか」について考えていたんだけど、となりの青海は心底おもしろそうに笑っている。

　いやいや笑いごとじゃない。

　それってつまり、僕がいかにも頼りなさそうで、魅力に乏しくて、青海という逞しいオスには不似合いだって思われたってことじゃないか。

「そりゃあの人は美人だったし。男の格好しててもきっとかっこいいんだろうけど……」

「なに言ってんだよ。スイの綺麗さにかなうやつなんて、この世に一人もいねーよ」

「えっ……。あ、……ありがと」

　僕って本当にちょろい。

　青海にそうして嬉しい言葉をもらってしまえば、ふつふつと呼び覚まされかけていた野性の本能みたいなものが、すーっと穏やかに引いていく。

　優しい微笑みとともに、青海の唇がこめかみに触れる。そして、今度は鼻先にちゅっと軽いキスが降ってきた。

　なんだか構って欲しそうな仕草がすごく可愛い。僕はひょいと、青海のお腹の上に跨った。

　そして、僕からも青海へキスを贈る。ソファに寝そべった青海を見つめ、甘く優しい表情に胸をときめかせながら、僕は何度も青海と唇を重ねた。青海が教えてくれた、愛情表現だ。

「スイ……どーしたんだよ、なんか積極的じゃん」

「そうかなぁ……。なんか、ホッとしたからかな」

「ホッとした？」

「青海を、ミナミさんに取られなくてよかったって」

「えぇ？」

　僕が本音を漏らすと、意外だと言わんばかりに青海が目を見張る。そして数秒後、青海は「そんなわけないのに」と笑い、大きな手で僕の後頭部を撫でた。

「分かってるんだけど……なんだろう、ミナミさんの肉食っぽい目つきがさ、僕の野性を揺さぶってくるというか……」

「野性」

「僕だってもう大人のオスだから、つがいに手を出されそうになったら、そりゃ怒るよ」

「ははっ、そっか」

　楽しげに笑う青海の手のひらが、僕の頬をあたたかく包む。

「もし、俺が海で誰かに喰われそうになったら、スイが助けてくれるのか？」

「うん！　もちろん！」

　頬を撫でる青海の手を取り、僕は何度も深く頷いた。

「青海は僕の大切なつがいだ。絶対に、僕が守るよ」

「スイ……」

　不慣れな出来事に少し弱気になっていたけれど、もし、青海を攫っていこうとする相手がいるならば、僕は全力でそれを阻止する。

　青海は僕にとってかけがえのない存在だ。僕に幸せを教えてくれた、大切なつがいなのだから。

　熱い気持ちを込めた眼差しでじっと青海を見つめる。すると、じわじわと青海の頬が赤く染まった。

「……やばい今、ちょっときゅんとした」

「え？　ほんと？」

「ほんと。……嬉しいよ、スイ。ありがとな」

「うん。……ふふっ」

　青海は愛おしげな眼差しで僕を見上げて、下からゆったりと色っぽいキスをしてくれる。僕なんかよりもずっと上手で、こうされると変な気分にさせられちゃうような、すごく気持ちのいいキスだ。

　同時に、部屋着のハーフパンツ越しに大きな手でお尻を揉まれて、びくんと腰が震えてしまう。

「ぁ……青海……」

「スイさ、ちょっと背ぇ伸びて女子にモテはじめてんだからさ、あんまよそでそういう台詞口にすんなよ？」

「ん……モテ……てるかなぁ」

「モテモテだろ。俺もそのうち、可愛い子にスイを取られたらどうしようって不安になったりすんのかなぁ」

「そんな心配しなくてもいいよ！　僕は、死ぬまで青海だけを愛し続けるんだから」

「す、スイ……」

　そうきっぱりと言い切った僕を見上げる青海の瞳が、キラキラと輝いてる。

　照れ臭そうな笑顔になった青海にひょいと抱き上げられ、そのまま隣の寝室のベッドへ運ばれて——

「ん……ん、青海……」

　やわらかなベッドの上で、敏感な耳や首筋を濡れた唇で愛撫されながら、下へ下へと青海の手が降りてゆく。

　この大きくて頼もしい手で与えられる快感をよく知っている僕の身体は、あっという間にその先を期待して、もっともっと熱くなるんだ。

「スイと一緒にいられて、本当に幸せだよ、俺」

「うん……へへ」

「好きだよ、スイ。俺も死ぬまで、お前を愛し続けるから」

「あ……」

　僕を頼もしく受け止めて、愛してくれる青海の瞳。

　こうして間近で見つめ合っていると、深い海の底にいた頃と同じくらい……いや、もっともっと、穏やかな安堵感に包まれる。

「ぁ、あっ……ァ……」

「カッコいいスイも、すげぇ可愛い。好きだよ」

「んんっ……カッコいいのか、可愛いのか……どっちっ……」

「どっちも」

　キスの隙間で青海は微笑み、僕からするりとシャツを抜いた。

　そして、セックスのたびに僕をとろけさせてしまうその唇で、上半身のそこここを昂らせた後、つんと尖った胸の突起にとろりと触れる。

　いやらしく濡れた、気持ちのいい青海の舌だ。からみついて、こすって、はじいて……そのたびに、僕は恥ずかしい声を上げさせられてしまう。

「あっ……！　ァっ……ん、んっ……ん！」

「スイの気持ちよさそうな顔も、声も、すげぇ好き」

「ぁ、あっ……青海、……っ、はぁっ……」

　そこを激しく舐めしゃぶられたら、僕がすぐに我慢できなくなることをよく知っているくせに、青海はなかなか欲しいものを僕にくれない。もどかしさのあまり自然と脚を開いて、はしたなく腰を揺すってしまう。

　そんなことをしちゃう自分が恥ずかしくてたまらないのに、青海を受け挿れたくて、早く中に入ってきて欲しくて、じれったい。

「んっ、ンっ……青海……ねぇ」

「ん……？」

　ハーフパンツから伸びる僕の脚を淡く撫でつつ、僕の胸を飴のようにしゃぶりながら、青海は上目遣いに僕を見た。

　僕よりもよっぽど余裕そうな青海だけど、その瞳の奥には、チラチラと揺れる欲望の滾りがある。僕も青海も、欲しいものは同じなんだと分かって、嬉しくなった。

　僕は青海の首に両腕を回し、どうしようもなく硬く張り詰めたそれを、上下に揺すって擦り寄せた。

「……青海、はやく挿れて……ここ」

　すでにふっくらと盛り上がってしまった自分の股座に手を這わせながら、青海を見上げる。

　青海を求めてひくひくとひくつく後孔に指をあてがうだけで気持ちが良くて、つい「ぁ……っ」と声が漏れてしまった。

　ココに青海のそれが挿入されたときの感覚を思い出すと、体温がぐんと上がってゆく。物欲しそうなそこを布越しに擦りながら、僕は青海に続きをせがんだ。

「ここ……ナカに、ほしいよ……。青海の、ふとくて、かたいの」

「……なぁ、そういうこと言われたら、俺が手加減できなくなるって分かってんだろ？」

「へへ……分かってるよ」

　いつも優しい青海のセックスが大好きだけど、本能剥き出しで僕を求める青海のセックスも、すごく好き。

　今日はなんだか、めちゃくちゃにされたい気分だ。僕も、青海が気持ち良いことは何でもたっぷりしてあげたい。

　誘うように青海の舌に僕のそれを絡めてゆくと、青海の指にも力がこもった。青海と僕は深い深いキスを交わしながら、お互いの服を脱がせ合い、そして——






　開け放った窓から流れ込む潮騒と、重なり合う僕らの吐息。

　空が白み、夜が明けるまでずっと、僕らはめいっぱいの愛を交わし合うのだった。　










　　　　　　　　　　　　　　　　　　番外編『僕の大切なつがい』おわり

    
        あとがきと御礼


　こんにちは、餡玉あんたまです。

　このたびは、『正しい人魚の愛し方』を最後まで読んでいただきまして、まことにありがとうございました！

　この作品は、２０１５年の２月〜６月にかけて、ムーンライトノベルズ様にて連載していたお話です。読み返すと拙い部分もたくさんある作品ですが、とても愛おしく、思い入れの深いお話のひとつです。

　ご存知の方もおられるかもしれませんが、「ファンタジー作品を書くことができない」というのが、この数年に渡るわたしの悩みです。ＢＬにかかわらず、世界はたくさんのキラキラしたファンタジー作品に溢れ、人気も高いですよね。

　ですが、わたしはカタカナを読むのが苦手ということもあってか、西洋風ファンタジー作品を読むことさえ難しく……ファンタジーの世界は、憧れつつも近づけない華やかな世界という感じがしています。

　２０１５年当時も漠然とそのような悩みを抱える中、「人魚」という架空生物を題材にした現代ファンタジー作品に挑戦してみよう——と、今作を書き始めました。ですが書き進めてゆくうち、「これはファンタジーなのか……？　ＳＦなのか……？」と思い悩むこともしばしばで、筆が迷って執筆が止まることもありました。

　ですが、この作品からわたしという物書きを知ってくださった読者さまやムーン作家さんもおられ、励ましのコメントをいただいたり、始めてファンアートを頂戴したりと、皆様に支えられながら完結することができました。２０１９年には、この作品で文庫版を作成した思い出もあります。

　連載時にファンアートを描いてくださったことがご縁となりまして、晶之助様のイラストをWeb連載用の表紙として使わせていただいておりました。文庫本を作った時も、表紙カバー作成のために多大なご協力を賜りました。

　そしてこのたびは、晶之助様に新たにKindle版の表紙イラストを描き下ろしていただきました！　タイトルデザインは、別作品でご縁のあったデザイナー・ＭＯＢＹ様に作成していただきました！　デイジーコミックス様より刊行のコミックス『お兄ちゃんだって甘えたいわけで。』の装丁デザインをご担当くださったデザイナーさんです。

　お二方とも、拙作のためにご協力いただき、誠にありがとうございました。

　そして、数多あまたの作品の中から拙作を見つけてくださった読者さまに、心より厚く御礼申し上げます。

　最後まで読んでいただき、さらにはあとがきまで目を通してくださいまして、誠にありがとうございます！　

　このような社会情勢ですが、このお話で少しでも、どこか遠い海の風景を感じていただけていたらいいなと願っております。






　

　華々しいお話を書けなくとも、わたしはこれからもひっそりと小説を書き続けていると思います。

　ぜひ、またどこかでお会いできますように。






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２１年８月　餡玉あんたま　
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